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この報告書 は,日 本 自転車振興会か ら競輪収益 の一部 であ る

機械工業振興資金の補助 を受 けて,平 成 元年度に実施 した 「ビ

ジネ スプ ロ トコル等に関す る開発研究」の一環 と して とりまと

めた ものであ ります。
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は じ め に

最近のネ ッ トワーク化 の進展 は,他 企業 と連携 した新 しい形態の システ ムを生み 出 しっつ ある

が,そ の一 つの要素 と してEDIの 重要性が増加 している。

EDIと は,複 数の企業 の コンピュータ ・アプ リケーシ ョンをネ ッ トワークで 直結 し,取 引に

必要 な企業間のデータ交換 を電子的 に行 うことである。EDIを 導入す ることで,従 来よ り取 引

デー タの交換が確実,迅 速,容 易 にな り,各 企業 とも取引を きめ細か くコン トロールで きるよ う

になるため,効 率性が向上す る。そ こで,社 内の情報化が充実 した企業を中心 に,EDIの 導入

又 はその検討が活発化 している。

EDIは,1対1の 結合か ら始 まり,M対Nの ネ ッ トワー クへ と進化 してい くが,い ずれの場

合で もあ らか じめ約束 した共通 ビジネ スプ ロ トコルが必要不可欠であ る。 しか しなが ら,個 々独

立の1対1の 結合が少 しずつ まとまりなが らM対Nへ 発展 して い く過程で は,特 別な枠組みを設

定 しておかない限 り,共 通 ビジネ スプ ロ トコルが 自然 に形成 され るような ことはない。

欧米 においては既に,広 範 に利用で きるビジネスプロ トコルの標準化が進 んで お り,わ が国 に

おいて も5年 程前か ら各業界 と も標準化 を望む声が大 きくな ってお り,利 用可能 な標準案が示 さ

れれば,各 業界 レベルでは,標 準化 された ビジネスプロ トコルを受 け入れ ることについて,ほ と

ん ど合意が形成 されている とみ ることがで きる。

しか しなが ら,国 内における標準 ビジネスプ ロ トコルの具体案 につ いて は,い まだに広 く合意

が得 られ る内容 を確立するには至 っていない。

そ こで,当 調査研究において は,海 外での標準化アプ ローチと具体的内容 とを参考に,平 成元

年度か ら2年 計画で,標 準 ビジネ スプ ロ トコルの確立を 目標 に した作業を行 うことと し,ビ ジネ

スプロ トコルの要素の一つであ る シンタ ックス ・ルールにっ いて,内 外の既存の規格につ いて調

査分析を行 い,JIS原 案 をまとめ ることとした。

初年度 であ る今年度は,既 存の ビジネスプロ トコルの分析 などの基礎的調査分析作業を行 い,

来年度 に行 う各業界 アンケー トの参考資料 の位置付け も兼ねて,報 告書を作成 した。

最後に,作 業 にご協力頂 いた委員及び関係各位 に対 し,感 謝の意を表 します。

平成2年3月
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1.背 景

ISO規 格および米国のANSI規 格で は,ビ ジネ スプロ トコルを下記 の要素 に分 割 して規格

化 して お り,そ の中で最近(昭 和62年12月)規 格化 されたISO9735(EDIFACT)

が注 目されてい る。

① 標準 メ ッセー ジ

② シンタ ックス ・ルール(ISO9735,ANSIX12.6な ど)

③ デー タ ・エ レメ ン ト・デ ィレク トリー(ISO7372,ANSIX12.22な ど)

ISO9735は,シ ンタ ックス ・ルールの規格 であ り,「 構文規則 」あ るいは 「文法」 と訳

されてい る。その内容 はEDIメ ッセージの フォーマ ッ トの基 本構造 を規定す る もので ある。I

SO9735が 注 目され た理由 は,国 際標準 として成立 したか らであ り,ISO9735の 成立

自体が大 きなイ ンパ ク トになった。 しか しなが ら;シ ンタックス ・ルールの標準 さえ成立すれば

EDIが スムーズに発展す るというわけで はな く,シ ンタックス ・ルールの標準化 はEDI発 展

の入 口にす ぎない。

考慮 しなければな らないのは,こ のよ うな国際的な動向に対 し,我 が国がどのよ うな対応 を し

なけれ ばな らないかであ る。産業情報化推進 セ ンターで は,昭 和60年2月 の設立以来,ビ ジネ

スプ ロ トコルについての調 査分析を実施 し,昭 和62年 度の報告書で は、早急に新 しい業界横断

的標準が必要 なことと,そ れを実施す るための推進体制の整備が必要で あることを指摘 してい る。

また,当 セ ンターは,日 本工 業標準調査会(事 務局:工 業技術 院)へISO/TC154国 内

審議団体 の引受 けを申請す ると共 に,製 造業界の主要 業種の代表 とその他の主 な業界の有識者 と

で構i成され る電子取引標準化推進委員会(略 称EDI委 員会)を 昭和63年 度 に設置 し,EDI

の標準化についての検討 を開始 した。電子取引標準化推進委員会 は,電 子取 引の利用が国内にお

いて今後急激に進展す ることが予想 され ることおよび前述の国際情勢 な ども考慮 し,EDI標 準

化 の入 口であ るシンタ ックス ・ル ールの国内標準 の確立を 目指 し,平 成 元年3月 に シンタ ックス

・ルール専門委員会を設置 し,調 査研究 を行 うこととした。

一方
,情 報技術 の標準化につ いて審議 を続 けていた 日本工業標準調査会で は,内 外 のEDI標

準化 に対す る急速 なニ ーズの高 ま りを受 け,平 成元年6月 の 「情報技術の標準化の推進 に関す る

建議 」の中で,ビ ジネ スプロ トコルの重要性 について以下のよ うな報告 を通商産業大臣に行 った。

① 産業界全体 として ビジネスプロ トコル標準化 の重要性 の認識 を高 めるとと もに,業 界の ト

ップ レベルにおいて もその認識 を高め る必要があ る。

② ビジネスプ ロ トコルは,同 業種間のみな らず各業界間にまたが るデータ交換 において標準

化が必要であ るため,ユ ーザーを含め共 に検討す る,業 種横 断的な審議検討体制の強化,そ
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れを効率的に運用するための中長期 的なプ ログラムづ くりが必要であ る。例えば,TC15

4国 内委員会 は,Pメ ンバー(投 票権を有す るメ ンバ ー)移 行 に伴い,1988年 に国内体

制が整備 され たが,TC68(銀 行業務)国 内委員会について も,金 融の一層 の国際化,フ

ァームバ ンキ ング等の動 きを考慮 し関係業界か ら構 成 され る国 内体制の整備が必要であ る。

③ このよ うな体制の基で,シ ンタ ックス ・ルールの確立 や発注 データ,仕 入れデ ータ等 の具

体的な標準 メ ッセー ジの開発が必要であ り,コ ー ドの体 系化 とその運用管理,登 録体 制を確

立 しなけれ ばな らない。

④ ビジネスプロ トコルの標準化 に当たっては,産 業別に情報化を推進するため1986年 か

ら策定 されて いる連携指針(電 子計算機の連携利用 に関する指針)は 極 めて有効な役割 を果

たすことが期待 され,今 後,指 針策定を通 して具体 的な標準化を推 進 させ ることが望 まれ る。

こうした状況 の中で,工 業技術院 は ビジネスプロ トコルのJIS化 の問題 を取 り上げ ることに

なり,最 初にJIS化 の可能性にっ いて調査を行 ため,TCl54の 国内審議団体 であ る産業情

報化推進 センターに調査が委託 され た。
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2.検 討 経 過

2.1予 備調査

平成元年3月 ～6月 まで シンタックス ・ルール専門委員会(現 ビジネ スプロ トコル研究委員

会 の前身)が 設置 された。 この委員会での調査研究の 目的は,EDI標 準化の第 一歩 であるシ

ンタックス ・ルールの標準化を 目標 と した具体 的な作業 を行 うことにあ った(現 在で は予備調

査に位置づ け られてい る)。 標準 に も様 々な レベ ル,形 態があ る。例えば,イ ンプ リシ ッ トに

成立 している標準 もあれ ばエ ックスプ リシ ッ トに成立 させた標準 もある。後者の中 には,業 界

標準,JISな ど としてオ ーソライズされた形が ある。そこで,我 々は諸般の状 況を考慮 し,

JIS制 定 を一つの 目標 にす ることと した。

しか しなが ら,検 討の過程でrシ ンタ ックス ・ルール』だけを独立 に検討す ることの有効性

にっいての多 くの疑問点が指摘 され た。 もともとEDIの プ ロ トコルは,シ ンタ ックス ・ルー

ルだけで構成 されて いるわ けで はな く,す べてのプロ トコルの結合 によ ってEDIが 稼働する

ことは自明の理で あるが,規 格作成 の検討が シンタックス ・ルールの範 囲で クローズで きると

い う前提で,当 調査研究 はスター トした。問題点 は,シ ンタックス ・ルールの技術的詳細を詰

め る段階にあ ったので はな く,詰 めるために必要 な境界条件 を設定す る時 にあった。その時に,

現実のEDIに おける シンタ ックス ・ル ール以外 の様 々な取決め(EDIの プロ トコル)が 反

映 して くる。

従 って,こ の境界条件 を設定するため に,シ ンタックス ・ルール以外 の取決 め(例 えば,標

準 メッセー ジ,業 務運用 の取決め等)に ついて も調査分析 する必要が あ り,今 後 は シンタ ック

ス ・ルールの検討が 中心で あることには変わ りはないが,あ る程度 幅を拡 げ,別 途検討 グルー

プを設 けて,シ ンタックス ・ル ール以外の取決 めについて も同時並行 的に調査研究すべ きだ と

の結論 に達 した。 これ を受 けて ビジネスプ ロ トコル研究委員会,標 準 メ ッセー ジ/デ ータ ・エ

レメン ト・デ ィ レク トリーW.G.(WG1)お よび シンタックス ・ルールW.G.(WG2)

を設置 して,次 第以 降の調査研究を行 うことと した。

2.2基 本方 針

シンタ ックス ・ルール専門委員会 による予備調 査の結果を踏 まえ,以 下 のよ うな方針で調査

分析を行 うことと した。

(1)EDI標 準化の概念

EDIで は,図2-1に 示す よ うにコンバーター(ト ラ ンス レー ター ともい う)を 介在

させ,各 企業 内の固有の フォーマ ッ トとは独立 した標準 フ ォーマ ッ トを用 いる ことで,企
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業 間のデー タ交換を実現 してい る。 この標準 フォ'一ーマ ッ トは,図2-1の 『パブ リック』

の範囲でのみ使用が義務づ け られ,rプ ライベー ト』の範囲(各 企業 内)で は各企業独 自

の フォーマ ッ トが使用で きる。

本検討で分析 を行 う標準 も,こ のrパ ブ リック』の範囲に適用 させ る標準で ある。

注)図 コ ンバ ー ター ま た は トラ ンス レー ター

図2-1標 準化 されたEDI

(2)標 準の適用範 囲

従来,標 準化 は,同 一業種 内あ るいは同一業界内で行われて きた。 こうしてで きる標準

を業界標準 という。 ここで,業 界 とは,特 定の業種を中心 として,そ れ と取 引上深い関わ

りを持つ周辺の業種を併せた一つ の取 引圏 として,定 義す ることがで きる。 こうい う場 は,

産業界全体 の中には多数 あるので,必 然 的に複数の標準がで きることにな る。'

しか しなが ら,も ともと取引は業界横 断的性質があ ることに加えて,経 済が高度化す る

につれ,一 つの業種に特化 した企業が減少 し,経 営の多角化が進行 したたあ,結 果 として,

業界毎 に作成 され た標準が,一 つの企業に複数 の規格を押 し付 けることになった。そ こで,

業界横断的標準 の確立が求 め られて いる。

本検討で も業界横断的標準を指向 し,さ らに,業 際 レベルのEDI(例,FBな ど)に

ついて も考慮す ることと した。
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製造 ・流通業

/ ＼

< 業 界 横 断 的 〉
＼ /

素 材 メーか 部品メ十 セット・メーカー

勺白

際

業 業

際

的

/ ＼

<業 界横断的 〉
＼ /

倉庫業 運輸業

業際的

/ ＼

<業 界徽 的 〉
＼ /

銀行業 損保業

倉庫 ・運輸業 金 融 業

図2-2業 界横断的 と業際的

(3)可 能な部分か らの標準化

標準化のプロセ スは,様 々で あるが,重 要なの は,実 行可能 な部分か ら行 うことで ある。

理想的 には,ビ ジネ スプ ロ トコル全体 の標準化が望ま しいが,現 実 には,難 しい問題が多

い。そ こで,可 能な部分か ら標準化を進 める方式が実際に も採用 されている。例えばJ手

順/全 銀手順の普及 などのよ うに情報 ・通信 システ ムの標準化 が先行 し,そ れか ら,コ ー

ド/フ ォーマ ッ トなどの ビジネスプロ トコルの標準化が始 ま っている。 この うち,情 報 ・

通信 システムにつ いて は,既 に業界横断的段階に入 ってい るが,ビ ジネ スプ ロ トコルにつ

いては,業 界標準化の段階にあ る。

従 って,ビ ジネ スプロ トコルの業界横 断的標準化 に向か って アプ ローチす る必要があ る

が,コ ー ド/フ ォーマ ッ トの業界横断的標準化には,な かなか難 しい問題 もあ り,新 しい

戦略が必要である。 コー ド/フ ォーマ ッ トの要素を分解 し,可 能な要素か ら標準化を 目指
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す必要がある。 この要素の分解 について は,第3章 で詳細 に述 べるが,我 々は,① シンタ

ックス ・ルール,② 標準 メ ッセ ージ,③ デ ータ ・エ レメ ン ト・デ ィレク トリーの3っ に分

解 し,① の シンタックス ・ルールを最初 に標準化すべ きだと結論 した。

(4)国 際標準化への対応

EDIの 標準化 は,欧 米で は,国 内 レベルの標準化 に加えて国際 レベルで も行われてお

り,世 界有数の貿 易立国であ る我が国に も,大 きな影響を与え始 めてお り,国 際標準化進

展の中で国内 レベルの標準化を進め る必要があ る。

そのためには,国 際標準化にお けるビジネ スプ ロ トコルの枠組 みに,我 が国の ビジネ ス

プ ロ トコルを合わせ る必要があ る。従 って,ISO9735(EDIFACT)やANS

IX12の 分析 が不可欠 にな る。同時 に,国 際標準化作業 におけ るEDI標 準化 の基本

的理念 にっいて も留意す る必要があ る。

以上の状況か ら,我 が国の既存の業界標準で,JIS化 のベ ースにな り得 る標準 は,㈲

日本電子機械工業会が定 めたEIAJ情 報化対応標準(以 下,EIAJ標 準 と呼ぶ)だ け

であ る。EIAJ標 準 は,国 際標準化における ビジネスプ ロ トコルの基本的枠組 みに合致

す る我が国唯一の業界標準だか らであ る。 一

(5)既 存のEDIの 尊重

我が国では既 に多 くのEDIが 実稼働 してお り,ビ ジネ スプロ トコルなどには業界標準

を用 いて いる。.前述 したよ うに,こ の業界標準 は一種類 ではな く,少 なか らぬ種類が ある。

それ らを総合す る形で業界横断的標準が構築 で きれ ば理想 的であ るが,実 際には,上 方互

換性 を維持で きない ケース も出て くる。 この ことは,将 来,新 しい標準 のために既存 の業

界標準を用いてい るEDIシ ステムを改造 しなけれ ばな らない ことを意味す る。

この改造は,一 般に膨大 な費用が必要で あ り,従 って,新 しい標準は,こ の費用 をで き

るだけ安価にで きるよ う計画 され るべ きで ある。図2-1に お けるコンバ ーター(ト ラン

ス レーター)は,こ の ことに対す る一つの回答である。 さ らに,新 しい標準を使 ったため

に,む しろ従来よ りもEDIの 機能 レベルが低下す るよ うな こと も避けなければな らない。

少な くとも,機 能 レベルにおけ る上方互換性 はぜひ とも考え る必要がある。

2.3経 過

EDIの 実施は,単 に相手先の情報を伝達す るとい うことのみで な く,EDIを 利用 してお

互 いがそれぞれの業務 を遂行す ることにあ り,そ のためには,情 報の フォーマ ッ ト,デ ー タコ

ー ド,通 信手順等の取 決めのみでな く,そ のデータの交換 によ って行われ る取引の有効性 に関

す る取決 めが必要であ る。

今回の シンタックス ・ルールの検討 に当た り,EDIに 関す る他の種 々の取決め との関わ り
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の中で検討 すべ きである との意見が多数 出された。EDI全 体 の規格については電子計算機相

互運用環境整備委員会の平成元年度中間報告 にお いて,情 報伝達規約,情 報表現規約,業 務運

用規約,取 引基本規約 の4つ に分類す ることが提案 されてい るが,当 委員会 はこの中の第2レ

ベルの情報表現規約について調査研究を行 った。

EDIに お ける交換 メ ッセー ジは,直 感的には,次 のような構成で表現で きる。

データ項 目(デ ータ ・エ レメ ン ト)… ……品名,注 文数 などの情報項 目

文書(メ ッセー ジ)注 文書,納 品書 などの文書 を言 い,い くつかのデ

ー タ項 目で表現す る。

交換(イ ンターチ ェンジ)同 じ宛先の文書 をひとま とめに した もので,封 筒

詰 めに した もの に相当す る。

この交換 メ ッセー ジの コーデ ィング ・ルールを情報表現規約,い わゆる ビジネ スプ ロ トコル

と して規定す る。 ビジネ スプロ トコルはデータ項 目表現方法,交 換および文書の構造を規定す

るシ ンタ ックス ・ルール,標 準文書 の書式を定義 す る標準 メ ッセージ,デ ー タ項 目を定義する

デ ータ ・エ レメン ト・デ ィレク トリーで構成す る。 この構成法 は欧米における国際標準化で も

用 い られてい る手法で,従 来の我が国の固定長 ・固定 フォーマ ッ トの形式 とは異 なってい る。

交換文書 は社会,経 済 の仕組みによ って多岐にわたり,ま た,そ の進 展に応 じ変化 もしてい

くが,安 定 したEDIを 実施 してい くためには,変 化をで きるだけ吸収す るものでな ければな

らない。文書の多様化,変 更 に対応 しなけれ ばな らない部分 と,そ れ らの変化への対応か ら独

立 した部分 とに分 けた時,デ ー タ ・エ レメン トおよび標準 メ ッセー ジは前者に相 当 し,シ ンタ

ックス ・ル ール は後者に相 当す る。即 ち,シ ンタ ックス ・ルールは他の ビジネスプ ロ トコルと

は独立 して規定す ることが可能であ り,ま た,独 立 した もの と して規定すべ きである。

なお,シ ンタ ックス ・ルールの検討 と並 行 してデ ータ ・エ レメン ト,標 準 メ ッセー ジの検討

も併せて実施す るが,今 回の報告書で はこれにつ いては触れない。

本調査研究で は,米 国において国内の各業界標準を基 に制定 された規格,欧 州での規格 と米

国 の規格 を基 に制定 された国際規格 お よび我が国 において は,こ れ らの欧米の規格 とその基

本 的枠組みが 同一であ るEIAJ標 準を対象に調査検討す ることと し,次 の ものを対 象 と した。

①ISO9735(EDIFACT)

②ANSIXI2

③EIAJ標 準

また,実 際の作業で は シンタ ックス ・ルールその もの と,シ ンタ ックス ・ルールの理解をよ

り深 あ るために,規 定 されて いる標準 メ ッセージの中か ら取引 の基本である注文情報(Purch-

aseOrder)を 取 り上 げ調査検討を実施 した。

EDIFACTお よびANSIX12で 提供 されている標準 メ ッセー ジの翻訳作業で は,
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日本 におけるEDIが 国内取引を中心 に実施 してい ること,お よび取 引管理 システムが ジャス

トイ ンタイムと徹底 した業務合理化を指向 した部 品管理 と連動 した システムであ ることな どか

ら,こ れ らの標準 メ ッセー ジと日常実施 してい るEDIと のギ ャップ もあ り,標 準 メッセ ージ

の理解に相当の時間をかけ ることに努めた。

シンタックス ・ルール,標 準 メ ッセ ージの検討 に際 しては,あ る取引モデルを作成 し,そ の

モデルに従 って評価す ることが望 ま しいが,今 回 は シンタックス ・ルールの制定ではな く,既

存 シンタックス ・ルールの調査が主眼であ ることか ら,規 格理解 に役立 てることを重視 し,実

際に使用 されている注文書を例題 として,各 規格 によ る伝送 テキス トの事例作成を行 った。

JIS化 に当た って,JIS化 の範囲,タ イ ミング,周 辺状況の整備等 に対す る意見集約で

は,早 期JIS化 にっ いて はほぼ同意が得 られ るが,日 本では業界 レベルでのEDI標 準化の

検討,実 施が始ま った段階であ り,業 界 レベルでの意見集約 まで には今少 しの時間が必要であ

る。
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3.EDI規 格

3.1EDl規 格の構成

EDIを 実施す るためには,通 信 に関わる取決 めを始め と して,ア プ リケーシ ョン上の取 決

めな ど,様 々な取決 あが必要であ る。 これ らの取決めを まとあて,一 口に ビジネ スプロ トコル

(以下,ビ ジプ ロと略す)と 呼ぶが,図3-1の よ うに,4っ の カテゴ リーに分 けることが可

能で,こ の時の第2レ ベルを表す言葉 として,「 ビジプ ロ」を用 いることが一般化 して きてい

る。 この ことは,昭 和62年 度の報告書 「ビジネスプ ロ トコルの調査研究 」で も触れてい るが,

このよ うな限定 的な解釈 による ビジプ ロとは,メ ッセー ジ ・フ ォーマ ッ トやデ ータコー ドに関

す る取決 めにな る。 そ こで,こ こで は取決め全体をEDI規 格 と呼ぶ ことにす る。

第4レ ベル
取引基本規約
(大枠の取決め)

第3レ ベル
業務運用規約
(システム運用規約)

第2レ ベル
情 報表 現 規約

(コ ー ド,フ ォー マ ッ ト)

第1レ ベル
情報伝達規約

(通信 プロ トコル)

図3-1EDI規 格

3.1.1全 体 構 成

EDI規 格 にお ける4っ の カテ ゴ リーを階層的関係 に考え,通 信プ ロ トコル に関す る規約

がベ ースとな って,規 格全体が構成 されていると考 える。そ して,通 信部分を第1レ ベル,

情報表現 に関す る部分(狭 義の ビジプロ)を 第2レ ベル,業 務運用に関す る部分を第3レ ベ

ル,契 約 に関す る部分(オ ンライ ン取引契約)を 第4レ ベ ルとい うよ うに,レ ベル付 けを し

て表現 している。 これ らを 日常の具体的な業務あ るいは作業 と関連付けて示す と図3-2の

よ うになる。
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会社A 会社B

(
＼ノ

)

○⊥〈

第4レ ベル 取引基本規約 ・対象業務の種類
・対象業務の内容

(
)

)

○

∈

◎

基本契約書

)

第3レベル 業務運用規約

〉

・取 引,決 済方法
・他

・業務 処理 内容

'接 続 ・運用条件

・取引成立の時期

∈ (
運用マニュアル

)

第2レ ベル 情報表現規約

〉

・システ ム運用時間

・故障時のル ール

・他

メ ッセ ー ジ ・フ ォー マ ッ ト

デ ー タ コー ド表 等

∈ /

/第1レ ベル

＼

情報伝達規約

通信プロトコル

図3-2EDI規 格 の全体構成

次 に,各 レベルを もう少 し詳細 に述 べる と以下 のよ うになる。

(1)第1レ ベル(情 報伝達規約)

第1レ ベルは,情 報 ・通信 システ ムに関す る規約であ る。 この部分 は,OSIの 世界 と

も呼ばれ7つ の階層構造がISOで 規格化 されてい ることは,よ く知 られてい る。但 し,

第1レ ベルとOSIの7階 層が完全 に一致するか ど うか について は,確 認 されていない し,

む しろ,OSIの7階 層 とアプ リケー ションのイ ンターフ ェースとの集合が,第1レ ベル

に相当す るとい う見方の方 が強 い。

EDIが すべての レベルの取決 めの上で稼働する ことか ら,第1レ ベル と第2レ ベル と

のイ ンターフ ェースが,ユ ーザーの領域 で存在 してい る。 そのイ ンターフェー スで与え ら

れ る機能が,そ れぞれの レベルにお ける取決 めと関係 している ことが,そ れぞれの レベル

における取決 めを決定す る場合 に大 きな考慮点 とな る。
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現状で は,J手 順や全銀手順が使われているが,そ れ らの手順 は,こ こで示 している階

層 的な枠組み に沿 って開発 されたので はないので,第2レ ベル との関係が タイ トだ といわ

れている。具体的な悪影響 としては,J手 順 や全銀手順が使われているEDIシ ステムの

情報 ・通信 システムを,例 えばFTAMな どに,そ っくり変更 しよ うとす ると,か な りの

手直 しが必要 になるとい うことがある。理想的 に独立 していれば,手 直 し無 しで情報 ・通

信 システ ムを変更で きるはずであ る。理想的な独立の実現 は容易で はないが,今 後開発 さ

れ る規格 は,そ うい う方向に向か うことが必要であろ う。

(2)第2レ ベル(情 報表現規約)

第2レ ベル は,従 来,「 デー タコー ド,フ ォーマ ッ トの取決め」 といわれていた部分で

あるが,こ の解釈 は現在で も有効で ある。EDIの 特徴的手法の中心で もあ り,rTDC

Cコ ーデ ィング方式』が現在の技術 の出発点にな っている。TDCCコ ーデ ィング方式 と

は,文 章 に近 い記述で構成 された伝票 を,電 子データで表現す るたあに提案 され た表現手

法であ る。現在 で も使われている固定 フ ォーマ ッ トのメ ッセー ジ表現形式 に代えて,デ ー

タ項 目単位の可 変長を可能 に したフォーマ ッ トを導入 したのが,最 大の特 徴である。

現在のEDI標 準化の中心的部分で,ANSIXl2(米 国),EDIFACT(I

SO,ECE)等 は,い ずれ もTDCCコ ーデ ィング方式の発展形で あ り,か っ第2レ ベ

ルの規格 になってい る。基本的には,帳 票上のデータを電子デ ータに置 き換え る方法で あ

り,以 下 の要素で構成 され るとい うのが,既 に一般化 して いる。

① 標準 メ ッセージ

② シ ンタックス ・ルール

③ デ ータ ・エ レメ ン ト・デ ィレク トリー,デ ータコー ド表

①の標準 メ ッセー ジとは,特 定の メ ッセー ジ(例:注 文書)に 含 る ことがで きるデータ

項 目の リス トであ り,② の シンクタックス ・ルールは前述の リス トの中か ら必要な項 目だ

けを抜 き出 して,実 体 としての メ ッセージを組み立て る時のルールである。標準 メ ッセー

ジは,公 文書 の作成方法を示 したガイ ドブ ックに,そ して,シ ンクタ ックス ・ルールは文

書を書 く時の文法 に例えれば,分 か り易 い。③のデータ ・エ レメ ン ト・デ ィレク トリーは,

すべての標準 メ ッセージ(通 常,複 数 ある)で 使われ るデータ項 目の一覧表であ り,国 語

辞典 に相当す る。① と②を組合 わせ ると,伝 統的な固定 フォーマ ッ トと同 レベルの実体が

で きる。

この よ うな規格 の構成 は,業 界横断的規格 を実現す るために開発 され た手法で,EDI

の最大の特徴であ る。 この手法で規格化で きるのは,テ キス ト・レベルのメ ッセージで あ

る。

しか しなが ら,最 近のEDIで は,設 計デ ータなどのCAD/CAMデ ータをオ ンライ
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ン交換 しようとする動 きもあ り,こ の場合の コーデ ィング方式 は,ま だ研究 階段 にあ る。

このよ うなデ ータ交換 は,当 然,第 一 レベルの規格 に も大 きな影響を及 ぼす ことにな る。

(3)第3レ ベ ル(業 務運用規約)

別名 「システ ム運用規約」 ともいわれ るよ うに,EDIに よ って結合 した業務処理 シス

テムに課 せ られ る運用規約である。 この レベルに含まれ る要素は,第2レ ベルのよ うには

明確 にはな って いないが,以 下のよ うな規約が含まれ ると考え られて いる。

① システム運転に関す る規約(業 務処理 システ ム ・レベル)

② 業務運用 に関する規約(担 当者(最 終ユ ーザー)レ ベル)

上記① は,物 理的 に正 しくメ ッセー ジが転送 され るために必要な取決 めで,シ ステムの

運用時 間,メ ッセー ジの送達確認(ア プ リケー ション ・レベル),シ ステム運転状況確認

などが ある。 この中には,異 常の検出および異常発生時の システ ム ・レベ ルでの対応 も含

まれる。 また,EDIメ ッセー ジ送受 信の スケジュール(物 理的)も 含まれ る。

一方
,② は,業 務担 当者 レベルの規約であ る。第2レ ベルの規約で は,メ ッセー ジの表

現方法だけを規定 してあ り,そ のメ ッセー ジを受 け取 った時にどの よ うな対応をすべ きか

'は
,特 に決 め られていない。例えば,受 信側が注文訂正 メ ッセー ジを受 け取 った時に,ど

ういう場合には有効で どのような場合 に無効であ るか,ま た,有 効で あれば何を しなけれ

ばな らないかを規定す る。第4レ ベルで決 あ られ るEDIに よ る契約成立時点を把握す る

ための仕掛けに関す る取決 あ も,こ こに含まれ る。

第3レ ベルは,た とえ条件判断があ って も機械的 に結果が定ま る取決 めが 中心 にな る

(手続 的な取決め)。 従 って,大 規模 システ ムで は,業 務処理 システ ムに ロジックを組 み

込んで 自動化をするケースが多 い。セキ ュ リテ ィよ りは,シ ステ ムのイ ンテグ リィテ ィに

関する規約 と して把握す ることがで きる。例 えば事故対策では,あ らか じめ想定 され る障

害(注1)に ついては,第3レ ベ ルでその時の運用が規定 され る。逆 に,あ らか じめ想定

できる障害時の運用を決め るのが,第3レ ベルの取決 めであ る。

第3レ ベルと第4レ ベルの区分 は分か りに くい部分で あるが,次 の よ うに考え ると分か

りやすい。企業間で第3レ ベル,第4レ ベ ルの取決めを調整をす る時,社 内の業務処理 マ

ニ ュアルを見 なが ら,シ ステ ム担 当者や業務処理担当者 の範囲で,取 決 め内容の策定が可

能なのが,第3レ ベルである。一方,第4レ ベル は,責 任者の判 断項 目になっていた り,

社内のマニ ュアルな どには記載 されていなか った りして,担 当 レベルで は,取 決め内容 を

策定で きないよ うな取決め項 目であ る。

(注1)あ らか じめ想定される障害とは,再 現性が高 く,経 験済みで,そ の障害が起きた時に起こるシステ
ムの振る舞いと結果が,判 明 している障害である。このような障害が発生 したときの復旧処理は,

例外処理というよりは通常運用である。
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(4)第4レ ベ ル(取 引基本規約)

オ ンライ ン取引契約 とかEDI取 引契約 とい うのは,現 在 ではまだ一般化 していないが

このよ うな条項をr取 引基本規約 』に盛 り込んでい る例 も,既 にある。

EDI取 引契約(以 下で は,オ ンライ ン取引契約 とEDI取 引契約を まとめてEDI取

引契約 と表現す る)と い うのは,「 企業間の取引の具体 的な方法 と して,EDIを 用 いる」

という約束 をす ることであ る。 この契約 を して いないでEDIを 実施 した場合,EDIに

よる取 引は何 らの効力 も持たないとい う解釈 も可能か も しれ ない。現状では この よ うな認

識の基で,EDI取 引契約を結ぶ ケースはほとんどな く,法 制度的問題 にっいて は特 に意

識せず に,EDIを 実施 している例が多 い。

EDI取 引契約の問題点 は二つ ある。①EDI取 引契約 に盛 り込む内容 と,②EDI取

引契約 の法 的有効性 であ る。① については,rEDIに よ る取 引を行 う』 とい う1行 で済

ませている ものか ら,事 故発生時の損害賠償の方法 まで規定 して いる ものまで,千 差万別

であ る。② について は,た とえ2社 間でEDIの 法 的有 効性 を確認 して も,書 類 を省略

(ペーパ ー ・レス取 引)し た取引 は法的有効性がな く,契 約 その ものが無効で あるという

解釈 もある。実際に はEDIで あって も最小限の書類 の交換(証 拠書類に相 当)が 行われ

てお り,ペ ーパ ー ・レス取引 とい うよ りは,限 りな くペーパ ー ・レス処理 に近 い取引 にな

っている。現存す るEDJ取 引契約 は,従 来の帳票取 引の拡張版 と して作成 されて いる。

それで は,ペ ーパ ー ・レス取引を前提 としたEDI取 引契約が どのよ うな もの か と言え

ば,そ の ヒン トは先程の問題点の 中にあ る。

ペーパ ー ・レス取 引が将来,法 的に有効 になるとして も,電 子 データ特有 の性質 のため

に,書 類 システムの ような形は とれない と考え られ る。一 つの想定で はあ るが,EDIの

仕組みに一定の条件 を設 けて,そ れをEDIの 当事者が それぞれ契約(EDI取 引契約)

によ って確認す ることで,EDIに よ るペーパ ー ・レス取 引を法的 に有効にす る方法であ

る。一定 の条件 は,情 報 ・通信 システ ム(第1レ ベ ル),情 報表現方法(第2レ ベル),

そ して運用方法(第3レ ベル)だ けでな く,EDI当 事者 の社 内 システ ムにおけるEDI

メ ッセー ジ ・データの運用 にまで,付 け られ ることになろ う。 なぜな ら,そ こまで規定 し

ない と,電 子 データの信頼性,保 全性を保証で きないか らである。

この一定 の条件 が,第4レ ベルの取決 めの中心にな る。その内容 は,法 制度 的な ものが

中心 になる と考え られ る。例 えば,契 約成立時点,ロ グ ・デー タの取 り方 と保存方法,事

故(復 旧不可能な障害)時 における責任 の所在,損 害賠 償の必要性の判断基準 と損害賠償

方法など,か な り多 くの項 目にな りそ うであ る。

現状で は,実 用 レベルで確立 された完全な取決め内容 とい うの はな く,今 後大 いに検討

分析 され るべ き部分 であ る。 しか しなが ら,事 故時 の賠償 など,実 際に起 きてみ なければ
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分か らない項 目もあ り,経 験的に確立 されて い く部分の多い ことが予想 され る。

3.1.2EDl規 格におけるアプ リケー シ ョン ・レベル

EDI規 格の4階 層 に対応 させてISO,ECE,米 国お よび我が国の状 況を示 した もの

が表3-1で あ る。

この中の第2レ ベルが,今 回の検討の対象で ある。 これ を,こ こで はアプ リケー ション ・

レベルと呼ぶ ことにす る(ISOお よびECEで,そ うい う呼 び方 を してい る)。

表3-1EDI規 格の構造

レベル分類 ISO規 格 国連勧告 米国の規格 我が国の実態

(当事者 間の)

(第4レ ベル) 個別取決め

取引基本規約 個別契約
VANに よる一括契約

(第3レ ベル) 検討中といわ セキ ュ リテ ィ問 当事者間の取り決め

業務運用規約 れる 題と考えられて 業界VAN統 一運用

いる

ISO9735 ANSIX12.X 業 界 別 フ ォー マ ッ ト

(第2レ ベル) (EDIFACT) 国連SM ANSIX12.6 (EIAJ標 準,JC

情報表現規約 ISO7372 EDIFACT ANSIX12.3 Aの 標準他)

(国 連DED) 国連DED ANSIXI2.22 プ ラ イ ベ ー ト ・フ ォ ー

マ ッ ト

(第1レ ベル) いわゆる J手 順,全 銀手順,

情報伝達規約 OSIの7階 同 左 SNA,BSC… プ ライベー ト手順

層+α

3.2ア プ リケ ー シ ョン ・レベ ル に お け る規 格 の構 成

3.2.1伝 統 的規 格

伝 統 的規 格 は,固 定 フ ォー マ ッ トで あ り,そ の規 格 は一 般 的 に,

① フ ォー マ ッ ト(レ イ ア ウ ト)

② デ ー タ コー ド表

の2つ で 構成 され る。 フ ォーマ ッ トは,情 報 の 種類 毎 に定 め られ,フ ォー マ ッ ト毎 にデ ー タ

コ ー ド表 が定 め られ る。

す べて の フ ォー マ ッ トにつ いて 共 通 な デ ー タ コー ド表 は,特 に,共 通 デ ー タ コー ドと呼 ば

れ る。共 通 デ ー タ コー ドは,情 報 の 種 類 か ら独 立 した一 種 の抽 象 化 の結 果 と して,生 まれ た
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と考え られ る。

情報A 情 報 フ ォー マ ッ トA

情報N

情報A用 デー タコーF

共 通
デ ー タ コー ド

情 報 フ ォー マ ッ トN 情 報N用 デ ー タ コー ト

図3-3伝 統的EDI規 格 の構成

3.2.2可 変 フ ォー マ ッ ト

最 新 の 海 外 の業 界 横 断 的規 格 は,可 変 フ ォーマ ッ トで あ り,そ の 規格 は,

① 標 準 メ ッセ ー ジ

② シ ンタ ックス ・ル ール

③ デ ー タ ・エ レメ ン ト ・デ ィ レ ク トリー&デ ー タ コー ド表

の3種(数 え 方 に よ って は,4種)で 構 成 され る。

標 準 メ ッセ ー ジは,数 種 の情 報 の共 通 フ ォー マ ッ トの概 念 で,抽 象 的 に作 成 され,具 体 的

な メ ッセ ー ジ(実 体)へ の展 開 は,全 情 報 に対 して共 通 の シ ンタ ックス ・ル ー ル に基 づ いて,

行 わ れ る。

そ して,全 情 報 に対 して共 通 の デ ー タ ・エ レメ ン トが定 義 され,そ の リス トが,デ ー タ ・

エ レメ ン ト ・デ ィ レク トリー と して 規格 化 され る。 デ ー タ ・エ レメ ン トは,一 般 的 に,全 情

報 に対 して 共通 化 され る時 に抽 象 化 され,デ ー タ コー ド表 は,さ らに抽 象化 され て い る。

これ ら固 定 フ ォー マ ッ トと可 変 フ ォーマ ッ トのEDI規 格 の対 応 を 図3-5に 示 す 。

〔抽 象 化 の 具 体例:EIAJの 場 合 〕

EIAJの デ ー タ ・エ レメ ン ト ・デ ィ レク トリー に は,「 発注 者 コー ド」,「 注 文 先 」,

「見積 依 頼 者 」,「 見 積 依 頼 先 」 な どの デ ー タ ・エ レメ ン トが あ るが,こ れ らに はす べて 同

一 の標 準 企 業 コー ドが 用 い られ る。

一19一



1A報情

■

●

●

nA艮幸
生
月

1N報情

■

●

●

nN報情

標 準 メッセージA

●

●

●

●

●

/●

●

標 準 メッセージN

図3-4可 変 フ ォーマ ッ トのEDI規 格 の構 成

固定 フ ォーマ ッ ト 可 変 フ ォー マ ッ ト

・・… シ ンタ ックス ・ル ー ル

(文 法)

業 界,業 務,情 報 別

メ ッセ ー ジ ・フ ォーマ ッ ト

ー一… 標 準 メ ッ セ ー ジ

(基 本 文 型)
●

●

デ ー タ ・エ レメ ン ト ・

デ ィ レ ク ト リ ー

(デ ー タ ・エ レメ ン ト)(項 目辞 書)

デ ー タ コー ド表 共 通 デ ー タ コ ー ド表

EDI規 格 にお け る固定 フ ォー マ ッ トと可 変 フ ォー マ ッ トの対 応
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3.2.3業 界横断的EDl規 格 の成立過程

欧米 における業界横 断的EDI規 格 は,下 記 のよ うに して成立 して きた。

すなわち,多 種類の業界規格 を統合す る手 法 として,可 変 フォーマ ッ トが用い られてい る。

固定 フ ォーマ ッ トか ら,可 変 フォーマ ッ トへの展開は,図3-7の よ うに行われた と考え る

ことがで きる。

しか しなが ら,実 体 としてのr標 準 メ ッセージ』 は,非 実用的で,現 実 の取引 に用いるこ

とがで きない。そ こで,こ のメ ッセー ジを効率的 に圧縮 し,実 用的な メ ッセー ジを生成す る

ルールが,rシ ンタ ックス ・ルール』であ る。

シンタ ックス ・ルールの基礎 となる技術 は,シ ンタ ックス技法 と呼ばれ,数 種 の基本的技

法があ る。

業界 内規格

(固定 フ ォーマ ッ ト)

業界横 断的規格

(可変 フォーマ ッ ト)

図3-6業 界横断的EDI規 格の成立過程
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A業 界内標準(発 注情報)

B業 界内標準(発 注情報)

C業 界内標準(発 注情報)

D業 界内標準(発 注情報)

iE業 界内標準(発 注情報)

業界横断的標準(発 注情報)

標準 メ ッセージ(発 注情報)

(注)()内 は情報の例

図3-7業 界内標準 と業界横 断的標準の関係
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シ ンタ ッ クス ・ル ー ル の 構 成第4章





4.シ ン タ ッ ク ス ・ル ー ル の 構 成

欧米 におけ るEDIで は,業 界横断的標準を構築するために、データ ・エ レメ ン ト単位の可変

長形式の フ ォーマ ッ トを採用す るよ うにな った。 この可変長形式の フ ォーマ ッ トの規格を記述す

るために,従 来の固定 フ ォーマ ッ ト形式で用 い られていた図式記述(例:レ コー ド・レイアウ ト)

の代 わ りに導入 され たのが,シ ンタ ックス ・ルール と標準 メ ッセー ジであ る。 この シンタ ックス

・ルールの導入の結果,従 来 よ り高度 なメ ッセージ構造が使え るよ うになり,業 界横断的標準 の

構築 が容易 にな ったが,そ の基本技法の大部分 は従来の固定 フォーマ ッ トで用 い られてい る技法

を拡張 した ものである。 シンタックス ・ルール導入の最大の効果は,図 式記述で あるがために発

生 す る曖昧 さを排除 した点 にあ り,こ の ことによって,よ り高度(複 雑)な 構造が使え るよ うに

な った と言え る。

4.1基 本的 な技法

以下 に最近の シンタ ックス ・ルールに使用 されている技法を示す。

(1)デ ータの区切 り

メ ッセー ジは複数 のデー タ ・エ レメ ン トを直線的配置す ることによ って構成 され る。 この

時 メ ッセー ジ内のデー タ ・エ レメ ン トの区切 りは次の2種 類の方 法によ って識別 され る。

① イ ンプ リシッ トに示す………メ ッセージその ものには区切 りの位 置を示す情報 は無 い

(従来方式)。

② エ クスプ リシッ トに示す……メ ッセージその ものに区切 りの位置を示す情 報がある。

従来 は① の方法が用 い られたが,こ の方 法で は可変長 のデータ ・エ レメ ン トを扱 うことが

で きないため,新 しい フ ォーマ ッ トで は② の方法を用 いるケースが増加 してい る。② の具体

的な方法 として,デ リ ミッタ(区 切 り符号)を 用 いる方式 とレングス ・ダグ(デ ータ ・エ レ

メ ン トの長 さを表す)を 用 いる方式がある。例えば,ANSIXl2,ISO9735で

はデ リミッタが用い られてお り,EIAJ標 準で は レングス ・タグが用 い られて いる。

デ リミッタとは文字通 り一つのデー タ ・エ レメ ン トの終 わ りと,次 のデータ ・エ レメ ン ト

の初め との間に置かれ る区切 り符号である。さ らに,ISO9735で は区切 り符号を数種

に分け,デ ー タの区切 りの表示の他に,デ ータ ・エ レメン ト属性を表す機能 も含めてい る。

レングス ・タグは,我 が国で は可変長 レコー ドにおけ るレコー ド間識別に広 く使用 されて

お り,EIAJ標 準で はデータ ・エ レメ ン トの区切 りの識別 に も用い られている。
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デ リミッタ方式 前 のデー タ * 次のデー タ

「*:ア ス タ リス ク」 を デ リ ミッタ

に用 い た例

レングス ・タグ方式 n デ ー タ m 次 のデータ

]L

(●

n(数 値)が デ ータ長 を表す

図4-1デ ー タの区切 り方式

(2)デ ータ ・タグ

ーっのメ ッセージに含 まれ る複数のデー タはそれぞれ特有 の意 味を有 してい る
。従来の固

定 フォーマ ッ トの メ ッセージで は,固 定 して配置 されてい るデータの配列順序を予 めコ ンピ

ュータに記憶させてお き,こ の記憶 と送信 され たきた メ ッセー ジにおけるデータ配列が一致

しているとい う前提で処理を行 う。

この方式では,デ ー タの配列が何 らかの原 因で乱れて もそれを検 出す る方法 は無 いので,

送信側で は省略可能なデータについて も,ダ ミー ・データを送信 す る必要があ る。 もしメ ッ

セージその ものにデー タの持つ特有の意味が表示 されていれば,デ ー タの配列が乱れていて

もその表示を手掛か りに処理を行 うことがで きる。 この表示の ことをデー タ ・タグといい,

新 しい シンタ ックス ・ルールで積極的 に採用 されて いる。

① デー タ ・エ レメ ン トとデ ータ ・セグメン ト

ーっ一つのデータをデータ ・エ レメ ン トと呼び
,デ ータ ・エ レメン ト・エ リアとデータ

・タグを組み合わせた もの をデータ ・セ グメン ト呼んでい る。デー タ ・エ レメ ン ト・エ リ

アは一般的に複数のデータ ・エ レメ ン トで構成 され る。例えばISO9735,ANSI

X12は 複数の デー タ ・エ レメ ン トで構成 され,EIAJ標 準は一 つのデータ ・エ レメ ン

トで構成 される。
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デ ー タ

・タ グ

デ ー タ ・エ レ メ ン ト ・エ リア

デ ー タ ・セ グメ ン ト

図4-2デ ー タ ・セ グ メ ン ト

② デー タ ・エ レメン ト・エ リア内のデータ ・エ レメン トの区切 り

デー タ ・エ レメン ト・エ リア内が複数のデータ ・エ レメ ン トで構成 され る場合,そ れぞ

れのデー タ ・エ レメ ン トは何 らかの方法で区切 られ る。ISO9735お よびANSI

X12で はデータ ・エ レメン ト用のデ リミッタとデー タ ・セグメ ン トのデ リミッタとを使

い分け る。 この使 い分 けによってデー タ ・セ グメン トの境界 を検 出 し,デ ータ ・タグ(A

NSIXl2で はセグメン トIDと 呼ぶ)検 出す るためで ある。

一方
,EIAJ標 準で は,デ ータ ・エ レメ ン ト・エ リアは単一 のデータ ・エ レメ ン トで

構成 され るため,こ のよ うな使 い分 けは無 い。

(3)修 飾子技法

あ る事柄 を表すのに,本 来の事柄 とさ らに詳細 に分類 した修飾子 とを組合わせて表現す る。

078-652-0000:TE

番号

一 一]一 一

図4-3修 飾子の例

(4)数 値項 目の表現技法

メ ッセー ジ中に符号(+,一)や 小数点を記述す る方法 と,デ ータ ・エ レメ ン トの定義 に

正,負,小 数点位置を定 めてお き,メ ッセージ中には記述 しない方法 とがある。

(5)制 御記号 コー ドとデ ータ ・コー ドとの重複排 除の技法

制御記号 コー ドと して文字 コー ドを使用す る際に,使 用 す る文字 コー ドがデフ ォル トと し

て定 まっている場合,デ ー タの交換に先立 って宣言す る場 合,交 換 当事者の合意 によ り固定
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的 に定めてお く場合,シ ステ ムと して固定的に定 め られてい る場合等がある。

(6)使 用文字(文 字 コー ド)

一般的 には英大文字
,数 字,記 号が使用可能で,さ らに英小文字,カ ナ,漢 字,か な,特

殊記号の使用 を可能 に している場 合 もある。

4.2デ ー タ ・エ レメ ン トとの関 係

(1)デ ー タ ・エ レメ ン トの 中で の 最 大 デ ー タ長

各 デ ー タ ・エ レメ ン トの最 大 デ ー タ長 は デ ー タ ・エ レメ ン ト ・デ ィ レ ク トリーで 定 義 され

シ ンタ ッ クス ・ル ー ル と して は制 限 は無 い のが 普通 で あ る。 しか しなが ら実 際 は,最 大 デ ー

タ長 が有 限で な けれ ば,シ ス テ ムを 構成 で き ない の で,シ ンタ ック ス ・ルー ル で統 一 的 に最

大 デー タ長 を 制 限す べ きで あ る。EIAJ標 準 で は,デ ー タ ・エ レメ ン トの 最 大 デ ー タ長 は,

255byteに 制 限 され て い る。 従 って,デ ー タ ・エ レメ ン ト ・デ ィ レク トリーで は,こ

の値 以下 の範 囲 で,各 デ ー タ ・エ レメ ン トの最 大 長 を 定義 す る。

(2)全 デ ー タ ・エ レメ ン ト数

デ ー タ ・エ レメ ン トの数 は,デ ー タ ・エ レメ ン ト ・デ ィ レ ク トリーで定 義 され,シ ンタ ッ

クス ・ル ー ル と して は制 限 は無 いの が 普 通 で あ る。ANSIX12とEDIFACTで は,

デ ー タ ・タ グ(セ グメ ン ト・タ グ)自 体 を可 変 長 に し,セ グメ ン トの 種 類 を無 限 に増 やす こ

とが可 能 に な って い る。 一 方,EIAJ標 準 で は,デ ー タ ・タグ は固 定 長で あ り,デ ー タ ・

エ レメ ン トの種 類 は,最 大65,000個 に制 限 され て い る。 しか し,実 用 的 な範 囲 で は,こ

の値 は無 限大 と考 え て よ いだ ろ う。

(3)未 定 義 デ ー タ ・エ レメ ン トへ の対 応

メ ッセ ー ジ中 に未 定義 デ ー タ ・エ レメ ン トが記 述 され た場 合,EIAJ標 準 で はエ ラー デ

ー タ と して 自動 的 に検 出 され る
。 これ は,す べ て の デ ー タ ・エ レメ ン トに タ グが 付 加 され て

お り,未 定義 デ ー タ ・エ レメ ン トは未 定 義 タ グ と して 検 出で きるか らで あ る。

ANSIX12とEDIFACTで は,こ れ は セ グ メ ン ト ・レベ ルで行 わ れ,未 定義 デ

ー タ ・セ グ メ ン トの 検 出が 可 能 で あ る。 定 義 済 み セ グメ ン ト内 の未 定 義 デー タ ・エ レメ ン ト

は,一 般 的 に検 出で きな い。

4.3標 準 メ ッセ ー ジとの 関係

(1)最 大 デ ー タ ・エ レメ ン ト数

各 デ ー タ ・セ グメ ン ト中 のデ ー タ ・エ レメ ン トの並 び は セ グ メ ン ト ・デ ィ レク トリー に定

義 され,こ れ に よ って 最 大 デ ー タ ・エ レメ ン ト数 が 決 ま る。 シ ンタ ックス ・ル ール と して は

制 限 は無 い。
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(2)最 大 メ ッセー ジ長

メ ッセー ジ中のデー タ ・セ グメ ン トの並 びは,標 準 メ ッセージに定義 され,各 セ グメン ト

中のデ ータ ・エ レメン トの最大長 との関連で最大 メッセージ長が決 まる。 シンタ ックス ・ル

ール と しては制限は無 いのが普通で ある。 しか しなが ら,一 般 的に最大 メ ッセージ長は,情

報 ・通信 システムのハ ー ド/ソ フ トによる制限を受 ける。例えば,現 在我が国で実用 的な最

大長 は,お よそ64Kbyteで あ る。 この値 は,実 用的 な意味で は無限大であ るが,パ ソ

コ ンな どを考慮す ると,ソ フ ト/ハ ー ドによる制限値 は もっとず っと小 さ くなり,一 般的 に

は数Kbyteで あ る。ANSIX12やEDIFACTの 中には この値を超え る標準 メ

ッセージが定義 されて お り,問 題が発生する可能性があ る。

従 って,本 来 は最大 メ ッセー ジ長を制限すべ きであ り,ま た,

最大メ・セージ長〉{鱒=多:㌶:1餐

の関係 を満 たす必要が あ る。

(3)標 準 メ ッセージが要求す る構造

① メ ッセージの階層化

メ ッセー ジはデー タ交換のための制御情報に関す るもの,交 換 データその ものに関す る

ものに分割 して考え られ る。'このために,メ ッセージに階層構造が取 り入 られ る。一般的

には,メ ッセー ジを ヘ ッダー,本 体,ト レー ラーに分 割 し,制 御情報 は,ヘ ッダーと トレ

ーラーに設定 され る
。

また,必 要に応 じて,ヘ ッダー,ト レーラーを複数 個設 ける こと もあ る。ヘ ッダーと ト

レーラーは,通 常,一 対 に して用い られ る。

② デー タ ・エ レメ ン トの構造化(構 造体)

単一 データ ・エ レメ ン トの他 に複合 データ ・エ レメン トが考え られてお り,構 造化デ ー

タの表現を可能 に している。 これ は,ア プ リケーシ ョン ・システム上のニ ーズによる もの

であ り,デ ータ ・エ レメ ン ト間の関係 を示すために用 い られ るが,シ ンタックス ・ルール

上 は,単 に一つの部分集合を示 しているにす ぎない。EDTFACTに,こ のルールが組

み込 まれてい る。

③ 同一 データ ・エ レメ ン トの繰 り返 し

データ ・エ レメ ン トの繰 り返 しが可能であ り,繰 り返 しの表示方法 と しては明示 的に示す

方法 と,暗 示的に表示す る方法 とがある。繰 り返 しを明示的 に示すために,特 別な タグを用

いる方法 と,繰 り返 しの前後に制御子を挿入 する方法 の2種 があ る。暗示的な繰 り返 しの場

合 には,こ れ らの特別 タグや制御子 は用いないで,単 純 に同一のデ ータ ・エ レメ ン ト(デ ー

タ ・セ グメン ト)を 繰 り返 す。
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～
繰 り返 し
ヘ ッダー

繰 り 返 し

トレー ラ ー ～
← 一 同一 デ ー タ ・エ レメ ン ト→

の繰 り返 し

図4-4繰 り返 し制御子 によ る繰 り返 し例

④ 構造体の繰 り返 し

データ ・エ レメ ン トの繰 り返 しと同 じように,構 造体 について も繰 り返 しを明示的あ るい

は暗示的に表示する方法があ る。 これ は,多 品1葉 の伝票 に対応 するメ ッセー ジで用 い られ

る。

4.4デ ータ交換 との関係

デ ータ交換方式 と しては以下の(1)～(3)が考え られてい るが,シ ンタ ックス ・ル ール としての

制限 は無 く,ど れ を選択 して もよい。 しか しなが ら,EDIFACTな どは,も と もとフ ァイ

ル転送用に設計されてい るので,リ アルタイム応答 トラ ンザ クシ ョン処理 には不向 きであ る。

また前述 したように,最 大 メッセー ジ長 は,こ の データ交換方式(情 報 ・通信 システ ム)に よ

って制限を受 ける。

(1)複 数 メ ッセー ジ一括転送(フ ァイル転送)

同一宛先の複数メ ッセ ージを ファイルと し,1転 送単位 と して転送す る。

(通信 プロ トコル として通常,フ ァイル転送用 プ ロ トコルを使用す る。)

(2)単 一 メ ッセージ転送

単一 メ ッセージを1転 送単位 と して転送す る。(通 信 プロ トコル と して通常,電 子 メール

用プ ロ トコルを使用する。)

(3)リ アルタイム応答 トランザ ク ション処理

メ ッセージのデータ交換 とその応答を リアル タイ ムに行 う。(通 信プ ロ トコル と して通常,

トラ ンザ クシ ョン処理用 プ ロ トコル を使用する。)

(4)デ ータ交換の検証

メ ッセージのヘ ッダーと トレーラーに交換 コン トロール番号, 、転送 メ ッセー ジ数,セ グメ

ン ト数等を入れる ことによ り,デ ー タ交換の正常性の検証を行 う。

4.5ネ ッ トワー ク ・ル ー テ ィング制 御 との関 係

こ こで の 考慮 点 は,ア プ リケ ー シ ョ ン上 の宛 先 と情 報 ・通 信 システ ム上 の宛 先 を,シ ン タ ッ
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クス ・ルールの範囲で,ど のよ うな関係付 けを行 うかである。現状での シンタ ックス ・ルール

で は,そ の関係付 けを明示 した ものはない。 なお,メ ッセー ジ群の構成方法 として,以 下の2

種があ る。

① 単一宛先 メ ッセー ジ一括投入方式

情報通信 ネ ッ トワー ク経 由でデータ転送若行 う場合 に,メ ッセージの一括投入単位を同一

の宛先の もの に限 る方式で ある。

② 複数宛先 メ ッセージ一括投入方式

情報通信 ネ ッ トワーク経 由で データ転送を行 う場 合に,メ ッセー ジの一括投入単位 として

複数宛先の メッセー ジ群を許 す方式である。情報 ・通信 ネ ッ トワー クが メ ッセ ージの宛先 の

情報 により回線接続 を行 って,デ ータ転送 を行 う。
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5.既 存 の 規 格

本章で は,今 年度 の検討で分析を行 った既存の シンタ ックス ・ルールの概要を示す。今年度の

検討対象 は,

①EIAJ標 準における シンタ ックス ・ルール(EIAJ標 準 と略す)

②ISO9735(EDIFACT:UN-EDIFACTに おける シンタ ックス ・ルール)

③ANSIX12.6(ANSIXI2に おけるシンタ ックス ・ルール,ANSIX12と 略す)

の3種 であ り,各 規格 の詳細(英 文の規格 は仮訳)は,巻 末 の付属資料に示す。 また,EDIF

ACTお よびANSIXl2関 連資料 として,「 資料 ビジネス ・プ ロ トコル関連資料,平 成2

年3月 財団法人 日本情報処理開発協会 産業情報化推進 セ ンター」があるので,参 照 され た

い。以下で は,規 格が開発 され た背景 と普及状況,EDI規 格(シ ンタ ックス ・ル ールを含む)

全体の構成,シ ンタックス ・ル ールの基本構成 そ して構成要素 の概要をおおまか にま とめてあ

る。

3種 の規格の中で最 も歴史が あ り,か つ普及が進んでい るのは,ANSIX12で あ る。I

SO9735とEIAJ標 準 は,ほ ぼ同時期 に開発 され,ISO9735で は周辺規格 の開発が

遅れているため,普 及 は これか らであ る。一方,EIAJ標 準 は,現 段階では電子機器業界 の業

界標準 であ り,国 内標準 にす るにはブラ ッシュア ップが必 要で ある。いずれの規格 も,デ ー タ ・

エ レメン ト単位の可変長 の規格であ るが,ANSIX12とISO9735は ほぼ類似の シン

タ ックス技法が使われてお り,EIAJ標 準 はデー タの区切 り技法,タ グ技 法の面で,前2者 と

異な っている。 さ らに,ANSIX12とISO9735は 英文での取引を前提 と し,EIS

J標 準 は和文(英 文を含 む)で の取引を前提 としている。 コンピュータ ・システムの面か ら見 る

と,ANSIX12とISO9735は,不 定長 フ ァイルを前提 と し,EIAJ標 準 は可変長

フ ァイルそ して全銀手順 の発展形を前提 としている。

このよ うな違 いは,そ れ ぞれの規格が 開発 された時の情報処理技術の状 況,文 化,伝 統な どの

国情が反映 した結果,生 じた もの と考え ることがで きる。例えば,EIAJ標 準が和文を前提 に

している こと(具 体的には漢字/カ ナの使用)は,ま さに国情の反映 と言 える。 しか しなが ら,

共通要素 も数多 くあ る。 いずれ も情報表現 に関する規格を,標 準 メ ッセ ージ,シ ンタ ックス ・ル

ール
,デ ータ ・エ レメン ト・ディ レク トリー(デ ータ ・セ グメ ン ト・デ ィ レク トリー)で 構成す

ること,そ して業界横断 的規格(可 変長採用の理 由)で あ ることなどであ る。

現在,ANSIX12は 米国で国内統一規格 として積極的な普及活動が続 け られてお り,I

SO9735はUN-ECEに より,ヨ ーロ ッパお よび国際貿易への導入が呼 びかけ られている。

一方
,EIAJ標 準 は,我 が国の電子機器業界で積極的な普及活動が行 われてお り,周 辺 関係業
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界への採用の呼びかけ も行われて いる。

なお,実 際にはこの3っ の規格以外に も,多 数の業界標準が存在 し,実 業務 に使 われて いる。

しか しなが ら,そ れ らはいずれ も固定長方式の業界標準で,業 界横断的標準への発展 の可能性 に

乏 しいため,今 年度 の検討対象 として は,取 り上 げ られていない。

5.1既 存規格の概略

5.1.1EIAJ標 準

(1)開 発経緯

㈲ 日本電子機械工業会(以 下rEIAJ」 とい う)内 に設 置されている資材委員会およ

び部品運営委員会では,昭 和61年 初 めか ら,そ れぞれ業界 レベルにおけ る情報化の問題

点について調査研究を始 めたが,昭 和61年10月20日 に資材委員会に対 して提 出され

た 「企業内のオ ンラインデータ交換 」に関す る検討事項 に基づ き,昭 和61年11月21

日,昭 和62年3月6日 の2回 にわた り,両 委員会代表による合同検討会が開かれ た。

その結果,「 企業間のオ ンライ ンデー タ交換」に関わ る問題点を業界 レベルで解決すべ

きであ るとの結論 に達 し,検 討委員会の新 たな設置が提案 され た。

その後,前 述の検討結果に基づ き,昭 和62年4月16日 の理事会で,「 オ ンライ ン化

取 引対応委員会」の設置が承認 され,以 下の 目標 に従 って,活 動を開始 した。

① 企業間のオ ンライ ン ・デー タ交換を効率 的に実施す るため,当 工業会加入各社が導入

可能でかつ業界全体 の事務処理効率化が可能 な標準化を図 る。

② 「発注か ら代金回収 まで」の一連の広範な受発注業務の業界 レベルの標準化 を図 る。

③ 業界標準 の作成過程で は,発 注者,受 注者 ともに相互主義の立場 に立 ち,現 実的 な レ

ベルで意見統一を行い,合 意の形成 を図 る。

昭和63年3月 には,第1次 情 報化標準を とりまとめるに至 り,同 年4月 の理事会 に答

申す ることにな った。

昭和63年 度の課題 は,前 年度 に作成 したrEIAJ取 引情報化対応標準1」 を実用化

に向けて検証 し,標 準の有効性を確認す ることであ った。

昭和63年9月 か ら8社 によるデータ交換 の トライ アルを実施 し,下 記の通 り本標準 が

電子工業界の資材 ・部品の受発注業務に十分利用で き,所 期 の効果を確認す る ことがで き

た。

① 標準 として定 めた ビジネスプ ロ トコルは満足で きる水準であった。

② 用意 した可変長/固 定長交換 プ ログラム,圧 縮 したデータの伝送な ど技術 的側面 もク

リアで きた。

③ 運用面では稼働 日や時間帯の調 整などの運用体制は事前 に打 合わせ ることによ り順調
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に整え られる ことが分か った。

④ システ ム開発 に要 する工数 は,標 準がない場合 と比較 して大幅に削減で きる見通 しを

得 た。また,多 端末現象 を回避 す ることがで きた。

⑤ 受発注業務 の省 力化 や質の向上が期待で きる。

(2)全 体構成

EDIに 必要な ドキ ュメン トが標準1Aと して規格化 されている。それ らは 「データ交

換規約」,「 運用諸規則」および 「バー コー ド・ラベル ・システム標準」の3っ の ドキュ

メ ン トか らなる。

① デー タ交換規約

取引に関す る情報(業 務単位 と情報),シ ンタ ックス ・ル ール(構 文規 則),デ ータ

項 目,標 準 メ ッセー ジ,標 準データコー ド,伝 送方式 などを規定 してい る。

・ 取引に関す る情報

業務単位 とその業務で扱われる情報の種類(例 えば,注 文業務で は内示注文,確 定注

文,変 更注文,注 文取消,注 文打切 り,注 文請 けな どの情報)お よびオ ンライ ンでデー

タ交換をす るたあに必要 なオ ンライ ン取 引 システム情報 の種類を定義 して いる。

・ データ項 目定義

データ項 目について項 目No.,項 目名,内 容,属 性,桁 数 などを定義 して いる。

・ メッセ ージ ・フォーマ ッ ト

各業務の標準 メ ッセー ジおよびオ ンライ ン取 引 システ ム情報 についてデー タ項 目の構

成を定義 し,フ ォーマ ッ トを規定 している。

・ 構文規則

構文規則 とは,送 信者か ら受信者に送信す るアプ リケーシ ョン ・レベルの電文構成 を

規定する もので ある。

② 運用諸規則

オ ンライ ン取 引およびVAN接 続時の運用 ルールにつ いて規定 して いる。

③ バ ーコー ド・ラベル ・システム標準

バ ーコー ド・ラベルの国際標準化を計 るために新たにA,B,Cの3様 式を定めてい

る。

(3)基 本構造

1伝 送単位は,1つ または複数のフ ァイルで構成 され,1っ のフ ァイルは,1っ または

複 数のメ ッセー ジ ・グループで構成され,メ ッセー ジ ・グループ内の各 レコー ドは,受 信

者 コー ドおよび情報の種類が 同一でなければな らない。図5-1に 可変 長 レコー ドの交換

の階層構造を示す。
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伝送 単位 1ファイル単 位 1ファイル単 位 1フ ァイル単 位

1回 の伝送単位 は,1っ 以

上 の ファイル単位 を含む

ファイル単 位 メッセージ●グループ メッセージ●グループ メッセージ●グループ

メッセージ・グループ

"、 、'、
'

メッセージ・グループ ・

ヘッダー ・レ]一 ド

トランザクション

・ レコード
■ ● ■

メッセージ・グループ・

トレーテ ・レコード

'一'・ 、'、

1っ の ファイル単位 は1っ

以上の メ ッセージグループ

を含む

⇒(4)の② に示す

トランザクション%

レコード

レコード●ヘッダー データ・セグメント ◆ ● ●
レコー ド●}レ ーラー ⇒(4)の③ に示す

データ・セグメント 項 目No. レングス デ ー タ →(4)の④ に示す

図5-1可 変 長 レコー ドの交換 の階層構造

(4)構 成 要 素 の概 要

① 使 用 文 字 コー ド

使 用 文 字 コー ドは,JISXO201の 中 か ら32個 の機能 キ ャラ クタを 除 い た もの

を標 準 と し,漢 字 に つ いて は,当 面 使 用 しな い。

② メ ッセ ー ジ ・グル ー プ

メ ッセ ー ジ ・グル ー プ は,メ ッセ ー ジ ・グル ープ ・ヘ ッダ ー ・レコー ド,1つ 又 は複

数 の トラ ンザ ク シ ョン ・レコー ド,メ ッセ ー ジ ・グル ー プ ・トレー ラー ・レコ ー ドで構

成 され る。

一 メ ッセ ー ジ ・グル ー プ ・ヘ ッダ ー ・レコー ド又 は メ ッセ ー ジ ・グル ープ ・ トレー ラー

・レコー ドは ,1バ イ トの レ コー ド・ヘ ッダ ー(レ コー ド区分)と デ ー タ部 か ら構成

され,全 体 が250バ イ トの固 定 長 レ コー ドで あ る。

③ トラ ンザ ク シ ョン ・レコー ド

トラ ンザ ク シ ョン ・レコー ドは,レ コー ド ・ヘ ッダ ー,セ グメ ン ト・エ リア,レ コー

ド ・ トレー ラ ーで 構 成 され,可 変 長 又 は固 定 長 で あ る。 可 変長 の レ コー ドにつ い て説 明

す る。

一 レコー ド ・ヘ ッダ ー は
,レ コー ド区分,シ ー ケ ンスNo.,レ コー ド長 の8バ イ トで 構 成

され る。 シー ケ ンスNo.は,1メ ッセ ー ジ ・グル ープ 内の トラ ンザ ク シ ョ ン ・レコー ド

の 一 連 番号 を 表 す。 レ コー ド長 は,デ ー タ ・レコー ド内の レコー ド区分 か ら レコー ド
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・ トレー ラー ま で の長 さを表 す 。

一 セ グ メ ン ト ・エ リア は
,セ グ メ ン ト制 御 子 とデ ー タ ・セ グメ ン トで 構 成 され る。 セ グ

メ ン ト制御 子 は,1バ イ トのバ イ ナ リー数 値 の 制御 情 報 デ ー タで あ り,セ グメ ン トの

反 復 の 開始,改 行,終 了 を表 す 。

一 レ コー ド ・ トレー ラー は
,セ グ メ ン ト・エ リアの 直後 に 置 か な けれ ば な らな く,セ グ

メ ン ト・エ リア の終 わ りを示 す と と もに,レ コー ドの終 わ りを表 す 。

④ デ ー タ ・セ グ メ ン ト

デ ー タ ・セ グ メ ン トは,1バ イ トの項 目No.タ グ,1バ イ トの レ ン グス タ グ お よ び1つ

の デ ー タで構 成 され る。

一 項 目No .タ グは,デ ー タの種 類 を 表 し,1バ イ トの バ イ ナ リー数 値 で001～239の

値 が 許 され る。

一 レ ング ス タ グは
,デ ー タの実 長(タ グ部 分 は含 まず)を1バ イ トのバ イ ナ リー数 値 で

表 し,1～255の 値 が許 され る(65,000ま で の拡 張 法 が オ プ シ ョンと して あ る)。

⑤ セ グ メ ン トの反 復(マ ル チ明 細)

セ グ メ ン トの 反復 は,セ グメ ン ト制 御 子(マ ル チ 明細 ヘ ッダ ー,改 行 マ ー ク,マ ル チ

明 細 トレー ラー)を 用 い る こ とで,二 次 元 表 型 式 の イ メ ー ジの デ ー タを 編 集 で き る。 セ

グメ ン トの反 復 は,デ ー タ ・レコー ドの セ グ メ ン ト ・エ リア 内で のみ 有 効 で あ る。

一 反 復 単 位 は
,1つ 又 は複 数 のデ ー タ ・セ グ メ ン トで構成 され る。

マ ル チ明細 は,図5-2の よ うな構 造 を な して い る。

位単複反

ヘ

ッ
ダ

ー

マ
ル
チ

明

細

● ● ●

改

行

マ
ー

ク

反復単位

ト

レ

ー

ラ

ー

マ

ル

チ

明

細

図5-2マ ル チ明細

一1つ のマルチ明細 に含まれ る全ての反復単位の構造 は
,同 一で なければ な らない。長

さは,同 一で な くともよい。又,反 復単位の中のデータ ・セ グメ ン トの順番 は同一 で

な ければな らないが,順 番が把握で き,か つ受信側で省 略時解釈でデ ータを復元で き

る場合 は,任 意 のデータ ・セグメ ン トを省略で きる。

一 特定数の反復単位 を予定 した場合で あって も
,実 データが予定 した数に満たない場合

にのみ実 データの最後にマルチ明細 トレーラーを置 くことで改行 マークを含めて省 略
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で きる。

一 反復単位が1っ の場合は
,マ ル チ明細ヘ ッダーとマルチ明細 トレーラーを省略す るこ

とはで きない。

一次で記す条件以外の時は
,必 要 に応 じてマルチ明細全体を省略する ことがで きる。

-1っ のデータ ・レコー ド内(デ ータ ・セ グメン ト部)に 複数のマルチ明細を含め るこ

とがで きる。但 し,メ ッセー ジ ・フ ォーマ ッ トー覧表で規定 され るマルチ明細の順番

を必ず守 る必要がある。また,前 半の マルチ明細全体を省略す る時は,マ ルチ明細ヘ

ッダーとマルチ明細 トレーラーだ けは,残 さなければな らな い。

(5)参 考

① 推進体制

EIAJはEDI推 進セ ンターを設置 してい る。EDI推 進 セ ンター はEIAJ標 準

の維持,管 理,統 一企業 コー ドの発 番 と管理を行 うなどの役割 を果た してい る。EDI

推進 セ ンターの組織 は図5-3,図5-4の 通 りである。

EAJ

図5-3EIAJとEDI推 進 セ ン ターの 関連

E
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脆
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際
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書

レ
ス
化
陥

企画会議

図5-4EDI推 進 セ ンターの組織図
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② 標 準 メ ッセージ

表5-1に 標準 メ ッセー ジの一覧を示す。

③ 標 準データ コー ド

情 報の種類を表す情報区分 コー ド,共 通項 目の うちコー ド化 され た共通 コー ド,統 一

企 業 コー ド,レ コー ド区分 コー ド,メ ッセージ ・コン トロール ・コー ド,フ ォーマ ッ ト

IDコ ー ド,エ ラーコー ドなどの標準データコー ドが規定 され ている。

④ 通 信プ ロ トコル

オ ンライ ンによ る伝送 の通信制御方式 は,全 銀協手順を標準 として いる。

⑤ 運 用諸規則

オ ンライ ン取引時の運用 ルール と して伝送授受の確認方法,統 一企業 コー ドの管理 と

設定,費 用負担の考え方,契 約書 について規定 して いる。又,VAN接 続 時の運用ルー

ル と してVANの 運用 スケ ジュール,デ ータの保存 日数,デ ー タ送達の責任分界,デ ー

タ授 受の確認方法,接 続形態,セ キ ュ リテ ィなどについて規定 している。

、
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表5-1標 準 メ ッセ ー ジ一 覧

業 務 単 位 情 報 の 種 類

開 発 状 況

リ リ ー ス 済 み 1990.4リ リース予 定 検 討 中

仕様書/承 認図 仕 様 書(情 報) ○

承 認 図(情 報) ○

計 画 所 要 計 画 情 報 ○

コ ック引当計画情報 ○

予 約 注 文 情 報 ○

見 積 見 積 依 頼 情 報 ○

見 積 回 答 情 報 ○

支 給 支 給 予 定 情 報 ○

支 給 実 績 情 報 ○

注 文 内 示 注 文 情 報 ○

o

確 定 法 文 情 報 ○

変 更 注 文 情 報 ○

注 文 取 消 情 報 ○

注 文 打 切 り情 報 ○

注 文 請 け 情 報 ○

契約状況確認 注文残高確認情報 ○

単 価 確 認 情 報 ○

納 入 納 期 確 認 情 報 ○

納 期 回 答 情 報 ○

納 入 指 示 情 報 ○

出 荷 情 報 ○
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業務単 位 情 報 の 種 類

開 発 状 況

リ リ ー ス 済 み 1990.4リ リース予 定 検 討 中

納 入 入 荷 情 報 ○

検 査 検 査 情 報 ○

検 収 検 収 情 報 ○

返 品 返 品 情 報 ○

支 払 買 掛 明 細 情 報 ○

売 掛 明 細 情 報 ○

照 合 確 認 情 報 ○

請 求 情 報 ○

相殺内容通知情報 ○

支 払 情 報 ○

銀行振込指示情報 〇
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5.1.21SO9735

(1)EDIFACT開 発の経緯/現 状

1980年 代 に入 ると,欧 米を 中心に,特 に,ア メ リカにおいて,電 子的手段 による取

引情報の伝達,す なわ ち,EDI(ELECTRONICDATAINTERCHANGE:電 子デー タ交換)が

本格的 に実用化 され始 めた。

内部の業務 の合理化 を一義的な 目的 と して,各 種 コンピュータ システムは開発 され るが,

やがて相手先 との業務 の合理化に 目が 向き,通 信手段を介 したネ ッ トワー クシステム構築

の可能性を追求 することになる。

EDIと は,単 にコ ンピュータ ・ネ ッ トワーク化 によるペーパ ー ・レス取 引だけを意味

す るので はな く,メ ッセー ジ,デ ータ ・エ レメ ン ト,コ ー ド,デ ータ交換ルール,帳 票,

等の 「ビジネ スプ ロ トコル」を標準化 した上で コ ンピュータ ・ネ ッ トワークを形成す るこ

とと定義 されてい る。限 られた相手 とのデータ交換の場合 は,ど ちらか一方の手順に合わ

せることもあ り得よ うが,不 特定多数の相手 と行お うとす る場合 は,「 標準的な約束事」

を設定 してお くことが必要不可欠 になる。米 国においては,通 信回線利用 に関する 「規制

緩和 」(DEREGULATION)が 進んでいたため,早 期 に国内取 引の ネ ッ トワー ク ・システム構

築が促進 された。

また,国 境を隣接す る欧州 においては,国 内取 引のす ぐ延長線上 に国際間の取引が ある

ため,両 方の取引に利用で きるよ うに貿易手続を合理化,簡 易化す ることを 目的 と して,

データ交換 に関する研究に取 り組んだ。 その概念はTDI(TRADEDATAINTERCHANGE:貿

易デー タ交換)と い う言葉 で定義 された。

米国におけるEDI,欧 州におけるTDIは,お のおの,前 述のよ うな 「ビジネスプ ロ

トコル」が開発 されなが ら,実 用 に供 された り,実 用化 のための実験が行われた りした。

米国の場合は,当 初,自 動車業界,卸 売業界等,業 界別に行われ,や がて,米 国規格協会

(ANSI)ASC(信 任標準化委員会)-Xl2が 設立 されて さ らに推進 されて きた。

又,欧 州の場合 は,国 連/欧 州経済委員会(ECE)に 設 け られてい る貿易手続簡易化

作業部会(WP.4)を 中心 に展 開された。

しか しなが ら,国 内(同 一経済圏内)取 引 に適用 され る場合 は問題ないが,欧 米間で貿

易取 引を行 う場合,双 方が別 々の 「ビジネ スプ ロ トコル」を使用 して いることは大いに問

題があ った。

ところが,1986年(昭 和61年)3月 のECE/WP.4に おいて,デ ー タ ・エ レ

メ ン ト,シ ンタ ックス ・ルール(構 文化規 則)等 の面で,両 者に相当,共 通す る事項のあ

ることが検証 されたので,同 年9月 の会議 で両 ルールを統合 し,国 際標準化機構(ISO)

の国際規格 の承認を得た上で,国 連 の勧告の一 つに加え るとの方針が合意 され ることとな
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った。 この作 業 を推 進 す るた め に,欧 州 お よ び 米国 の専 門家 か ら成 る合 同作 業 グル ー プ

(UNJEDIグ ル ー プ)が 特 に設 け られ た 。

1987年(昭 和62年)3月 にECE/WP.4に お いて,UNJEDIグ ル ー プ

よ り作業 成 果 が 報 告 され,`EDIFACT(ELECTRONICDATAINTERCHANGEFORADMINIS-

TRATION,COMMERCEANDTRANSPORT:行 政,商 業 お よ び運 輸 の た めの 電 子 デ ー タ交 換)の 名

称 の 下 に,具 体 的 な ア プ リケ ー シ ョ ン ・レベ ルの 国 際標 準 「ビ ジネ ス プ ロ トコル 」体 系が

承 認 され た 。

EDIFACTの 基 幹 を 成す ア プ リケ ー シ ョン ・レベ ル の シ ンタ ッ クス ・ル ー ル は,直

ちにISOへ 送 付 され,国 際規 格 案(DIS:DraftInternationalStandard)9735

と して フ ァイル され,ISO各 メ ンバ ー機 関 の 審議 ・投 票 に付 され る こ と とな った。

1987年(昭 和62年)8月,ISOの 専 門委 員会(TC154)に お いて,Pメ ン

バ ー(投 票 権 を付 与 され た メ ンバ ー 国 一13カ 国)に よ る投 票 の 結 果,反 対 な しの 満場 一

致 で 採 択 され た。

1988年(昭 和63年)7月 にISO9735EDIFACTSyntaxRulesと して 登録 さ

れ,電 子 デ ー タ交 換 の た め の国 際 規 格 と して公 表 され るに 至 った。

しか しな が ら,EDIFACTを 実 用 に供 す るた め に は,従 来,国 連ECEが 開発,保

守 を行 って きたUNTDED(国 連 貿 易 デ ー タ ・エ レメ ン ト集 一 この主 要 な部分 がISO

7372と して 登録 済 み)やUNTDID(国 連 貿 易 デ ー タ交 換 指針 書)に っ い て,ED

IFACTに 関 係 す る部 分 を 中心 に整 備,拡 充 して いか な けれ ば な らな い ので,WP.4

を 軸 と しで 鋭 意,そ の作 業 が続 け られ る こ と とな って い る。

そ して,具 体 的 な作業 を行 うた め,欧 米 の 関 係諸 国 は,毎 年3月 と9月 に ジ ュネ ーブで

開 催 され る作 業 部 会 以外 に も随 時,各 地 で会 合 を持 って い る。

(後 掲 「図5-6国 連 を 中心 と したEDIFACTの 推 進 体 制 」参 照)

EDIFACTは,欧 米 に お いて 単 に貿易 関 係 手続 に限 定 され る こ とな く,国 内取 引 も

含 む汎 用 的 な 事 務処 理 の ビジネ ス プ ロ トコル と して の利 用 も考 え られ て い る。

1988年(昭 和63年)4月 に開 催 され た欧 州経 済 委 員 会 第43回 会期 にお い て,E

DIFACTが 世 界 的規 模 で受 入 れ られ て い る との認 識 の 基 に,"UN/EDIFACT"

(UnitedNationsRulesforElectronicDataInterchangeforAdministration,Co㎜

erceandTransport:国 連 規 則/行 政,商 業 お よ び運 輸 の た め の電 子 デ ー タ交 換)な る名

称 とす る こ とが 決 議 され た。

(2)全 体 構成

UN(国 連)/ECE(欧 州 経 済 委 員 会)/WP.4(貿 易手 続 簡 易 化 作 業部 会)は,

EDIに 関 す る 「情 報 表現 方 法 の 規 約 」 につ いて標 準 化 を行 って お り,次 の4つ の規 格 に
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つ い て 開発,保 守 を行 って い る。

① 書 類(帳 票)の 様 式:UNLK(UnitedNationsLayoutKeyforTradeDocuments)

A4判 縦 型

② デ ー タ ・エ レメ ン ト:UNTDED(UnitedNationsTradeDataElementsDirectory)

③ コー ド:11種 類 の コー ド体 系

④ デ ー タ交 換 ル ール:UNTDID

(UnitedNationsTradeDataInterchangeDirectory)

EDIFACTア プ リケー シ ョン ・レベ ル シ ンタ ッ クス ・ル ー ル(ISO9735)は ,

UNTDIDの 一 部 を成 す 。

国連ECE/WP.4に よ る と,UN/EDIFACTの 具 体 的 な構 成 要 素 を次 の 通 り

と して い る。

① シ ンタ ックス ・ル ー ル(ISO9735)

② 国 連 貿易 デ ー タ ・エ レメ ン ト集(ISO7372)

③ 国 連 貿易 デ ー タ交 換 指 針書(UNTDID)

④ 複 合 デ ー タ ・エ レメ ン ト集(EDCD)

⑤ 標準 セ グ メ ン ト集(EDSD)

⑥ 国連 標 準 メ ッセ ー ジ集(EDMD)

⑦ メ ッセ ー ジ設 計 ガ イ ドライ ンお よ び シ ン タ ッ クス実施 ガ イ ドラ イ ン

⑧UNCID(UNIFORMRULESOFCONDUCTFORINTERCHANGEOFTRADEDATABY

TELETRANSMMISSION:デ ー タ通 信 に よ る貿 易 デ ー タ交 換 の た め の統 一 実 施 規 則)

⑨ その他,適 切 な説 明 資料

以 下 で は シ ンタ ック ス ・ル ール(ISO9735)を 中心 にそ の概 要 を述 べ る。

(3)基 本 構造

サー ビス ・ス トリ?グ 情報UNAと サー ビス ・セ グメ ン トUNBか らUNZは ,1回 の

交換 において下 に述 べる順序を とらなければな らない。1回 の交換 には,い くつかの機能

グループまたはメ ッセージがあ り,1っ の機能 グループ内には,い くっかの メ ッセー ジが

ある。1つ の メ ッセー ジは,い くっかのセ グメ ン トか ら成 る。

交換 は,下 記のよ うに構成 され る。
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上 記 の サ ー ビスセ グ メ ン トの ほか,必 要 な場 合,サ ー ビス ・セ グ メ ン トUNSが,1つ

の メ ッセー ジをセク ションに分割す るために使用で きる。

交換の基 本構造を図5-5に 示す。

i設 定i接 続i終 了i

'

'

、
、

、

、

1接 続 は1つ 以上のデータ交換を

含む。接続のための設定,維 持お
よび終了等に関する技術的プロ ト
コルは本規格には含まない。

'

' 、
、

交 換 交 換 交 換

'

'

'

,

'

,

'

'

'

'

'

'

ノ
'

'

'

'

!

UNA UNB
,

機 能 グループのみ 又 は メッセージ のみ UNZ
■

'ノ
"

"'ノ"
'

',

',
'ノ
'!
"

"

"

二
`ノ

UNG
,

メッセージ メψセージ メヲセージ UNE
,

UNH
,

データ・セグメント データ・セグメント データ・セグメント UNT
,

TAG 十 単 一 データ・エレメント 十 複 合 データ・エレメント
,

＼
コード ・ データ 値 構 成 データ・ ●

構 成 データ・

エレメント ● エレ〃 ト

データ値

UNA,UNB, UNZ,

UNG,UNE,UNH及 び

UNTは サ ー ビス ・セ グ メ ン データ 値 データ 値

トで あ る。

1つ のデータ交換は次のものを含

む。
-UNA ,サ ー ビス ・ス トリング

情報(必 要により)
-UNB ,交 換ヘ ッダー
一機能グループまたはメッセージ

のどちらか一方のみ
－UNZ ,交 換 トレーラー

1っ の 機 能 グル ー プ は 次 の もの を

含 む 。
-UNG ,機 能 グ ル ー プ ・ヘ ッダ ー
一同 一 タ イ プの メ ッセ ー ジ

ーUNE
,機 能 グ ル ー プ ・ トレー ラ ー

1つ の メ ッセ ー ジは 次 の もの を含

む 。
-UNH ,メ ッセ ー ジ ・ヘ シダ 一
一 デ 一 夕 ・セ グ メ ン ト

ーUNT
,メ ッセ ー ジ ・ トレー ラー

1つ の セ グ メ ン トは次 の もの を 含

む 。
-1つ の セ グ メ ン ト ・タ グ

ー単 一 デ ー タ ・エ レ メ ン ト,ま た

は 複 合 デ ー タ ・エ レ メ ン ト,ま

た は そ の 両 方
一セ グ メ ン ト終 了 符 号

セグメント・タグは次の ものを含む。
-1っ のセグメント・コー ド及び

もし明示的指示の場合,反 復/
ネス ト化値

単 一 デ ー タ ・エ レ メ ン トは,1つ

の デ ー タ ・エ レ メ ン ト値 を 持 つ 。

複 合 デ ー タ ・エ レ メ ン トは,構 成

デ ー タ ・エ レ メ ン トを持 つ。

構 成 デ ー タエ レ メ ン トは,単 一 デ
ー タ ・エ レ メ ン ト値 を持 つ

。

この図では,水 準Aの 分離符

号/終 了符号が使用されてい
る。

図5-5UN/EDIFACTの 交換の基本構造
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(4)構 成要素の概要

(a)キ ャラクタセ ッ ト構成

① 水準Aの キ ャラ クタ ・セ ッ ト

アルフ ァベ ッ ト大文字,数 字,ス ペ ース,特 殊 文字 か ら構成 されている。 メ ッセー

ジを人間が読 む ことを前提に してお り,区 切 り符 号 と して一部 のキ ャラクタを使用す

る。

② 水準Bの キ ャラクタ ・セ ッ ト

アルフ ァベ ッ ト小文字 と水準Aの キ ャラ クタ ・セ ッ トか ら構成 されてい る。メ ッセ

ー ジを コンピュータが処理す ることを前提 に してお り
,区 切 りとしてキ ャラクタで は

な く制御符号を使用する。

(b)区 切 り符号

区切 り符号を使用す ることによ り可変 長のエ レメ ン トや セグメ ン トを扱 うことがで き

る。

① 水準A

セグメ ン ト終 了符号'(ア ポス トロフィー)

データ ・エ レメ ン ト分離符号+(正 符 号)

構成データ ・エ レメ ン ト分離符号:(コ ロ ン)

② 水準B

セグメン ト終 了符号IS4(情 報分離キ ャラ クター)

デー タ ・エ レメン ト分離符号IS3(情 報分離キ ャラ クター)

構成データ ・エ レメン ト分離符号IS1(情 報分離 キ ャラ クター)

(c)デ ータ ・エ レメ ン ト構成

① 単一データ ・エ レメ ン ト

・数字

・英字

・英数字

② 複合 データ ・エ レメ ン ト

・2以 上の構成 データ ・エ レメン トを要素 と して もっデー タ ・エ レメン ト。

・各構成デー タ ・エ レメ ン トの属性 は単一 データ ・エ レメ ン トと同様に数字,英 字,

英数字のいずれかで ある。

(d)デ ータ ・セグメ ン ト構成

① 構 成

データ ・セ グメ ン トはセ グメン ト・タグと単一 または複合 データ ・エ レメ ン トおよ
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び セ グ メ ン ト終 了符 号 か ら成 る。

② セ グ メ ン ト ・タ グ

セ グ メ ン トの 先頭 に位 置 す る複 合 デー タ ・エ レメ ン トで,そ の第1構 成 デ ー タ ・エ

レメ ン トはセ グ メ ン トを ユ ニ ー クに識 別す る コー ド(即 ち セ グ メ ン ト ・コー ド)で あ

る。

③ セ グメ ン ト ・コー ド

セ グメ ン トを ユニ ー クに識 別 す る コー ドで,3桁 の 英 大文 字 で あ り,セ グ メ ン ト集

に定義 され て い る。

④ デ ー タ ・エ レメ ン トの位 置

デ ー タ ・エ レメ ン トは デ ー タ ・セ グメ ン ト内 で特 定 の位 置 を もっ 。 この位 置 は セ グ

メ ン ト集 に定 義 され て い る。

⑤ デ ー タ ・エ レメ ン トの要 件

・必 須(M:mandatory)

この デ ー タ ・エ レメ ン トは必 ず デー タ ・セ グメ ン ト内 に含 ま れ な けれ ば な らな い。

・条 件 付(C:conditional)

デ ー タ ・エ レメ ン トの使 用 が 条 件付 きで あ る こ とを示 す 。

⑥ 参 照 番号

デ ー タ ・エ レメ ン ト集 に定 義 す るエ レメ ン トの参 照 番 号 。

単 一 エ レメ ン トお よび構 成 デ ー タ ・エ レメ ン トは4桁 の数 字 で,複 合 デ ー タ ・エ レ

メ ン トはS付 きの3桁 の数 字 で 表 す。

(e)メ ッセ ー ジ

① 概 要

標 準 メ ッセ ー ジ集 に規 定 され た順 序 に よ る1組 の セ グメ ン ト群 で 一揃 い の 商用 取 引

に対 応 す る。

メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ー に始 ま りメ ッセ ー ジ ・ トレー ラーで 終 了 す る。 同一 タイプ の

メ ッセ ー ジ群 で1つ の機 能 グル ー プを 作 る こ とが で きる。

② デ ー タ ・セ グ メ ン トの ル ー プ

メ ッセ ー ジ内 の デ ー タ ・セ グメ ン トは反 復 す る こ とが で き,明 示 的識 別 も暗 示 的識

別 も可 能 で あ るが,1メ ッセ ー ジ内 で の 明示 お よ び暗 示 の混 在 は不 可 で あ る。

又,ネ ス ト化 した場 合 は 内側 の ル ー プ はす べ て,外 側 の ル ー プが 終 了 す る前 に終 了

しな けれ ば な らな い。

③ デ ー タ ・セ グ メ ン トの要 件

・必 須(M)
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・条件付(C)

④ デ ー タ ・セ グ メ ン トの 位 置

メ ッセ ー ジ内 にお け る デ ー タ ・セ グ メ ン トの位 置 は標 準 メ ッセ ー ジ集 に規 定 され る。

閨 機能 グループ構成

機能 グループは1以 上 の同一 タイプの メ ッセー ジ群であ り,機 能 グル ープ ・ヘ ッダー

で 始 ま り,機 能 グル ープ ・ トレー ラーで 終 わ る。

(5)参 考

(a)EDIFACTの 推 進 体 制

図5-6に 国連を中心 と したEDIFACTの 推進体制を示す。

国際連合
欧州経済委員会
(ECE)

貿易手続簡易化
作業部会
(WP.4)

び

に
会
)

よ
換
家

1

お
交
門

・

川
タ
専
E

け
宍

る
G

虹
動
す
(

弄
自
開
講

手続および書 類
に関する専 門家 会

議(GE.2)

国 際標準化機構 専 門委員会154
(ISO)(TC154)

国際電信電話諮問委員会
(CCITT)

GE.1に 任命 され た
連絡 ラポ一夕ー2名

MR.G.SUNDBLAD(ス ウェーデン)

MR.S.MOTRAD(仏)

1に 任 命 され たEDIFACTラ ポ 一 夕 ー

MR.E.DANIKIEICZ

(ポ ー ラ ン ド)

標準化 貿易 企業 標準化 貿易 企業 標準化 貿易 企業機 関 協会 代表
機 関 協会 代表 機 関 協会 代表

ANSIASCX12:米 国 規格 協 会 信任 標 準 化 委員 会X12
EDIFACTBOARD:EDIFACTボ ー ド

CMEA(COUNCILFORMUTUALECONOMICASSISTANCE):相 互経 済 援 助 理 事 会
4第25回 会 期 で 設 置,任 命 。EDIFA☆EDIFACTラ ポ ー ター:1987年3月WP.

CTに 関 わ る開 発 等 に従 事 す る ラポ 一 夕ー。

1988年9月WP.4第28回 会 期 で 設 置,任 命 。 貿 易 デ ー タ☆ 連 絡 ラ ポ一 夕 ー
ISO(国 際標 準 化交換 に影 響 を与 え る国 際 標準 を定 塑 る機 関,

機 構),CCITT(国 際電 信 電話 諮 問 委員 会)とECEの 間の

情 報,意 見 の交 換,調 整 等 に従 事 す る ラ ポ一 夕ー。

図5-6国 連を中心 と したEDIFACTの 推進体制
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(b)標 準 メ ッセ ージ開発状況

表5-2にEDIFACT標 準 メ ッセージの開発状況を示す。

表5-2EDIFACT標 準 メ ッセージ(UNSM)開 発状況一覧表

(注)「 開発状 況」0:草 案,P:ラ ポ一夕ーの合意を得た案
1:公 式試験案,2:勧 告(標 準)
☆ は当該 メッセージが開発の進 んだ段階 にあ ることを示す。

標準 メッセージの種類 メ ッセ ー ジ

プ の
開 発 状 況

タ イ
(分 野 別) コ ー ド 1990年3月 1990年9月 1991年3月

貿易/物 品管理
CommercialInvoice INVOIC 2 2 2

PurchaseOrder ORDRS 2 2 2

PurchaseOrderResponse ORDRSP 0☆ 1 1

PurchaseOrderChange ORDCHG 0☆ 1 1

DespatchAdvice DESADV 0☆ 1 1

DeliverySchedule DELFOR 0☆ 1 1

DeliveryJust-in-Time DELJIT 0☆ 1 1

PriceCatalogue PRICAT 0☆ 1 1

QualityDataMessagge QALITY 1 1 2

PartyInformation PARTIN 0 0 1

RequestforQuotation REQOTE 0 0 1

Quotation QUOTES 0 0 1

StatementofAccount STATAC 0 0 1

輸 送
InternationalForwarding IFTMR

andTransportMessageFramework

※ 関連7メ ッセ ー ジの セ ッ ト IFTMBP
－ProvisionalBooking IFTMBF 1 1 2
－FirmBooking IFTMBC 0 1 1
－BookingConfirmation IFTMIN 0 1 1
－Instruction IFTMCS 0 1 1
－InstructionContractStatus IFTMAN 0 1 1
－ArrivalNotice 0 1 1
－Manifest 0 0 1

EDIMAR

通 関
CustomsDeclaration CUSDEC 1 1 2

CustomsResponse CUSRES 1 1 2

金融/保 険
RemittanceAdvice REMADV 0 1 1

PaymentOrder PAYORD 0 1 1

ExtendedPaymentOrder PAYEXT 0 1 1

DebitAdvice DEBADV 0 1 1

CreditAdvice CREADV 0 1 1

ExtendedCreditAdvice CREEXT 0 1 1

LetterofCredit DOCAPP 0 01

CurrentAccount(Insurance) CURRAC 0 0 1

ReinsuranceAccount REINAC 0 0 1

サ ー ビスメ ッセ ー ジ

Control CONTRL 1 2 2
Generai GENRAL 0☆ 0 1

Maintenance DIRMNT 一 0 1
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5.1.3ANSIX12

ω 開発経 緯

米 国 で は,1970年 代 か らEDIの 標 準 化 に 関す る検討 が続 いて い るが,そ の リー ダ

ー シ ップ を とって きたの が
,TDCC(TransportDataCordinateCo㎜ittee,現EDI

-Association)で あ る
。TDCCは,1979年 代 末 に,独 特 のTDCCフ ォー マ ッ ト

(可 変 長方 式)を 発表 した が,広 く普 及 す る に は至 らなか った。 その 後,続 々 と各 業 界 か

ら業 界 標準 フ ォーマ ッ トが 発 表 され,1980年 代 の始 め に は,少 な くと も12種 類 の互

換性 の ないEDI標 準 が 存 在 した とい わ れ る。

そ うい う状 況 の 中 で,ANSI(米 国 規格 協 会)は,ASCXl2(信 任 標 準化 委 員

会Xl2)を 設 置 し,そ れ らの 規 格 の 統 合化 を図 った。ASCX12設 置後 は,TDC

CはAIAG(自 動 車業 界 の団 体)な ど と と もに,ASCX12の 主 要 メ ンバ ー とな り,

TDCCフ ォー マ ッ トの改 良 が 実 施 され,1983年 と1986年 の2回 にわ た り,米 国

内標 準ANSIX12規 格 が 発 表 され た。

ANSIXl2規 格 は,業 界 横 断 的 な多機 能 な 規格 で あ るが,発 表 直 後 は それ 程 普及

が 進 まず,本 格 的 に普 及 し出 した の は,つ い最 近 で あ る。 現 在 全 米 で,数 千社 がANSI

X12を 使 用 して い る とい われ て い るが,確 かな 数字 は不 明 で あ る。 なお,取 引 上 の 関

係 か ら,我 が 国 で も利 用者 が い る といわ れ て い る。

(2)全 体構 成

ANSIX12は 以 下 の 規格 か ら成 って い る。

① アプ リケ ー シ ョン ・コ ン トロ ール ・ス トラ クチ ャ(シ ン タ ッ クス'・ル ール に相 当:X

12.6)

② トラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ ト(標 準 メ ッセ ー ジに相 当:X12.1,X12.2… …)

③ デ ー タ ・セ グ メ ン ト・デ ィ レク トリー(X12.22)

④ デ ー タ ・エ レメ ン ト・デ ィ レク トリー(X12.3)

以 下 で は ア プ リケー シ ョ ン ・コ ン トロー ル ・ス トラ クチ ャ(X12.6)を 中心 に そ の概

要 を述 べ る。

(3)基 本 構造

・Xl2で 使 用 され る フ ォ ーマ ッ トで は ,取 引情 報 は,ト ラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ トに よ

って 定義 され る。 トラ ンザ ク シ ョ ン ・セ ッ トは通 常 使 用 され る企 業 間取 引 の書 類 に対 応

す る。

・ トラ ンザ クシ ョン ・セ ッ トは複 数 の デ ー タ ・セ グメ ン ト(可 変 長)で 構成 され る。

デ ー タ ・セ グメ ン トは一 般 の デ ー タ処 理用 語 にお け る レ コー ドに相 当す る。

・ 各 デ ー タ ・セ グ メ ン トは複 数 の デ ー タ ・エ レメ ン ト(可 変 長)で 構 成 され る
。
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デ ー タ ・エ レメ ン トは一 般 の デ ー タ処 理 用語 にお け る デ ー タ ・フ ィール ドに相 当す る。

・ 同種 類 の トラ ンザ ク シ ョ ン ・セ ッ トの 集合 を機 能 グル ー プ とい う。

・ 伝 送 制 御 を 含 め た基 本 構 造 を 図5-7に 示 す 。

通信 プロ トコル

伝 送 コ ン トロー ルヘ ッダ ーセ グメ ン ト(ISA)

機 能 コ ン トロー ルヘ ッダー セ グメ ン ト(GS)

トラ ンザ ク シ ョンセ ッ トコ ン トロ ール ヘ ッダ ーセ グ メ ン ト(ST)

デ ィテ ール デ ー タセ グ メ ン ト

(例:注 文)

トラ ンザ ク シ ョンセ ッ トコ ン トロ ール トレー ラー セ グ メ ン ト(SE)

トラ ンザ ク シ ョ ンセ ッ トコ ン トロー ルヘ ッダ ーセ グメ ン ト(ST)

デ ィオ ー ル デ ー タセ グ メ ン ト

(例:注 文)

トラ ンザ ク シ ョ ンセ ッ トコ ン トロー ル トレー ラ ーセ グメ ン ト(SE)

機 能 コ ン トロ ー ル トレー ラー セ グ メ ン ト(GE)

機 能 コ ン トロー ルヘ ッダー セ グ メ ン ト(GS)

トラ ンザ ク シ ョンセ ッ トコ ン トロ ール ヘ ッダー セ グ メ ン ト(ST)

デ ィテ ールデー タセグメン ト

(例:受 領通知)

トラ ンザ ク シ ョンセ ッ トコ ン トロ ー ル トレー ラー セ グ メ ン ト(SE)

機能 コ ン トロ ール トレー ラ ーセ グメ ン ト(GE)

伝 送 コ ン トロ ー ル トレー ラ ーセ グ メ ン ト(IEA)

)

ッダ ーセ グ メ ン ト(ST)

トランザ

クション

セヲト 機
能

レー ラー セ グ メ ン ト(SE)一 グ
ル

|ッダ ーセ グメ ン ト(ST) 伝
プ

トランザ 送

クション

セヲト グ

レー ラ ーセ グメ ン ト(SB)一 ル

|GB)

) 'プ

ッダー セ グ メ ン ト(ST) 機
能

1ランザ グ

クション ル

セット |

プ

レー ラー セ グ メ ン ト(SE)一

GE)
A)

通

信

セ

ッ

シ

ョ

ン

伝 送 コ ン トロ ー ルヘ ッダ ー セ グ メ ン ト(ISA)
送

づ

伝

朔

伝 送 コ ン トロー ル トレー ラー セ グ メ ン ト(IEA)

通信プ ロ トコル

図5-7ANSIX12の 基 本構 造

(4)構 成要素 の概要

(a)キ ャラクタ ・セ ッ ト構成

① 基本キ ャラクタ ・セ ッ ト

アル フ ァベ ッ ト大文字,数 字,特 殊文字,ス ペ ースか ら構成 され ている。
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② 拡張 キ ャラクタ ・セ ッ ト

アルフ ァベ ッ ト小文字 と基 本キ ャラ クタ ・セ ッ ト以外の特殊文字で構成 されている。

データ交換を行 う当事者の合意によ って使用 され る。

(b)区 切 り符号

分離符号 と終了符号 の2種 類があ り,伝 送 データ ・ス トリーム内に含 まれ る。区切 り

符号を使用す ることによ り,可 変長のエ レメ ン トやセ グメ ン トを扱 うことがで きる。

(c)デ ータ ・エ レメ ン ト構成

① 数 値

10進 法の数字の列で表現 され る。小数点の位置が固定 され,小 数点がデー タと共

に送信 されない時 は,デ ータ ・エ レメン ト集を参照 して小数点の位 置を知 る。

② 小数値

小数点の位置が固定で きない時に使用す る。

小数点が右端以外の位置 にあ る場合は,常 に文字 ス トリーム内に現れ る。

③ 識別子

IDタ イプ ・エ レメ ン トとも呼ばれ,Xl2委 員会またはX12委 員会の承認す る

団体が維持管理す る事前定義値のみを使用す る。

④ ス トリング(文 字列)

区切 り符号 を除いた一連 の印字可能文字で ある。

⑤ 日 付

YYMMDDフ ォーマ ッ トによる日付であ る。

⑥ 時 間

HHMMフ ォーマ ッ トによる時 間であ る。

(d)デ ー タ ・セグメン ト構成

① 構 成

デー タ ・セ グメン トはセ グメン トIDと デー タ ・エ レメ ン ト・グループで構成 され

る。

データ ・セ グメン トはい くつかのデータ ・エ レメン トで定義 され る。

但 し,セ グメ ン トの終わ りにあ る不使用のエ レメン トは送信 する必要 はない。

② デー タ ・セグメン ト識別子

各データ ・セ グメン トには固有 の識別子があ る。 これ は構文 規則 の一部であ りデー

タ ・セ グメ ン トの ラベルと して機能す る。

③ デ ータ ・エ レメ ン トの位置

デ ータ ・エ レメ ン トは,デ ータ ・セ グメ ン ト内で特定 の位置を もっ。 この位置 は,
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デ ータ ・セグメ ン トが定義 され る時 に設定 され る。

④ デー タ ・エ レメ ン トの要件指示符号

・必 須(M:mandatory)

このデータ ・エ レメ ン トは必ずデー タ ・セグメ ン ト内に含 まれなけれ ばな らない。

・条件付 き(C:conditionaD

例え ば,重 さと計量単位 といった関連があ るデー タ ・エ レメン トの場合に使用 され

る。

・オプ ション(0:0ptional)

データ交換を行 う当事者間の相互の取決めによ り使用 され る。

⑤ データ ・エ レメン トの省略

必須 と指定 されたエ レメ ン トは,送 信データ ・セ グメ ン トになければな らない。必

須でないデー タ ・エ レメ ン トは省略で き,そ の省略 はデー タな しに分離符号を送信す

ることで認識す る。

⑥ 参照指示符号

デー タ ・セグメ ン ト識別子 と,そ のあ との2桁 の数字(デ ータ ・セ グメ ン ト内のデ

ー タ ・エ レメ ン トの位置を示す)で 構成 され る
。

(e)ト ランザ クション ・セ ッ ト構成

① 概 要

トラ ンザ ク ション ・セ ッ トは一揃 いの取引情 報を定義 する。

各 トラ ンザ ク ション ・セ ッ トは,通 常取引 きに関与する各組織 間で交換 され る書類

に対応す るよ うに生 成 され る。

トラ ンザ クシ ョン ・セ ッ トは開始 セグメン トと終 了セグメ ン トで囲 まれ る。

数個の関連 す る トランザ クシ ョン ・セ ッ トを一つ の機能 グループに入れ ることがで

きる。

② デー タ ・セ グメン トのル ープ

トランザ クシ ョン ・セ ッ ト内のデータ ・セグメ ン トは反復す ることがで きる。

又,ネ ス ト化 した場合 は内側のループはすべて,外 側のループが終了す る前 に終了

しなけれ ばな らない。

③ データ ・セ グメ ン ト要件指示符号

データ ・セ グメ ン トは トラ ンザ クシ ョン ・セ ッ トでの現れ方を定義す る要件指示符

号内の一つを持 たねばな らない。

・必 須(M)

このデー タ ・セ グメン トは トラ ンザ クシ ョン ・セ ッ ト内に必ず含 まれ る。
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・オプ シ ョン(0)

デ ー タ交 換 す る当事 者 相 互 の 合 意 に よ って使 用 され る。

・フロ ーテ ィ ング(F)

主 と して 人 間 に分 か る よ うな注 釈 を や り と りす るの に使 用 され る。

④ デ ー タ ・セ グメ ン トの位 置

トラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ トの 設 計 者 は,そ の トラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ ト内の デ ー タ

・セ グ メ ン トの相 対 位 置 を指 定 す る。

⑤ トラ ンザ クシ ョン ・セ ッ トの文 節

多 くの トラ ジザ ク シ ョ ン ・セ ッ トは,以 下 の よ うな エ リア に区 分 され る。

・ヘ ッデ ィ ング ・エ リア

ドキ ュ メ ン ト全 体 に共 通 す る情 報 が 置 か れ る。

・詳 細 エ リア

大 きな ル ープ を形成 す る もの で,そ の 中 で デ ー タ ・セ グ メ ン トが 反 復 され る。

・要約 エ リア

セ グ メ ン ト数等 の 要約 情 報 が 置か れ る。

(f)機 能 グル ー プ構成

機 能 グル ー プ は,類 似 した トラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ トの 集 ま りで あ る。

例 え ば,発 注 に関 す る一 連 の トラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ トは,一 個 の 機 能 グル ー プで あ る。

機 能 グ ル ープ は,機 能 グル ー プ ・ヘ ッダ ーで始 ま り,機 能 グル ー プ ・ トレー ラーで 終 わ

る。

(9)制 御 セ グメ ン ト構 成

制御 セ グメ ン トの構 造 は デ ー タ ・セ グ メ ン トと同 じで あ るが,取 引情 報 の デ ー タで は な

く,制 御情 報 を伝 え るの に使 用 され る。

① ル ー プ制 御 セ グメ ン ト

ル ープ ・エ ンベ ロープ は,ル ープ ・ヘ ッダ ー(LSセ グ メ ン ト)と,ル ー プ ・トレ

ー ラ ー(LEセ グ メ ン ト)で 構 成 され る。

② トラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ ト制 御 セ グ メ ン ト

トラ ンザ ク シ ョ ン ・セ ッ ト ・エ ンベ ロ ープ は,ト ラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ ト・ヘ ッダ

ー(STセ グメ ン ト)と ,ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・セ ッ ト ・ トレー ラ ー(SEセ グ メ ン ト)

で構 成 され る。

③ 機 能 グル ープ制 御 セ グ メ ン ト

機能 グル ープ ・エ ンベ ロー プ は,機 能 グル ープ ・ヘ ッダ ー(GSセ グ メ ン ト)と,

機 能 グル ープ ・トレー ラ(GBセ グ メ ン ト)で 構成 さ れ る。
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④ 制御 セ グ メ ン ト間 の関 係

制 御 セ グ メ ン トは,以 下 の よ うな ネ ス ト関 係 を もつ 。

GS(機 能 グル ープ ・ヘ ッダ ー)一 関 連 トラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ トの グル ー プの 開始

ST(ト ラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ ト ・ヘ ッダ ー)一 トラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ トの 開始

LS(ル ープ ・ヘ ッダ ー)一 デ ー タ ・セ グ メ ン トの 有 限 ル ープ の開 始

LS(ル ープ ・ヘ ッダ ー)一 内側 の ネ ス ト化 され た有 限 ル ープの 開 始

LE(ル ープ ・ トレー ラ ー)一 内 側 の ネ ス ト化 され た有 限 ル ープ の 終 了

LE(ル ープ ・ トレー ラ ー)一 デ ー タ ・セ グ メ ン トの 有 限 ル ー プの 終 了

SE(ト ラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ ト ・トレー ラ)一 トラ ンザ クシ ョン ・セ ッ トの終 了

GE(機 能 グル ープ ・ トレー ラ)一 関 連 トラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ トの グル ープの 終 了

(5)参 考(開 発済みの標準メッセージ)

注 文

インボイス

支払請求/送 金通知

見積依頼

見積回答

注文受信確認

出荷通知/出 荷明細

注文進捗照会

受領通知

価格/販 売カタログ

出荷計画

注文変更

注文変更受信確認

受信確認通知

注文進捗報告

在庫通知

製品転送および再販

出荷スケジュール

ロックボックス

X12.

X12.

X12.

X12.

X12.

X12.

1
1

0
乙

4

ワ
`

8

0
U

Xl2.10

×12.11

×12.12

×12.13

Xl2.14

×12.15

×12.16

Xl2.20

×12.23

×12.28

×12.33

×12.37

Xl2.38
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5.2ま と め

5.2.1各 規格の比較

EIAJ標 準,ISO9735,ANSIX12の 各規格の主 な違 いを次に記す。各規

格の詳細な比較 は付属 資料を参照 されたい。

(1)キ ャラクター ・セ ッ ト

ISO9735に は レベルAと レベルBが あ りレベ ルAは 英大文字,数 字,特 殊文字が

使用で きる。 レベルBは さ らに英小文字が使用で きる。ANSIX12の 通常使用 キ ャ

ラクターはISO9735の レベ ルAと 特殊文字 の一部が異な るだけであ る。 さ らにED

I実 施当事者の合意 によ り英小文字 とより多 くの特殊文字が使用で きる。EIAJで はI

SO9735の レベルBと 特殊文字 の一部が異 な り,さ らにカナが使用で き,漢 字等の2

バイ ト文字の使用 も可能 とな って いる。

(2)コ ン トロール文字

メ ッセージ部分の範囲を定 める コン トロール文字がISO9735で はデータ ・エ レメ

ン ト分離符号,構 成 データ ・エ レメ ン ト分離符号,小 数点符号,リ リース指示符号,セ グ

メ ン ト終了符号の5つ,ANSIで はデータ ・エ レメ ン ト分離符号,サ ブデータ ・エ レメ

ン ト分離符号,セ グメ ン ト終了符号の3つ が あ り,EIAJで はループ開始符号,ル ープ

改行符号,ル ープ終了符号,レ コー ド終了符号の4つ を定義 して いる。 コン トロール文字

の コー ドはISO9735で はデフ ォル ト値が決め られているが,交 換の都度宣言す るこ

とによ り変更が可能であ る。、ANSIで は特 に規定 はな く,交 換 当事者の合意で決定す る。

EIAJで はコン トロール文字 コー ドは定義 されてい る。

(3)デ ー タ ・エ レメ ン ト

ANSIX12,EIAJで は単一 データ ・エ レメン トのみであ るが,ISO973

5で はさ らに,相 互 に関係のあ るデータ ・エ レメ ン トを複合 データエ レメ ン トとす ること

がで きる。

(4)デ ータ ・エ レメ ン トの属性

ISO9735で は英字,数 字,英 数字の3種 類で あ り,ANSIX12で は数値,

小数値,文 字列,日 付,時 間,コ ー ドの6種 類があ る。EIAJで は数値,文 字,2バ イ

ト文字の3種 類であ る。

(5)デ ータ ・エ レメン ト長

3規 格 とも固定長 または可変 長だが,可 変長の表現方法が異 なる。ISO9735,A

NSIX12は デー タ ・エ レメ ン ト分離符号 で区切 る ことにより表現 し,EIAJは 各

データ ・エ レメン トがデータ長を持つ ことによ り表現 している。
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(6)数 値 デ ー タ ・エ レメ ン トの 表現

ISO9735で は,負 符 号(一)お よび小 数 点 を交 換 デ ー タに表 示 す る。ANSI

Xl2で は正 符号(+),負 符 号(一)の ど ち ら も表 示 す る こ とが可 能 で あ る。 小数 点 は

デ ー タ ・エ レメ ン ト属性 に よ って 表示 の 要 否 を定 義 して い る。EIAJで は負 数 値 は認 め

て お らず,小 数 点 の 位 置 は デ ー タ ・エ レメ ン ト定 義書 に従 い,交 換 デ ー タへ の 表 示 を不 要

と して い る。

(7)デ ー タ ・セ グ メ ン ト

関連 す る デ ー タ ・エ レメ ン トを グル ー ピ ング した もの を デ ー タ ・セ グ メ ン トと呼 び,セ

グ メ ン トIDを 付与 す る。ISO9735,ANSIX12で はセ グ メ ン トに グル ー ピ

ングされ る デ ー タ ・エ レメ ン トを セ グ メ ン ト・デ ィ レク トリで 規 定 して い る。EIAJで

は1デ ー タ ・セ グ メ ン トは1デ ー タ ・エ レメ ン トか ら成 って い る。

(8)デ ー タ ・セ グメ ン ト内 の デ ー タ ・エ レメ ン トの配 列 順序

ISO9735,ANSIX12共 に セ グ メ ン トデ ィ レク トリで 固 定 的 に規 定 して い

る。EIAJで は1デ ー タ ・セ グメ ン トは1デ ー タ ・エ レメ ン トか ら成 るた め,特 に規 定

は ない 。

(9)デ ー タ ・セ グメ ン ト内の デ ー タ ・エ レメ ン トの省 略

3規 格 と も省 略可 能 だ が,ISO9735,ANSIX12で は 当該 デ ー タ ・エ レメ

ン トの 省 略 を,デ ー タ ・エ レメ ン ト分 離符 号 を連続 させ る こ とに よ り表 現 す る。EIAJ

で は1デ ー タ ・セ グメ ン トは1デ ー タ ・エ レメ ン トか ら成 るた め,エ レメ ン トの 省 略 は セ

グメ ン トを 省 略 す る こと に な る。

(10)セ グ メ ン トの 配列 順 序

ISO9735,ANSIX12共 に標 準 メ ッセ ー ジで 固 定 的 に規 定 して い る。EI

AJで はセ グ メ ン トの配 列 順 序 は全 く自 由で あ る。

(10セ グ メ ン トの 省 略

3規 格 と も 省略 可 能 で あ る。 た だ しISO9735,ANSIXl2に お いて 必 須 と

定 義 され た セ グメ ン トは 省略 で きな い。

⑫ 繰 り返 し(ル ープ)お よ び入 れ 子(ネ ス ト)の 制 御

デ ー タ ・セ グメ ン ト,デ ー タ ・エ レ メ ン トの 繰 り返 し(ル ープ)及 び 入 れ子(ネ ス ト)

の 制御 は,ISO9735は 暗 示 的認 識 ま た は セ グメ ン トタグを 示 す 複 合 デ ー タ ・エ レメ

ン トで 指 示 す る。ANSIX12で は 暗示 的 認識 また は ル ー プ開 始,ル ープ終 了 セ グメ

ン トで 指 定 す る。

EIAJは デ ー タ ・セ グ メ ン トの繰 り返 しが 可能 で あ り,ル ープ 開 始,ル ープ 改行,ル

ー プ終 了 の コ ン トロ ール 文字 に よ って指 定 す る。
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図5-8各 規格 のセ グメン トの構成
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5.2.2 メ ッセ ー ジ例

実 際の取引に使用 している注文書 を例 と して,EIAJ情 報化対応標準,ISO9735,

ANSI X12.6の 各 シ ンタ ックス ・ル ール に よ る メ ッセ ー ジの コー デ ィ ング例 を以 下 に

示す。原 メ ッセ ージはA社(電 子機 器の組立 メーカー)が 日常的に使用 して いる注文書であ

る。なおメ ッセ ージの詳細説 明は付属資料を参照 されたい。

(1)原 メ ッセ ー ジ(注 文書)

A電 機株式会社B製 作所からC電 気株式会社D支 店への注文書(図5-9参 照)を 例と

して取 り上 げた。

注 文 書 ホンチュウモンショノ タンカハ セ'イ ヌキテ'ス下記の通 り注文致します
.

564

スイタシ エノキチョゥ

Cカ プ シキガ イシャ

Dシ テン

シハ ライキ シ'ツ ニハ ホウテ イセ'

〒652SS-II-10493
神戸市兵庫区和田崎町

A電 機株式会社B製 作所

電話 大代表(078)652-0000番

特別品質メ～示

06-380-0000御 中

イ リツノ ショウ ヒセ'イ カ'ク プ ン ヲ カサン シテオ シハ ライ シマス

注文番号

S761MFUG835

EDPS番 号 担

E9

担当者名

契約納期

年
98
月
2
日
50

発注数 量

10

単位名

コ

発注年月

年
98

月

11

日
OI E

単 価

35 00

発注数量

0

単位名

納 入 場 所

ソ フ'イ ソウコ(613)

技アイテム

001

買入先コー ド

10209

図面 偵考

品
名

・
仕
様

アルミテ'ン カイ コンJISC5141Cl6EL(Z)100

16VDC,100μF,+-20%,ハ イニ ップルDlO,H

Eコ ウギョウ

S76iMFOOIUC835A10

2.5.P5,MO.6

材部コー ド・費4オコー ドM345
32QDOl

承認図提出 部

TR提 出

取鋭提出

　

.
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い

こ
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す
納
さ
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さ
ま
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鶴
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ク
を
号
険

n
だ

ツ
項
番
保

7
た

工
事
又

.
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ず
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日
承
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必
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御
文
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は
金

文

・注
記
件
課

注
は
ず
現
物
公

は
合
必
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書
場
は
書
類
内

はきとた

・

し
す
見
ま
疑
り
を
あ
良
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不
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く
,」

つ
る
結
す
に
来
任
講
者
を
の
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の
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そ
も
金

句
き
て
領
富
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●
で
害
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し
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際
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件
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尚
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書
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取

00

回数 納 期 分割数量 (注)L

2

4.

5

部

分
割
納
入
条
件

t

2

3

1・憲 撒 ㌶ 蕊 籔b。。支。_
は63年12月 発行の"支 払い条件ご通知・によります.
8,'の 単価は,単 価を示していますので折返し見積書をご提出下さ

い.

9.保 欄に.H鈴 の表示がある場合は,納 品書に 保 品の表
示し納ん
10.請 負仕様書がある場合は,承 認.T.R,取 眼の提出は仕
様書によること・

デ ン日 L62

この契約を解除

XQ

02

4

1

図5-9 注文書の例
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(2)EIAJ取 引情報化対応標準 によるメ ッセージ例

前記の注文書 をEIAJ取 引情報化対応標準 によ りメ ッセー ジ化 した例を次に示す。

EIAJメ ッセ ー ジ例

〔伝 送 メ ッセ ー ジ〕

竺!1:;::1??::::;ll::9??III:;;;:::::II1::1;

i巨1;ll;… 一 ・5・…5-… ・一

第

ニ

レ

コ
ー
ド

DOOOO13030010034930020040501003006891110004009

108420171005009999999999007011576MFUG8350

090011011006891110012002PCO130053500001400110150

0661000001600521350018002E9019020JISC5141C16

EL(Z)1000200011022030ア ル ミデ ン カ イ コ ン デ ンサ16VDC,1

00UF,+-20%024007532QDO1#0310068912050320063

00000$031006891220032006310000&0050911

Eコ ウ ギ ョ ウ05700120590011?

ラ00005312000000000001600000000010000E{

第

三

レ

コ
ー
ド

〔凡例〕 半角数字 はバ イナ リー2文 字で1バ イ ト

#:マ ルチ明細開始$:マ ル チ明細 改行

&:マ ルチ明細終了?:レ コー ドトレーラ

全 長=421バ イ ト
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(3)ISO9735に よ るメ ッセー ジ例

前記 の注文書をISO9735に よ りメ ッセージ化 した例を次 に示す。

メ ッセー ジ化に当 っては次 の前提をおいた。

① 現在のISO9735で は漢字,か な,カ ナの使用 は不可 であるが,便 宜上カナで表

記 した。

② 個数を表す単位の表現が不明なため,「 コ」 と表記 した。

③ 分離符号 として次 の ものを使用 している。

データエ レメン ト分離符号:+(正 符号)

構成データエ レメ ン ト分離符号::(コ ロ ン)

セグメン ト終 了符号:'(ア ポス トロフ ィー)
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ISO9735メ ッセ ー ジ例

(1)

2

3

4

5

6

7

8

9

(

(

(

(

(

(

(

(

(10)

⑪

⑫

⑬

ω

⑮

⑯

㎝

㈱

⑲

UNB十UNOA:1十108420171:ZZ:108400十999999:ZZ

十891110:2032十1110-001十 十 十 十1'

UNH十493十 〇RDERS:2:2:JP'

BGM十105+5761MFUG835十891110+00'

CTA+PD+E9:ノ ダ+078-652-0000:TE'

NAD十BY十10'8420171:ZZ'

NAD十SE十999999999:ZZ'

DTM十 〇 〇4十891110'

UNS+D'

LIN+1+4+JISC5141C16EL(Z)100:JIS+532QDO1

:BP十40:610:コ 十35.00:CT:1:コ 十+21350'

IMD+F+08++ア ル ミデ ン カ イ コ ンデ ン サ ー:16VDC,100μF,?+-20%

:ハ イ ニ ップ ルD10,H12.5,P5,MO.6

:セ イ ゾ ウ メ ー カEコ ウ ギ ョ ウ:S761MFOOlUG835AIO'

SCC十1'

QTY+44:300:コ'

DTM十 〇 〇2十891205'

QTY+44:310:コ'

DTM十 〇 〇2十891220'

UNS十S'

TMA十21350'

UNT十17十493'

UNZ十1十1110-001'

19セ グ メ ン ト/489バ イ ト
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(4)ANSIX12.6に よるメ ッセー ジ例

ANSIX12.6に よ りメ ッセー ジ化 した例を次 に示す。

メ ッセー ジ化 に当たっては次の前提 をおいた。

①ANSIX12.6で は漢字,か な,カ ナの使用 は不可であ るが,便 宜上 カナで表記

した。

② 個数を表す単位の表現が不明なため 「ココ」 と表記 した。(最 小長02と 定義 されて

い るため)

③ 分離符号 として次の ものを使用 している。

データエ レメ ン ト分離符号:*(ア スタ リスク)

セ グメ ン ト終了符号:NL(ニ ューライ ン)

ANSIXl2メ ッセー ジ例

1

2

00

4

5

C
U

(7)

(8)

9

m

U

認

ST*850*0493NL

BEG*00*NE*5761MFUG835*2**891110NL

N1*BY**ZZ*108420171NL

PER*BD*ノ ダ*TE*078-652-0000NL

N1*SE**ZZ*999999999NL

PO1**610*コ コ*35.00*CT*JI*JISC5141C16EL(Z)1

00*IN*532QDOINL

PID*F**ER*ZZZZ*ア ル ミデ ン カ イ コ ン デ ンサ ー,16VDC,100μF,

+-20%,ハ イ ニ ッ プ ルD10,Hl2.5,P5,MO.6NL

PID*F・ 〆*ER*ZZZZ*セ イ ゾ ウ メ ー カEコ ウ ギ ョウ,

S761MFOOlUG835A10NL

SCH*300*コ コ****002*891205NL

SCH*310*コ コ****002*891220NL

CTT*1*610NL

SE*12*0493NL

12セ グ メ ン ト/358バ イ ト
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ル ールのJIS化 につ いてシ ンタ ックス第6章





6.シ ンタ ックス ・ル ー ル のJIS化 につ いて

本検討で は,最 近の急速なEDIの 普及,進 展を考慮 し,将 来 のEDIネ ッ トワーク拡大時に

おける相互接続性の確保のため,シ ンタ ックス ・ルールのJIS化 を目標 として,JIS原 案の

ベースに成 り得 る既存の シンタ ックス ・ルールの調査,分 析 を行 った。その結果 に基づ き,JI

S原 案のベ ースを,既 存の シンタ ックス ・ルールの中か ら一種選 び,来 年度(平 成2年 度)に 予

定されているJIS原 案作成 に備 えることとした。

本検討で取 り上 げた既存の シ ンタックス ・ルール は,

①ISO9735(EDIFACT:ECE標 準)

②ANSIX12.6(米 国標準)

③EIAJ標 準(⑧ 日本電子機械工業会の標準)

の3種 で,い ずれ も実 際に使用 されて いる ものであ る。 これ らの規格 の概要 は前章(第5章)で

紹介 しているが,各 規格 の詳細 は付属 資料を参照 されたい。 この3種 を検討の出発点 とした理 由

は,次 のよ うにな る。

①JIS原 案 は,業 界横断的規格で なけれ ばな らない。

② 産業情報化推進 セ ンターにおける昭和60年 度以来の研究成果を見て も,ま た欧米での実

例で も,業 界横断的規格 には,可 変長方式が必要 になる。

③ 国際協調の観点か ら,国 際標準(ISO9735)あ るいはEDIFACTプ ロジェク ト

における第2レ ベル(情 報表現規約)の 基本構造 と整合 して いる必要が ある。すなわ ち,標

準 メ ッセージ,シ ンタ ックス ・ルール,デ ー タ ・エ レメ ン トで体系化 され た規格であ る必要

があ る。

④ 以上 の条件か ら,我 が国で一般 的に使用 され ている固定 フ ォーマ ッ トの規格 は,検 討対象

外 とな る。

⑤ 現在,実 用化 されている可変長の規格 は,上 記3種 とヨー ロッパで使用 されて いるTDI

規格,そ れ に我が国の海運業界で使 用されてい る規格である。但 し,TDI規 格 は新規の普

及 は停止 され,今 後 はEDIFACTに 移行す ることと,海 運業界の規格 は,基 本体系が③

の よ うにはな って いない ことか ら,検 討対象 は,上 記3種 になる。

調査,分 析結果 か らは,今 年度 はJIS原 案のベー スとす る規格 の候補を,一 本化す る ことは

で きなか った。従 って,来 年度 さらに多角的な調査,分 析を行 いJIS原 案作成 に関す る基本方

針 を固 める必要が ある。以下に,今 年度の調査分析に基づ く,JIS原 案候補選定 に関する検討

結果を示す。
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6.1JIS化 のポイ ン ト

本節では,今 年度 の調査,分 析作業 結果に基づ く,委 員 および業界の,シ ンタ ックス ・ル ー

ルのJIS化 に関する見解 を,集 約 して示 す。表6-1は 各委員の見解 を,JIS化 に関 して

考慮すべ き事項 ごとにまとめた ものであ る。意見4,8,9お よび10を 除き委員個人の コメ

ン トになっている。なお,第6.2節 は全文 である。今後,こ れ らの意見 を十分考慮 して,JI

S化 の検討 を進め る必要がある。

(1)JIS化 のベ ースとすべ き既存の規格

本検討 は,ISO9735(EDIFACT:ECE標 準),ANSIX12.6(米 国

標準)そ してEIAJ標 準(㈲ 日本電子機械工業会の業界標準)の 中か ら,JIS化 の候補

を1本 に絞 ることを 目標に スター トしたが,表6-1で も示 されてい るよ うに,全 委員 の一

致するJIS化 の候補を見出す ことはで きなか った。

しか しなが ら,上 記3つ の候補の うち,国 際標準が制定 されている現在,ANSIX1

2.6に ついては,国 際標準 と異 な り米国の規格で あることか ら,国 際協 調上,今 後の検討 か

ら外すことで,大 方の意見が一致 した。その結果,以 下に示 す3つ の方 向が今年度 の課題 と

して集約 された。

①EIAJ標 準をベースにJIS化 を行 う。

②ISO9735を ベ ースとしたJIS化 を行 う。

③ 適用業務 の性格,特 徴等に応 じ,ISO9735,EIAJ標 準のそれぞれをベ ース

に した複数 のJIS化 を行 う。

但 し,①,② については,国 際EDIに はISO9735を そのまま用い る。

EDIFACTをJIS原 案のベースに推す理由 として は,

・EDIFACTは 国 際標準で ある。

・EDIFACTが 普及 している欧米 と我が国 との商習慣の違 いにっいては,標 準 メ

ッセージとデータ ・エ レメン ト・デ ィレク トリーの工夫で吸収可能であ る。

・ 理論的に整然 と した体系にな っている。

・ 貿易業務に適用 した場合の メ リッ トが大 きい。

などがあ り,一 方,EDIFACTの 問題点 として,

・ 規格がかな り複雑で あ り,ベ ンダーによる変換 サー ビスな どが不可欠であ る。

・ トラ ンスレーターの効率が悪い可能性があ る。

・ 標準 メ ッセー ジとデータ ・エ レメン ト・デ ィ レク トリーの工夫 を行 った場 合 ,国 際

標準(こ の場合の標準 とは,ECEの 標準)と の兼ね合 いで,か な り複雑な メンテナ

ンスが発生する。

・ 『漢字』あ るいはrカ ナ文字』の使用 につ いて
,ス マー トな解決策が現在の ところ
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ない。

な どの指摘が あ り,EIAJ標 準 を推す場合の有 力な根拠 にな っている。当然,EIAJ標

準の場合には,基 本的 に我が国の商習慣 に合 っている ことにな る。

(2)JIS化 され た シンタ ックス ・ルールが具備すべ き条件

JIS化 され た シンタ ックス ・ルールには,キ ャラ クタ ・セ ッ トに漢字(す なわ ち2バ イ

ト系の文字)と カナ(1バ イ ト系の文字)の 含まれる ことが必須条件であ るとい う点で,各

委員 の意見が一致 した。 この結果,ISO9735をJIS化 して国内で用いる場合 には,

文字 セ ッ トの拡張機能を追加す る必要のあることが明確 になった。

(3)シ ンタ ックス ・ルール以 外にJIS化 すべ き規格

シンタ ックス ・ルールをJIS化 す ることについて は,大 方の委員が支持 して いるが,他

の第2レ ベル(情 報表現規約)の 要素 一 標準 メ ッセー ジ,デ ー タ ・エ レメン ト・デ ィレク

トリー 一 にっ いて は,業 界 ごとのEDIの 進展度合 いが異な ることか ら,JIS化 か ら業

界標準 まで,種 々の意見に分かれている。 しか しなが ら,実 用に供す るもので あれば,段 階

的にJIS化 す るのが望 ま しい と思われる。

ISOに は,ISO7372(UNTDED:国 連貿易デ ータ ・エ レメン ト集)が あ り,

米国標準では,ANSIXl2の 一連の規格(ANSIX12.x)と して規格化 されて

いるが,我 が国で も,こ れに準 じた形にすべ きかど うか,今 後十分な検討が必要であ る。

(4)JIS化 の時期

シンタ ックス ・ルールのJIS化 の時期 については,可 能な限 り早期に とい うことで,各

委員 の意見はおおむね一致 した。 しか しなが ら,早 期のJIS化 を指向す るが ため に,十 分

な検討をせず に不完全 な形 でJIS化 をす るのは,避 けなればな らない ことは,当 然であ る。

⑤ 規格の メンテナ ンス

ビジネ スプ ロ トコルの規格(第2レ ベル(情 報表現規約))は,EDIに 関す るニ ーズの

変化 につれて変更す る必要があ り,か つその頻度 も少 な くない ことが予想 され るので,規 格

の管理運用方法 を検討す る必要が あるし,JIS化 の時 に も考慮すべ きだ とい う意見が ある。

標準 メ ッセー ジ,デ ータ ・エ レメ ン ト・デ ィレク トリー,デ ー タコー ドな どは,標 準 に関す

る情報の入手が,容 易 に行え る体制の整備が必要 である。

(6)そ の他

その他,JIS化 された新規格の運用 に必要な周辺整備、例えば規格 の管理運用体制の確

立、新 しいJISシ ンタ ックス ・ルールを使 うために必要な ソフ トウェア(ト ランス レータ

ー)の 整備 そ して新規格の解説書の整備等が不可欠であ るとい う意見があ る
。さ らに,情 報

・通信 システムとの セ ッ ト化,既 存のEDIと の併存,そ して既存のEDIか らのスムーズ

な移行を考慮すべ きとの意 見 もある。
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メ ンテナ ンスの問題か ら,シ ンタ ックス ・ルール とい う詳細規格 はJIS化 せずに,大 枠

(モデル)の みをJIS化 す る方が よいとい う意見 もあ った。
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表6-1各 業界(委 員)か らの意見一 覧表

項番号
⑳

調査分析結果 に対す るコメン ト
JIS化
すべき規格

シンタックス・ルール

の ベ ー ス

シンタックス・ルール

JIS化 の 時 期
考 慮 点 周辺整備 そ の 他

1

　

規格の複数化は避け スべきであるが, (国際用) (国際用)

　　　

国内用の規格に

　 　　

第1レ ベル
EDIFACTは 国内EDI向 けには シンタックス・ルール EDIFACT できるだけ早 く は漢字の導入が (情 報 ・通信 シ

機能が大 きい過 ぎること,日 本国内の SM 必須 ステム)のOS

独自の事情をEDIFACT(国 際標 DED 1化

準)に 反映させるのに時間がかかり過 (国内用) (国内用)
ぎる等 の ことか ら,一 本化 は難 しい。 シンタックス・ルール EIAJ標 準

DEDの 大枠等

2 国内では業界横断的規格がないため, EDIFACT 規格書の構成 コ ンバ ーターの

現在,業 界横断性と国際性を兼ね備え シ ン タ ッ ク ス ・ (原則として無 できるだけ早 く 漢字の導入が必 導入用ガイ ド, 充実
たEDIFACTを 用いて標準化する ルール 変更でJISに 須 解説書等に工夫
ことは,国 内中心 のア プローチ による する) が必要
最適新規格作成より効率的である。

3 国内で普及していること,中 小零細企 運用管理体制の
業で も使えること,そ れにSM,DE シ ン タ ッ ク ス ・ EIAJ標 準 できるだけ早 く 漢字の導入が必 整備。
Dと の整合性を考慮 して,シ ンタック ルール 要 関係者による常
ス ・ルールを決 め る必要が あ る。ED 他は様子をみて 段委員会の設置
IFACTをJIS化 しな くて も,E JIS化 な ど。

DIFACTを 否定 したことにはな ら

な い。 コ ンバ ー ジ ョンな どで対 応す る

ことがで きる。

4 国内のデータ交換におけるニーズを, データ交換の大 あえて選択する 無理 して早期に ユーザーが シンタックス・ル

すべてEDIFACTで 吸収す るのは 枠 場合はEDIF 行う必要はない 一ルを意識せずに

難 しいと考えられ,EDIFACTを ACTベ ー ス 使え るように,

ベ ースに して も,か な り異 な るシ ンタ (結果としてで ツールの整備が必

ックス ・ルールにな る可能性 があ る。 きるJIS原 案 要。

基本的 には,詳 細な シ ンタ ックス ・ル はEDIFAC ユーザー・システム へ の

一ルのJIS化 は 避け ,デ ータ交換の Tと は異なる) 影響を少なくす
大枠に留めるべ きである。 る必要がある。

5 産業横断的なEDIの 普及 ・促進のた あえて選択する
め に シンタ ックス ・ル ール のJIS化 シ ン タ ッ ク ス ・ 場合はEDIF
が必要。EDIFACTが 開発された ルール ACTベ ー ス

経緯か ら,こ れをベー スにすべ きであ
る 。



怠

項番号 調査分析結果に対す るコメ ン ト
JIS化
すべき規格

シンタックス・ルール

の ベ ー ス

シンタックス・ルール

JIS化 の 時 期
考 慮 点 周辺整備 そ の 他

6 国際的対応を第一に考慮 し,EDIF シ ン タ ッ ク ス ・ あえて選択する リー ズナブルな EDI規 格管理 日本語EDIF

ACTを 選択する。EDIの 発展段階 ル ール 場合はEDIF 原案ができた段 漢字の導入 運用体制の整備 ACTの 国際的

を考慮 して,JIS化 の対象を決定す デ ータコー ド ACTベ ー ス 階で速やかにに 認知の必要性

る 。 JIS化 す る。

7 全銀手順/J手 順が使えること,可 変 シ ン タ ッ ク ス ・ 3種 の 中か ら, 国際標準と国内

長で効率がよいこと,漢 字が使えるこ ル ール 国内EDIに 最 漢字の導入 標準の一致にこ

となどを考 慮 し,シ ンタ ックス ・ルー (SM,DED 適なものを選択 だわる必要はな

ルを決めるべきである。 後日段階的に) い 。

8 国際的であると同時に我が国個有状況 シ ン タ ッ ク ス ・

が考慮 されていること。輸送業の営業 ルール EDIFACT できるだけ早 く 漢字の導入

用にも,輸 送機材の調達用にも使える ベー ス

ことが考慮されるべ きである。

9 シ ン タ ックス ・ルールは純粋 に技 術 に シ ン タ ッ ク ス ・

係わる事項であり,論 理の世界である ルール EDIFACT できるだけ早 く 運用管理組織の

ISO化 で内容が安定 し,論 理構造に (後 日,SM, 設置

矛盾がないEDIFACTを 重視すべ DED)

きである。運用を弾力的に行えばわが

国国内での使用で も問題はない。

10 使われているシンタックス技法の効率 シ ン タ ッ ク ス ・ EIAJ標 準 日本標準は,い

性,中 小企業などへの適用,漢 字使用 ルール (国際EDIに できるだけ早 く 漢字の導入 つれ国際標準と

の問題など技術的に優位にあるEIA SM,DED はEDIFAC して提案する。

J標 準を重視す る。国際対応は,コ ン T)
バージョンを含む弾力的運用で対処可

能であ る。

11 国際性を最大限に考慮した標準を行う
べきで,技 術面の問題に限定できるシ シ ン タ ッ ク ス ・ EDIFACT 漢字の導入

ンタ ックス ・ルールの標準化を行 うべ ルール ベ ース

きで ある。

(注)SM:ス タ ン ダ ー ド ・メ ッセ ー ジ,DED:デ ー タ ・エ レ メ ン ト ・デ ィ レ ク ト リ ー



6.2.各 業界(委 員)か らの意見

各業界又は委員の見解 の全文を6.2.1～6.2.11に 示す。意見8は 企 業を代表 し,意 見4は 鉄

鋼業界を,意 見9は 海運業界を,意 見10は 電子機械工業界 をそれぞれ代表 した意見である

6.2.1シ ンタックス ・ルールJlS化 に対す るコメ ン ト(意 見1)

(1)JIS原 案のベースにすべ き既存規格

国内で使用す るルール と国際間で使用す るルールの2つ をJISの 中 に組 み込む ことと

し,国 内用 は㈲ 日本電子機械工業会のEIAJ標 準,又 国際用 はEDIFACTを ベ ース

とす る。

(A)EDIFACTを ベースとす る理由

① ワーキ ング ・グループの中で検討 した3つ の シンタ ックス,お よび関連 記事等か ら,

米国 における税関当局がEDIFACT採 用を行 う等,国 際的なEDIに おいて はA

NSIX12よ りEDIFACTが 今後の国際標準 と して普 及す る方向にある。

② 国際協調の観点か ら,国 際的機関によ り承認 され た標準規格 を尊重すべ きと考え る。

③ 特別 な問題点が見当た らない。

(B)EIAJ標 準 を国 内用 とす る必要性

EDIFACTが 国内のEDIに おいて普及で きる前提であれば,JIS標 準 と して

の2本 化 は避け るべきであ るが,以 下の観点 か らEDIFACTの 国内EDIへ の普及

はかな り難 しい と思 われ る。

① シンタックス ・ルールの複雑性 と企業内環境整備 の負担

EDIFACTは 今後予想 され る各国の大部分の標準 メ ッセージに対 して適用 して

い く目的か ら規格 自体が複雑であ り,ユ ーザーの理解が どこまで得 られ るか疑 問であ

る。

社内情報処理の固定 フォーマ ッ トか らの変換 は専用 ソフ ト・パ ッケージで対応 し,

このパ ッケー ジは何 らかの形でユ ーザーに提供 され る前提 において も,利 用す る為 に

は社内のデータ ・デ ィ レク トリー整備が必要 とな り,こ の環境整備 は数多 くのアプ リ

ケー ション ・システ ムを抱 える企業において,維 持管理作業が負担 になると思われる。

(同 じデ ィレク トリー整備で もEIAJベ ースは比較 的容易 と判 断 され る。)

② 国内固有 テーマの規格へ の反映

国内のEDIに お いては,例 え ば消費税対応項 目等 の 日本固有事情 の規格への反映

を早期 に行 う必要が あるが,こ れ らをEDIFACT規 格 とす るに は相 当長期間を要

す ることとな り,国 内標準普及 の阻害要因 とな るので はないか。
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(2)JIS原 案 と国 際標準 との関係

国際EDI標 準 と してEDIFACTベ ース,又 はそのままを適用 して い く方向で,J

ISと 国際標準 の整合性は問題 とはな らない。

また,国 内用EIAJベ ース と国際用EDIFACTベ ースの対応関係 は,何 らかの処

理 システムを経 由(固 定 フォーマ ッ トへ の変換)す ることが多 く,直 接,両 者 の変換を必

要 とす るケースは少 ないと思 われ る。

(3)JIS化 すべ き範 囲

① 国際EDIと しての規格 はEDIFACTの 規格範囲をその まま適用す る。

ディレク トリー,標 準 メ ッセー ジ,コ ー ド類 をその まま適用す ることは国内事情 にそ

ぐわない点 もあ るが,国 際EDIの 目的か らそのまま適用する ことが望 ま しい。

② 一方,国 内EDIの 規格についてはあま り厳密 な規格でな く,最 大公約数 的な部分 に

っいて設定 し(項 目タグ数な ど),企 業単位,ま たは業界単位 の個別取 決めをあ る程度

許す(デ ィレク トリーの一定部分を業界単位に分ける)方 式が,規 格の普及,維 持運営

の両面か ら得策 と思料す る。

(4)JIS化 の タイ ミング

① 国 際EDIに ついては シンタ ックス ・ル ール以前 の,伝 送制御方式等 に標準が設定 さ

れていない ことか ら(FTAM等 を採用 しようとす る方 向で はあ るが,ま だ実用例 は少

ない),本 格的な実施 は これか らと認識 され,で きるだけ早い時期にJIS化 す ること

が必要 と思われ る。

② 国内用規格 につ いて も,現 時点で相 当EDIが 普 及 してお り,今 後 さ らに拡大 してい

くと予想 されることか ら,JIS化 を実施す ることによ り,各 企業個別 の対応作業を早

期に解消す ることが必要 である。

(5)そ の 他

シンタックス ・ルールのJIS化 は今後 の実務的な適用評価 ・検討が必要 と思 われ るが,

併せて第一 レベル(利 用回線種類,回 線速度,伝 送制御手順等)の 国際規格 の早期設定を

強 く希望 する。

6.2.2シ ンタックス ・ルールJlS化 に対する コメ ン ト(意 見2)

(1)石 油化学業界における ビジネスプ ロ トコルへ の取組み

(A)経 緯

昭和59年7月,石 油化学工 業協会(参 加34社)は,高 度情報化社会が急速 に進展

しつつある ことに鑑 み,情 報 通信委員会(参 加24社)を 設置 し情報処理相互運用問題,

データ通信問題など,企 業活動の効率化,高 度化 に関す る諸問題 を検討す ることと した。
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昭和60年8月,同 委員会の下 に ビジネ スプロ トコル小委員会を設 置 し,企 業間デ ー

タ交換 の標準化の検討を開始 した。

昭和61事 業年度に他業界のデー タ交換の状況調査,お よび会員各社 の事例を通 じた

ビジネスプ ロ トコル標準化 の必要性の認識 とア ンケー ト調査 による詳細 な実態調査を実

施 した。

昭和62事 業年度には,前 年度調査結果か ら会員各社のニ ーズの高い 「商社 との取引」

を対 象 とし,合 成樹脂製品 の契約,受 注か ら代金回収 までの販売業務につ いてオ ンライ

ンによ るデータ交換の ビジネスプ ロ トコルの第1次 案を作成 した。

昭和62事 業年度 は第1次 案に対す る会員各社か らの意見および各社 での適用性 の調

査 を実施 し,第2次 案 としての改訂作業を実施,平 成元年8月 作業を終 了 した。引続 き

会 員各社 に第2次 案に対す るアンケー トを実施 し,そ の結果を基に平成2年2月 「石油

化学工業協会標準プ ロ トコル」 として制定 した。

(B)背 景

① 物流合理化のための運輸 ・倉庫会社 との企業間デー タ交換 は会員各企業 と もプ ライ

ベー ト・プロ トコルで実施済みであ り標準化要望 は少 ない。

② 一方,大 手商社,専 門商社 との企業間データ交換にっ いての必要性 は強 いが,そ の

実現性 には困難を感 じてお り,こ の分野の標準化が強 く望 まれた。

③ シンタ ックス ・ルールの標準化で は可変長型のANSIX12も 検討 されたが,

早期実用性の観点および特定相手先の業界 内プ ロ トコルと しての位 置付 けか ら固定長

型 を採用 した。

④ 他業界 にまたが るシンタ ックスの標準化が実施 された場合は,コ ンバ ーター等 の ツ

ールによる変換が可能 と考え
,デ ータ定義 および標準 メ ッセー ジの検討 に重点をおい

た。

(2)シ ンタックス ・ル ールにつ いて

前述 の通 り,石 油化学業界では シンタ ックス ・ル ールに関 しては他業界 にまたが る(国

内,国 際)標 準化の動 向に合わせて対応す ることが,今 後の課題 とな っている。

以下,委 員 と しての意見を記す。

(A)原 案 とす る既存規格

① シンタ ックス ・ルール と しての良否よ り,国 際的標準 として主流 になると考え られ

るル ールを選択 する。

UN/EDIFACT,ANSIX12で はEDIFACTが 主流 になると考 えて

よいと思われ る。(政 治的背景等 も勘案 し識者の判断をお願 い致 した く)

② シンタ ックス ・ルール(技 法)と しての評価は評価のポイ ン ト(機 能,使 いやすさ,
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変換効率,等)を 定めて行 う必要があ るが,こ の評価 ポイ ン トを揃 える こと自体,種

々の視点か らの見方があるので,い わば一長一短 との結論 にな らざ るを得 ない。 この

観点か らの検討では優劣は決 め難 いと考え る。

EDIFACTラ ポ一夕の説 明で は 「両者間では75%互 換性 あ り」 といわれ,一 方,

INPUT社 は 「両者 は完 全に異 なって いるが技術的 には変換が可能である」といわ

れている。両者間で大枠 と しては,大 差が無い と考えて よい と思 う。

(B)JIS原 案 と国際標準(EDIFACT)と の関係

① 基本的 には国際標準その ものを国内標準(JIS原 案)と する。

② 標準化をよ り受 け入れ られ易 くす るためには,国 内で閉 じるEDIが 国際EDIよ

り遙か に多い実態か ら見て,国 内を中心 に したアプ ローチは重要 である。

しか しなが ら,以 下の観点か ら敢えて シンタックス ・ルールについては国内国外一本

化の方 向でのアプローチが よいと考 え る。

・ 国内のEDIは 現状で は業界内がほ とんどであ り,シ ンタ ックス ・ルールを必要

とする業界横断のEDIに つ いては,ま だその緒 についた段階 にある と考え られ,

国内EDIの 標準化の普及,推 進 について も国際化への対応を含めた一本化 したア

プローチの方が,推 進 サイ ド,利 用サイ ド共進め易いので はなかろ うか。国内規格

が先行 した米国の混乱(?)は 避 けたい。

・ 例えば,企 業内データの変換,既 存規格の統合,国 際標準 とのハ ーモナイズのた

めには,コ ンバータ等の ツールの整備 は必須で あ り,こ れ らツール類の使 い分 け一

つ取 ってみて も複雑化 は極 力避 けるべ きであろ う。

利用者に とっては,企 業 内データの変換が最大の関心事であ り,こ れは シンタ ッ

クス ・ルールの問題 と言 うよ り,コ ンバ ータ等 ツールの使い易 さ,性 能の問題であ

ろ う。

・ 国内事情 の反映は,ビ ジネ スプ ロ トコル(シ ンタ ックス,コ ー ド,フ ォーマ ッ ト)

の中で はコー ド,フ ォーマ ッ トに係わ る課題 として重要であ る。

当然なが らシンタックスについて も,EDIFACT自 体へ我 が国の意見を反映す

る為の積極的な取組み は必要であ る。又,こ の過程 の中で国内用のサブセ ッ ト等の

設定 も必要に応 じて可能で はなかろ うか。

・ 貿易立国 としての我が国の立場 ,国 際社会か らの評価の観点か らも意義のあ る選

択 と考え られる。

(C)JIS化 のタイ ミング

JIS制 定の時期のいかん に係わ らず,可 変長 シンタ ックス ・ル ールについてのPR

等 は必要 と思われ る。特に現在,各 業界を中心に実施,あ るいは着手 されている標準化
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(ほ とん どが シンタ ックス ・ルールを伴わない固定長 と思 われ る。)に 対す る シンタ ッ

クス ・ルールが もた らす影響等が,明 らか になるよ うに してお きたい。

(D)JIS運 用 に必要な周辺整備等

① 規格の表現方法,導 入用 のガイダ ンス,解 説書等については国 内用 と しての工夫が

ほ しい。

② 漢字の使用 は必須。パ ソコン,ワ ープロとの連携について もニーズは多 いと考え ら

れ る。

③ 変換 ツールに関す る具体 的なイメージづ くりが(規 格検討 と併 行 して)必 要で ある。

6.2.3シ ンタ ックス ・ルールJlS化 に対す るコメン ト(意 見3)

(1)JIS原 案のベ ースにすべ き既存規格 につ いて

EDIFACT,ANSIX12,EIAJ標 準の既存3規 格 の うち,米 国国内規格

であるANSIX12は,国 際規格のEDIFACTが 制定済みであ る以上,JIS化

原案 として は対象外 と考え られ る。

残 る2規 格につ いて種 々比較検討 して選定す る必要があ るが,JIS規 格 となるべ きポ

イ ン トは,国 内で広 く普及す るもので あることが必要であ る。

この場合,単 に シンタ ックス ・ルールのみで普及の可否を比較す るのでな く,標 準 メ ッ

セー ジとデータ ・エ レメ ン ト集 とも併せて,使 用す るに当たっての簡易性(理 解の し易 さ),

国内習慣(取 引形態,言 語な ど)と の整合性を比較すべ きであ る。

電 力会社でのEDIを 考えた場合,大 企業 との間だ けで な く,地 元中小企業 とも連携す

る可能性があ り,JIS化 原案の候補 としては理解の し易 さで優れてい るEIAJ規 格が

適切で あると考え る。

(2)JIS原 案 とEDIFACTと の関係 について

JIS原 案 は国 内にお けるEDIに 適用 し,EDIFACTは 国外 との間のEDIに 適

用 させ るよ うに使 い分 ける方法を採 る。使い分 けの規定 につ いて は,EDIFACTを そ

のままJIS第2案 とす るJIS2本 立ての方法 もあるが,JISは1案 のみ と し,国 外

とのEDIはISO規 格 に従 うとい うや り方が 自然で ある。 これ は,日 本がEDIFAC

Tを 否定 した ことにはな らない。

一部 の企業において は
,JISとISOの 両規格が システムの 中で共存す ることになる

が,絶 対数 は少 な く影響 はあま り無 い と考え られ る。

両規格 によ るEDIメ ッセー ジの変換 については,そ の まま コンバ ージ ョンで きれば問

題 ないが,使 用文字(言 語)や 標準 メ ッセー ジの違 いによ りコンバ ージ ョン不可能な場 合

もあ り,帳 票ベースに戻 した上で再入力する ことが必要 になるか もしれない。
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(3)JIS化 すべ き範 囲について

シンタックス ・ルールは比較 的不変の ものであ り,JIS化 すべ きであ る。 また,使 用

コー ドにっ いて も統一の合意が得 られ次第JISの 中に取 り込むべきであ ると考 える。標

準 メッセー ジとデー タ ・エ レメ ン ト集 にっいて は,時 々変更 され る可能性があ り当面 は,

推奨程度に留めてお き,JIS化 の必要性にっいては,普 及状況を見 なが ら別途検討すれ

ばよいと考え る。

(4)JIS化 の時期(タ イ ミング)に ついて

情報通信技術の進歩によ り,各 企業共EDIの 対象業務 と相手先の拡大を考慮 し,か つ,

高速 ・大量データの連携のため,既 存の全銀手順やJ手 順は見直 しの時期 にきて いる。 こ

のため,シ ンタックス ・ルールや統一 コー ドはで きるだけ早 い時期(1～2年 以 内)にJ

IS化 すべ きである。

一方標準 メ ッセー ジとデ ータ ・エ レメン ト集 は
,JIS化 は適 当で ないが,推 奨 として

合意が得 られた ものか ら順 に広 く公開 し,追 加変更 を行 ってゆ くのが良い と思われ る。

(5)JIS規 格の運用管理方法について

JIS規 格制定後,広 く使用者 か らの意見を収集 し,こ れを反映 して維持管理 を行 うた

めには事務局機能 を持 った専任組 織が必要であ る。

また,使 用者か らの意見 に対 し変更 などの案を検討す るために,広 範 なユ ーザーやVA

N事 業者などの団体か らの専門家で構成 され る委員会組織 も常時設置され,必 要の都度検

討を行え る体制が必要 と考え る。

6.2.4シ ンタックス ・ルールJlS化 に対す るコメ ン ト(意 見4)

(1)JIS原 案 のベ ースにすべ き既存規格 として は何を選択 すべ きか

本件 は標準案がで きた場合 において もrJIS化 」よ り 「推奨 モデル」 としての位置付

けが望 ま しい と考え る。

ただ原案作成 に当た って は,海 外情勢 は賛否両論が ある もののrANSIX12」 よ

りrEDIFACT」 に傾 きつつ あるため,標 準化 ルールのベ ース としてrEDIFAC

T」 を選択す るのがベ ターと考 え る。

(2)JIS原 案 と国際標準(EDIFACT)と の関係 をどの よ うにすべ きか

国際間の情報授受 もさる ことなが ら,国 内における情報授受の面でrEDIFACT」

の規定だけで は不都合 な点が多 々発生す ることが想定 され る。

従 って この点を考慮 し,原 案 には日本の国内事情 をあ る程度織込みなが ら使用 に耐え得

るものを作 る必要があ り,結 果 と してrEDIFACT」 をベースとして も同一の もの と

はな らない類似案が出来上が る もの と予想 され る。
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(3)JIS化 すべ き範 囲又はJIS化 しないで残 してお くべき範囲

規定範囲 と しては 「バ ッチ伝送 」かつ 「可変長でのデータ授受 」のルール と位 置づ ける

に留 める ことと し,「 リアル タイム処理」あるいは 「固定長使用 の是非」 に関す るルール

化はすべ きでない と考 える。

(4)JIS化 した場合の変更手段 に関す る意見

オ ンライ ン ・デー タ授受の分野 は技術的な手法 も含め 日進月歩で あ り,現 時点で定 めた

ルールは数年後 には陳腐化す ることが十分予想 され る。

従 ってル ール化に当た っては基本的な部分 のみ に留 め,ル ール変更の頻度を少な くす る

よ う配慮 して ほ しい。

(5)JIS化 の タイ ミング

今後詳細を検 討 してい く過程で,各 界のSEや 専 門家 の評価を得 なが ら十 分な検討 を重

ねる必要があ り,拙 速 な成案決定やJIS化 は極力避 けるよ う要望 したい。

(6)JIS運 用に必要 な周辺整備の意見(コ ー ド等)

前記(4)でのルール化が基本部分 に留ま らず詳細に及ぶ ような場合 には,各 企 業 と公海間

の変換パ ッケー ジが必要 になると思われるが,い ずれ にせよユーザ ー側 はシンタ ックス ・

ルールを特 に意識 せず に使えるような環境整備がないとどのよ うな形のルールであろ うと

定着 しない もの と思われ る。

(7)そ の 他

データ授受 における標準方式を定める ことにっいて は,今 後開発を予定 してい る業界の

指針 と して,ま た海外 とのデータ授受,あ るいは本関連 システムの品質 ・設計 エ ンジニ ア

の確保等に役立 っ こともあ り,特 に異論 はな い。

ただ現在各業種 において部分的ではあるが企業間 システ ムの開発を終えてい る所 もある

ため,本 件関係 の各種規定の強制 によ り急激な変更を与え ることは極力避 け,各 企業の犠

牲を最小限に留 めるよ うな方向 に持 ってい く必要が あると考え る。

6.2.5シ ンタックス ・ルールJlS化 に対す るコメ ン ト(意 見5)

(1)は じめに

トラ ック業 を代表 して当委員会に出席 してい るが,ト ラック業界 は,ビ ジネスプロ トコ

ルの標準化 につ いて,業 界内に検討,推 進す る組織を有 して いない。

従 って,当 テーマについて も業界の コンセ ンサスを得ているわけではないので,私 見 と

して述 べる。

(2)業 界 の現状

トラ ック業を 中心 に考えた日常 的なデータ交換 は概ね以下の3パ ター ンに大別 され る。
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① 本来業務であ る荷主 との間の運送契約に基づ く取引よ り発生す るデー タ交換

② 資材等の購入によ り発生す る仕入先 との間のデータ交換

③ 連絡運輸会社 との間の荷物 の受 け渡 しおよ び精算 にかかわ るデ ータ交換

当社 の例で当てはめた場合,① にっいては,最 近 とみに大口契約荷主 との間で,オ ンラ

イ ンによ るデータ交換が増加 しつつあ り,プ ロ トコルは両者の話 し合 いによるが,J手 順

あるいは,全 銀手順 を使用するケースが圧倒 的で ある。

② については,現 在の ところ,ペ ーパー情報 によ り取 引が行われてお り,電 子取引は こ

れか らとい う状態である。

③ については,継 続 的な取 引先であ り,業 務が 限定 されて いるところか ら,当 社の社内

プ ロ トコルに統一 されている。

(3)今 後 の標準化 の動向

業 界では過去に伝票あるいは帳票 の標準化を何度か試みたが,業 界の構造が,

① 少数の大手企業が中小企業を系列化 して市場を寡 占 してい る。

② その他の企業は,特 定荷主に依存 しているか,地 域あ るい はサー ビスを限定 して他

との差別化を図 っている。

とい う状況下で,成 功 に至 っていな い。

しか るに,昨 今の情報化の進展 によ り,荷 主,同 業者,仕 入先等各取 引先 との間で,電

子データ交換の要請が強まり,と りわ け複数の業者 を利用する荷主サ イ ドか ら,ト ラ ック

業者 間の標準化に対す る期待が顕著 になって きている。

トラック業界は,そ の性格上,対 荷主 との データ交換 においては,荷 主業界側の仕様 に

依存す るケースが多 く,業 界の主体性が なか なか確保できない事情 もあ り,標 準仕様策定

には困難 も予想 されるが,業 界内標準 の策定 によ り,荷 主側にメ リッ トが還元で きると思

われ る 「路線 ・宅配 」業務での標準化をまず推進す る必要があ ると思 う。

(4)JIS化 について

産業横断的なEDIの 普及 ・促進 に当た り,ま ず シンタックス ・ルールをJIS化 する

ことは妥当 と考え る。

普及 ・促進 のため には,標 準が必要であ り,業 界の独 自性 あるいは業務の影響を受 けに

くい シンタ ックス ・ルールか らJIS化 す るとい う手順 も適切で あると思 う。

但 し,JIS化 に当た りどの規格 をベ ースにす るかとな ると,前 述の通 り,業 界内で整

理がつ いて いない状況のため,に わか に結論を 出すに至 っていない とい うのが正直な とこ

ろであ る。

ANSIX12とEDIFACTの それぞれの動向を踏まえ る必要 もあると思 うが,

EDIFACTが 開発 された経緯か ら考 えて,EDIFACTを 採用す るべ きで あろう程
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度の認識 である。

いずれに して も当業界のEDIは,荷 主側業種の動向によ り大 き く影響 を受 けるとい う

ことを強調 してお きたい。

6.2.6シ ンタ ックス ・ルーールJlS化 に対する コメン ト(意 見6)

現時点で は,自 動 車工業界 と して シンタ ックス ・ルールを評価 ・判断で きる状況 にはない。

このため,一 自動車 企業に席をお く個人 と しての意見を以下 に述 べ る。

(1)自 動車工業界におけ るEDIの 現状

① 現在,自 動車工業界各社 にとっては,企 業 グループ全体の効率を上 げるための川上 ・

川下統 合を狙い と した企業 グループ型EDIの 開発展 開が必要不可欠 な課題 とな って い

る。 このための情報ネ ッ トワー クを各社構築 中であ り,現 時点で は業界 を標準化す るこ

とす ら難 しい状況 にあ る。

② 一方,国 際化 による海外 開発子会社 ・生産子会社の展 開,外 国企業 との共 同開発 ・共

同生産 による海外 との取 引の増大,ま た輸入促進の観点か ら,外 国企業か らの部品輸入

の推進 などによる国際的な部 品受発注が盛ん とな って きてお り,国 際EDIは 避けて通

れない状況にある。

(2)JIS原 案 として

① 現時点で は,自 動車工業界 と してJIS原 案を既存の規格か ら選択で きる条件 は揃 っ

ていない。

強いて選ぶ とすれば,国 際規格 として認知 されてい るEDIFACTが 妥当であると

判断 される。

② 選択 の背景

当面,短 期的なEDIに っ いて,以 下のよ うに国際化 に伴 う非常 に複雑 な対応が予想

され る。

・ 国内での同一企業 グループ間でのEDIと して は,

固定長の企業グループ標準の採用

・ 国内同一企業 グループ以外 の取引先間 とのEDIと して は,

新JIS標 準の採用

・ 海外子会社 間で のEDIと して は,

固定長 の企業 グループ標準の採用

・ 米国系の 自動車会社 ・部 品メーカー間でのEDIと して は,

ANSIX12の 採用

・ 非米国系の 自動車会社 ・部 品メーカー間でのEDIと して は,

-83一



EDIFACTの 採用

③ 選択の理 由

規格の世界で は,実 際面でどち らが世界的な主流 になるかによ って決まるが,決 着 に

はまだ時間が必要であ り,当 面複数のEDI規 格で運用せざるを得 ないが,次 の理 由に

より現段階ではEDIFACTが べ 夕一な選択 と考え る。

・ 国際化を避 けて通れず複雑 な対応が予想 され る自動車工業界 としては
,中 長期 的な

観 点か らすで に世界で唯一 の国 際標準 と して認知 されているEDIFACTの 採用 に

よ り,既 存 の複数のEDI規 格か ら解放され る。

・ 国際標準化を考慮す るとANSIXl2は 実用的であるが
,EDIFACTは 理

論 的に優れてお りかつ国 際貿易 ・取引に有利であ る。

・ 世界貿易に占め る比重 の高 い 日本 として,世 界標準化へ積極的に貢献で きる。

なお,業 界標準化が困難視 されて いる自動車工業界 にも,EDIの 標準化検討 のため,

平成 元年10月,日 本 自動車工業会内に情報 システ ム ・ワーキ ング ・グループが発足 し,

今後 の自動車工業界 における標準化活動が期待 され る。

(3)JIS化 の範囲

JIS化 の範囲 は,日 本 におけるEDIの 発展段 階 によ って変化す るもの と考 え られ る

が,第 一段階のJIS化 の範 囲 として は,シ ンタ ックス ・ルールと基本的かっ業界横断 的

に共通 な コー ド類 とす る。

(4)JIS化 しない範囲

① 標準 メ ッセージ,デ ータ ・エ レメ ン トに関 しては,各 業界での標準化の進展度合 いが

異 なるため,業 界横 断的なJIS化 は時期尚早 と考 え る。

② 標準化がで きる業 界は,標 準 メ ッセー ジ,デ ー タ ・エ レメ ン トに関 して も,JIS化

され る新 シンタ ックス ・ル ール とコー ド類 に準 じていれ ば,業 界標準 として準JIS的

な登録がで きる工夫が必要 と思われ る。

(5)変 更手段

①EDI標 準 は,従 来のJIS規 格 と異 なり,バ ー ジ ョン管理が煩雑かつ頻繁 に行われ

る ことが予想 され るたあ,変 更管理 ので きる柔軟 なJIS規 格 とする必要がある。

② 国内 ・国際の両標準か ら規格 変更が発生するため,こ れ らの変更管理を行 う機関が必

要 とな る。

(6)JIS化 のタイ ミング

① 確信の持て る原案がで きた ら,早 期 にJIS化 の登録 をすべ きと考え る。

② 実採用 に関 しては各業界の実状に応 じた対応が必要で あ り明確な時期 は提示 しない。
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③ 現在,情 報ネ ッ トワー ク化が急激 に進行中であり,今 後EDIシ ステムを開発す る業

界 ・企業 には早急 に標準化の内容を呈示 し,二 重投 資を避 けるよ うにすべ きと考え る。

(7)必 要 な周辺整備

①EDI規 格維持機関 の設置

②EDIに 関わる既存の規格管理機関 との役割 ・調整方法の検討

③ 通信手段 ・情報処理手段のOSI化 の推進 ・早期実現

④ 通信料金の安価改訂

⑤ 各企業のEDI実 現のための,安 価 な技術的支援機関

⑥ 既存の各企業専用EDIか らJIS/EDIへ の変換のための財政 ・税制的処置

⑦ 情報化社会への法制上の積極対応

(8)そ の 他

① 既存の国際的 に通用 しているEDI基 準 とは異なる日本独特 の基準 を採用 しない。

② 日本語(平 仮名 ・漢字)のEDIFACTへ の登録の必要性

③ アジア ・グループの国際的EDI活 動の早急な組織化

6.2.7シ ンタ ックス ・ル ールJlS化 に対す るコメ ン ト(意 見7)

倉庫業界で は,㈲ 日本 倉庫協会の中に情報 システム委員会(全 国規模)と 情報 システム専

門委員会(在 京)を 組織 して,業 界の情報化を推進 してい る。

今回の シンタ ックス ・ルールのJIS化 にっいては,在 京の委員で構成 している情報 シス

テム専門委員会 に対 し,こ れ までの ビジネ スプ ロ トコル委員会およびWG1,WG2の 活動

状況の報告を行 い,JIS化 の意見 を求めたが,具 体案のない現段階で業界の意見 と して取

りまとめる ことは極 めて難 しいことか ら,今 回は委員個人 としての意見を次に述べ る。

(1)倉 庫業界 とEDI

倉庫業界で は,比 較 的早 い時期か ら荷主企業 との間でEDIが 進 め られて きた。通信回

線の 自由化以前 においては,荷 主がオ ンライ ン端末を倉庫会社の事務所 に置いて,デ ータ

を一方的 に流すよ うなケースも多 く見 られたが,最 近で は コンピュー タ同士 の本格的なE

DIが 普及 して きで いる。

倉庫会社 は,異 業種間(製 造業 と流通業等)の 結節点で商品 とデー タの受渡 しを してい

るため,図2-2の 「業際的EDI」 が ほ とん どで,「 業界横断的なEDI」 は,極 めて

まれであ る。 このため,業 界 としての標準化の必要性 はあま り感 じていない。関心 は専 ら

荷主企業 との間のEDIに ある。

(2)JIS原 案 についての考慮点

JIS原 案 について は,次 の ことを考慮す る必要があ る。
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① カナ,平 仮名,漢 字の使用 がで きること。

② 現在 日本 で普及 している全 銀手順,J手 順等の通信プ ロ トコルで利用で きること。

③ 完全な可変長 と し,圧 縮化 が図 られてい ること。(前 ゼ ロおよび後に続 くスペ ースの

よ うな意味のない文字 は省略,デ ータのない条件付 きセ グメン ト,エ レメン トの省略)

④ シンタ ックス ・ルールに限れば,国 際標準 も国内標準 もそれ程差が出 るとは思えない

ので,EDIFACT,ANSIX12,EIAJ標 準 を比較検討 し,最 終的 には国

内で最 も使 い易 いものを選んでベースにすればよいと思 う。但 し,検 討のなかでいずれ

も使 い勝手が悪 いとい う結論 が出れば,国 内標準 は別 に作ればよいと考 え る。 いずれに

して も,国 際標準を意識 しす ぎて使 い勝手の悪い ものだけ は作 るべ きで はない。

⑤ シンタ ックス ・ルールのJIS化 は ともか く,JIS化 後 の普及 とい う面 か ら見 ると

標準 メ ッセ ージやデ ータ ・エ レメ ン ト・デ ィ レク トリーの標準化が不可欠であると思 う。

シンタ ックス ・ルールのJIS化 だけが先行 して世 に出ると,全 く普及 しないか または

不完全な まま普及 し混乱を招 く恐れが あるので,JIS化 の タイ ミングは,標 準 メ ッセ

ージや データ ・エ レメン ト・デ ィ レク トリーの標準化 についての方針が明確 に出せ る時

期に合わせ る必要があ る。

⑥ 「倉庫業界 とEDI」 の中で述べたよ うに倉庫会社 のEDIは,業 際的EDIが ほと

ん どのため,さ まざまな業界の荷主 とEDIを 行 うことか らデー タ ・エ レメン ト・ディ

レク トリーが業界標準 として設定 されたので は,標 準化の意味がな くなる。 シンタ ック

ス ・ルールのJIS化 だけでな く,デ ータ ・エ レメ ン ト・デ ィレク トリー も国内標準 と

す る必要があ る。 この標準化がで きない場合 は,倉 庫業 にとってはデメ リッ トだけで メ

リッ トが ほとんどないことか ら普及は極 めて難 しい と思われ る。

この ことは製造業 と流通業の関係において も同 じことが言え ると思 う。

6.2.8シ ンタ ックス ・ルールJlS化 に対する コメ ン ト(意 見8)

当社をは じめ輸送 関係各社 にお ける取引は,本 来の事業で ある輸送その もの に係わ る運送

取 引と必要資材の調達 に係わる物品購入取 引の2つ に大別 され る。物品購入取引 は,そ の絶

対量が製造会社等に比べ著 しく少 ない こと,お よび複数 の納入会社等 とを結ぶ標準化 され た

データ交換方式が普及 していない ことか ら社 内在庫管理,発 注伝票処理の一部を コン ピュー

タで行 っているに過 ぎないが,運 送取引 にっいては自社 の保有す る コンピュータ ・ネ ッ トワ

ー ク網によ り
,予 約受付,集 荷,発 送伝票入力,運 賃料 金 自動計算,荷 物追跡,到 着報告,

配達完了等,注 文 に伴 う一連の作業 を コンピュー タを活用 して実施 してい る。最近で は,予

約端末を大口荷主等に設置す る傾 向にある。

この ような状況の もとで標準化 され るEDIは,運 送取 引 ・物 品購入取引両方 に適用可能
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な ものを望み たい。それ は,運 送取 引 ・物品購入取引が可能な標準的なEDI規 格 の普及 に

よ り,多 くの企業間 との効率的な取 引が可能 とな り同時 に取引規模の拡大が期待で きるか ら

であ る。

また,国 際取引に使用 され る標準 との整合性 あるいは同一化 も必要 である。当社 にお いて

も近年 は海上 コ ンテナ輸送 の需要が急速 に高ま ってお り,こ の需要に効率 的に応 じて い くた

めには国内取引 と国際取引に使用 され る規格 は同一で あるか,少 な くとも十分な整合性が図

られ ている必要がある。 この場合,日 本独 自の商習慣 によ り国際規格 に包含 されない事柄が

あ るとすれば,そ れ は今後の普及を現実的な ものにす るために独 自の仕様 を盛 り込むべ きで

ある。従 って,こ の標準は国際的であ ると共 に日本独 自の仕様が盛 り込 める柔軟性あ るい は

許容量の大 きな ことが必要 となる。

このよ うな観点か ら既存 あるいは現在開発 中のEDI規 格 を検討 してみ ると,下 記の理由

によ り"EDIFACT"を ベ ースに標準化を推進すべ きであ ると考え る。

(1)EDIFACTは 貿易取 引の膨 大な書類を電子データ交換 するために開発されつつあ り,

よって,そ の規格 はデータ ・エ レメン トの複合化 にみ られ るよ うに許容量の大 きな もので

あ ること。

(2)前 項 と同 じ理 由によ り国際取引の主流 にな り得 る性能 を有 し,よ って国内取引において

も前述 によ り同一規格を標準化する ことが望ま しい こと。

(3)輸 送 の形態,手 段 のデータ ・エ レメ ン トが準備 されてお り,貨 物輸送 メ ッセージの交換

が意識 的に開発 されていること。

(4)現 在進展 してい る ・F複合一貫輸送 」～複数 にわたる輸送形態を全体 と してと らえた輸送

の在 り方～ は,一 つの輸送を複数の輸送会社 にまたが りデータ交換 す ることが効率的で あ

り,EDIFACTの 交換ヘ ッダーの利用が期待で きること。

以上が,今 後の輸送関係に とってEDIFACTを ベ ースに標準化 する ことが望ま しい理

由であるが,こ の場合,当 該規格 には"漢 字"の 使用が当然意識 され ていない。当社 にお い

ては システムによ りカタカ ナの もの,漢 字の ものが現在混在 してい るが,ユ ーザーか らの漢

字化 の要望 は非常 に強 いものが ある。それは,漢 字化 によ る運用性 の向上が少な くないため

で ある。技術的な問題の解 決には時間を要すると考え られ るが,漢 字 の使用を規格 に盛 り込

む検討 は継続 す るべ きであ る。

6.2.9シ ン タ ッ ク ス ・ルー ルJlS化 に対 す る コメ ン ト(意 見9)

(1)は じめ に

EDIに 関す るJIS化 の取 組 み に お いて,ま ず シ ンタ ッ クス ・ル ール を対 象 と して選

定 した こ との識 見 は 高 く評 価 され るべ き もの と思 う。 時 宜 を得 た選 定 で あ り,こ のJIS
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化が実現 した暁には,我 が国にお けるEDIの 先導役 とな り牽引車 とな って,こ れを推進

してい くもの と期待 され る。

人類が 自然発生的 に手 に した言語の 「文法 」は,相 当後の世 にな って識者 によ って順次

体系づけ られて出来上が った ものであろ う。 しか し,EDIの シンタックス ・ルールは,

この言語 におけ る文法 に共通点が多い とは言 うものの,こ れが,EDIの 普及に先行させ

て制定すべ きであるとい う意味で,文 法 と完全 にその性 格を異 に している。

(2)JIS原 案のベースとすべ き既存規格

UN-JEDIグ ル ープが,国 際的なEDI標 準の二大勢力 と して有名なTDIとED

I(ANSIX12の 前身であ り,当 時EDIと 呼ばれた。)の 双方か らそれぞれ優れ

た機能 を抽 出 し,こ れ らを統合 して取 りまとめた ものを,ISOで 国際規格 と して最終仕

上げを行 ったのがISO9735で ある。 このISO9735を 除いて他 に適切 な既存規

格は存在 しない と確信す る。現在,国 際標準 と して鋭 意開発が進め られてい るUN/ED

IFACTの 中核を成すISO9735を その ままJIS化 す ることが望 ま しい。

本来,シ ンタ ックス ・ルールは純粋 に技術 に係わ る事 項であ り,論 理的 に組 み立 て られ

た世界であ る。従 って,こ れはアプ リケー ションか らは独立 し,こ の影響を受 けない もの

でなければな らず,実 際,そ の とお りのアーキテクチ ャで設計 されている。ISO973

5は すで に安定 してお り,変 動要因 も比較的少 ない。又,こ れのEDIへ の適用 では利用

者が 自らの都合に合わせて必要な機能 を取捨選択 しなが ら使用す るわけで,運 用 は弾力的

に行われ るものであ る。

ANSIXl2がUN/EDIFACTにmigrateさ れ るのに何年かか るか予想 はっ

かない。従 って,現 に米国やカナダで多 くの利用者が定着 してお り,さ らに整備が進 め ら

れているANSIX12を 我が国へ紹介す る必要 はあろ う。 しか し,ISO9735を

JIS化 した もの とANSIX12の それ とを二つのJISと して併存 させる ことは避

けなければな らない。JISの 二本立て に起因す る諸 々の不都合を避 ける必要が ある こと

と,シ ンタックス ・ルールに係わ るフ ォーマ ッ ト変換 は,VAN事 業者等が提供す るED

Iサ ー ビスによ って も対応可能であるため,一 方 のJIS化 のみで も特 に不都合 は生 じな

いことが理 由であ る。

(3)JIS原 案 とUN/EDIFACTと の関係

UN/EDIFACTの 中核 を成すISO9735を 対象 とすべ き ことについて は(2)で

既に述べた とお りであ る。我が国固有の事情に基づ く変更 と機能追加 は必要最小 限に留め,

原則 と してISO9735を 原型 のままJIS化 す る ことが望 ま しい。 しか し,ISO9

735を 直訳 した ものを,安 易にJISと して公表すべ きではない。

JISの 制定に当た って は,ISO9735を 邦訳 し,こ の内容を検討 し,仕 組み と機

一88一



能 とを十分咀噛 した上で,曖 昧な表現を極力避 け,適 宜補足説明を付 して,利 用者が理解

し易 い 日本語表現 とすべ きであ る。

(4)JIS化 の対象範 囲

JIS化 の対 象は,初 回の取組 みと して シ ンタックス ・ルールに限定す る ことが望 ま し

い。 これが一段 落 してか ら引 き続 いて,コ ー ドやデータ ・エ レメ ン ト集 にっ いて検討を開

始すべ きであ る。

その理 由は,こ れ らが シンタックス ・ルール とは異な って,既 存の各種標準等 との整合

性調査や技術評価,変 更管理が極端 に難 しく,シ ンタ ックス ・ルールのJIS化 とは比較

にな らない困難 な作 業を伴 うことが予想 され るか らであ る。

(5)EDI規 格の運用 管理

管理組織の設 置 と運営 に関 しては,特 にJIPDEC(CII),JASTPROお よ

びAsia&PacificRimEDIFACTBoard(仮 称)の 住み分けについて,関 係省庁や関係業界,

団体等の コ ンセ ンサスを得てお く必要がある。 さ らに,諸 外国か ら見 て奇異 な印象を与え

るよ うな組織 とな らないよう配慮 しなければな らない。

なお,海 運業界 とEDIと の係わ りは深 く,TDIの 揺篭期以 来の付 き合 いで あ り,既

に10余 年に及んで いる。従 って,EDI規 格 の運用管理のあ り方 につ いて は,海 運業界

として も重大 な関心 を有 してお り,運 輸省 をは じめ,日 本船主協会等 と協同 して 当業界の

意向 も十分に反映 され る必要が ある。

(6)JIS化 の時期

海運 界の国際性 につ いては改 めて述 べるまで もない。単 に海運 界の問題 と してで はな く,

国内のい くつかの業界 において既 に業務上EDIの 国際展開 は喫緊の問題 と して差 し迫 っ

て いる。我が国 にお いて,シ ンタ ックス ・ルールこそはJIS化 の対象 と して第一位の優

先度を もって取 り組 むべ きものであ る。

EDIFACT関 係者の来 日等で感 じられ るとお り,諸 外国か ら日本 に寄 せ られ る参画

や貢献 に対す る期待 は極めて強 い ものが ある。 また,我 が国独 自の ものを国内 に普及 させ

るな らば非関税障壁のそ しりを免れない ことは明白で ある。

独 自のプ ロ トコル によ り諸外国 との差別化を狙 うが如 き標準化 自体を対外 戦略の対象 と

すべ きではな く,国 際的な標準の上 に戦略 システムを構築す るとい う姿勢が肝要であ る。

6.2.10シ ンタ ックス ・ルールJlS化 に対す るコメ ン ト(意 見10)

(1)EIAJ標 準 につ いて

電子工業界では,㈲ 日本電子機械工業会(EIAJ)の 会員企業間の取 引 システ ムの標

準化を図 りEIAJ標 準 を制定 している。
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1988年9月 よ り8社 によ るデー タ交換 トライアルを実施 し,資 材 ・部品の受 発注業

務 において実用性 も検証 され標準の効果を確認で きた。そ して,現 在はEIAJ標 準 を利

用 した取引が業 界内で広が りっっあ る。

又,EIAJ標 準 は電子工業界だけでな く,将 来他の製造業界で同様 な業界標準を制定

した場合 に も取 引が可能 となるよ う考 慮 され ているので,他 業界での適用 も可能であ る。

(2)JIS原 案の制定 について

原案選定の検討 に当た って は,シ ンタックス ・ルールだけで な く,標 準 メ ッセージ集お

よびデータ ・エ レメ ン ト集 も含め,ビ ジネスプロ トコルを選定す るとい う立場で行 った。

EDIシ ンタックス ・ルールのJIS原 案候補 として は,現 在海外において標準化 され

ているEDIFACTお よび,ANSIX12と 日本のEIAJ標 準 を挙 げることがで

き,以 下 にその特長を示す。

①EDIFACT

ISOで 規格化 された国際標準で,海 外 との取引で は将来本標準に準拠 してEDIが

実施 され ると考え られる。

・ 現時点(1990 .2)で は標準化 され ているメッセー ジはrInvoice」 のみであ り,

取 引に必要 な標準メ ッセー ジが揃 うまで には しば らくの期 間が必要 と予想で きる。

・ 交換 レコー ドの構造 は送信デ ータを宛先別にまとめた 「交換 グループ」,情 報種類

別 にまとめた 「機能 グループ」,ト ランザ クシ ョン1件 分 の 「メ ッセ ージ」と階層化

し,デ ー タ交換の業務機能 に沿 った階層構造にな っている。又,関 連す るデータ項 目

を集め特定 の 「セ グメ ン ト」を構成 し,セ グメン トを組 合せ メ ッセー ジを完成す る。

・ データ項 目は当該 メ ッセ ージで伝達す る内容をより的確 にす る為に ,修 飾 データ項

目を付加 する。

(例)送 信者の コー ドを示す 「送信者識別 コー ド」項 目は,そ の コー ドを管理す る機

関を示 す 「機関識別 コー ド」項 目を修飾 データ項 目と して定義 してい る。

・ メ ッセー ジ,セ グメ ン ト,デ ー タ項 目は可変長であ り,デ ータ項 目毎の区切 りは,

デ リ ミター ・コー ドにより認識 す る。

・ 交換 で使用で きる文字 コー ド・セ ッ トは英数字 と特定 の記号のみであ る。

(片仮 名,平 仮名,2バ イ ト系文字 は現在規格 には登録 されていない。また,た とえ

登録 した として も,現 規格で1・2バ イ ト系文字混在のメ ッセージを作成す ることは

不可能)

・ 標準 メッセージの構造で はデ ータ項 目の繰返 し(Repetition)
,セ グメン トの入れ

子(Nesting)が 可能で ある。

・ シンタックス ・ルールで は,デ ー タエ レメ ン ト分離符号 を一文字 ごとにチ ェック し
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て検 出 し,さ らに繰返 し,ネ ス ト構造の暗示的解釈 を認めてお り,デ ー タ処理面での

確実性,効 率性 に問題がある。

・ 自由度 が大 きく,受 信者側での対応力が問題 となる。

②ANSIX12

米国の標準で あ り,米 国内では数多 く使用 されてい る。

・ 標準 メ ッセー ジも数多 く規格化 されてお り,現 時点ではEDIFACTに 比 べ実用

的な標準 と言 え る。

・ 交換 レコー ドの構造 など標準の特徴はEDIFACTと ほぼ同 じと考えて良い。

③EIAJ標 準

㈲ 日本電子機械 工業界が1989年 に制定 した標準で,標 準 メ ッセー ジな ど開発途上

にある。又,当 標 準によ るデータ交換の実績 はまだ少ないが,業 界内の各企業 は実施準

備中で あ り今後利用の拡大が予想 され る。

・ 日本国内 にお いて,利 用者が使用す るコンピュータ種別のいかんをで きるだ け問わ

ず,又,中 小企業で も容 易に利用で きる実用的な標準である。

・ 交換 データの レコー ド,デ ータ項 目は可変長で あ り,デ ータ項 目毎 の区切 りは交換

業務 における正確性および効率化 の観点か らレングス ・タグ方式を採用 して いる。

・ 交換 で使用で きる文字 コー ド・セ ッ トは英数字 ,特 定の記号の他,国 内取 引で必要

とな る片仮名,平 仮名,2バ イ ト系文字が使用 で きる。

・ 標準 メ`ッセー ジは国内取 引で相手先 に伝達が必要 なデータ項 目で組立 ててい る。

・ 交換 レコー ド構造で は レコー ド概念 を考慮 してい る。

今後,国 内各企業 において はEDI化 が国内取引を中心 に急速に進展す ると共 に,海 外

取 引について も取 引先か らEDI化 の要請が強 く求め られ,そ の対応が必要にな ると考 え

られ る。

海外取引においてEDIで 使用 され る標準 はEDIFACTあ るいはANSIX12

が使われ ることが予想 される。 しか しなが ら,EDIの 主流 は国内取 引での利用であ り,

JIS化 に当た っては,日 本国内でよ り会話 的,効 率的に利用で きる標準(EIAJ規 格

な ど)をEDIFACTと の関連を付 けなが ら行 うことが必要であ る。

(3)JIS化 の ポイ ン ト

① 国 際面

・ 国際的な標準 化の動 きと同調 を取 りなが らも,日 本の標準 と して世界 にア ピール し

承認 され るよ う働 きかける。

・ 国際取引の標 準 と してEDIFACTを 和訳 しJIS化 す るな どして,国 際標準 と

日本標準の位 置付 けや使用基準等を明確 に して お く。
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・ 国際標準策定の場に参画 し
,日 本のEDI戦 略や方 針について も国際標準 に組み込

あ るよ う努める。

② 国内面

・ 小規模な取 引において も活用で き,便 利,か っ有効 な標準 となるよ う考慮す る。

・ よ り多 くの企業や団体で活用で きるよ う官民一体 とな って 日本標準の制定 を行 う。

③ 技 術面

・ 容易 にシステム化で き,EDIFACTやANSIXl2へ の変換(又 はその逆)

も効率的 に行え る構造であ る。(特 にEDIFACTと の関連を考慮す る。)

・ 幅広 く活用 され るよ うな標準 とす る為
,シ ステムが小規模,小 コス ト,小 資源で構

築 できる構造であ る。

④ その他

・EDIFACTやANSIXl2等 の現 行の各標準 において
,特 に優れ た点等 を

調査 ・研究 し日本標準 に も反映 させ る。

(4)JIS化 の時期 にっいて

JIS化 の時期 としては,各 業界や団体等 が新 たな標準 を制定す る前が最善で あ り,早

ければ早 いほどいいと言 える。

6.2.11シ ンタ ックス ・ルールJlS化 に対する コメ ン ト(意 見11)

航空業界は国際的に業界内でのEDI標 準 化を推進 してお り,IATAと 無関係 に国内独

自の標準化を進め るの は困難であ る。

EDIに 関 し標準化の対象 は,シ ンタ ックス ・ルール,標 準 メ ッセ ージ,デ ータ ・エ レメ

ン ト・デ ィレク トリーが考え られ るが,JIS化 の範囲 として は当面 シンタ ックス ・ルール

に限定 して行 うのが望ま しい。理 由は シンタ ックス ・ルールは技術的な ものであ り,個 々の

業務か ら影響を受 けにくいか らであ る。一方,標 準 メ ッセー ジ,デ ータ ・エ レメ ン ト・デ ィ

レク トリーは個 々の業務に密接 に結 び付いているので,統 一的 なJIS化 はシンタ ックス ・

ル ール とは比較 にな らない困難が予想 され る。 む しろ,こ れ らのJIS化 は各業界標準 との

整合性 を保 ちっつ,必 要最小限の範囲 に留 めるべ きだ と思料す る。

シンタ ックス ・ル ールのJIS化 に際 しては,UN/EDIFACTの 中核であ るISO

9735に 基づ くことが望 ま しい。但 し,文 字 コー ド・セ ッ トに漢字,カ ナ,平 仮名の使用

を認めるよう,考 慮する必要があ ると考 え られ る。
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第7章 今 後 の 課 題





τ 今後 の課題

7.1ス ケ ジ ュール

平成元年度の結果に基づ き,次 のスケジュールでJIS原 案の作成を行 う。

(1)JIS原 案のベース とすべ き規格お よび範 囲の決定

国 際的強調 と同時に 日本の商習慣,言 語,効 率性等の諸点 も勘案 し,適 用範囲を十分考慮

しっっ,早 急にJIS原 案のベースとすべ き規格 および範囲につ いての結論を得 る。

(2)JIS原 案素案 の作成

(1)項の結論 に従 ってJIS原 案の素案を作成す る。

(3)素 案を もとに した,業 界 ヒア リング,ア ンケー ト等 によるフィージ ビリテ ィ調査

(2)項の素案を もとに して,業 界 ヒア リングを行 い,意 見修正の後,さ らに広 くア ンケー ト

を実施 して フィー ジビ リテ ィ調査を行 う。

(4)JIS原 案作成

工業技 術院か らの委託 に対す る報告 と してJIS原 案を作成す る。

7.2今 後の検討課題

(1)標 準モデルの明確化

EDIの 標準 モデルを確立す る必 要がある。

その主 な内容 は業務およびその業務 におけるモデル的運用であ り,ア プ ローチの方法か ら

検討す る必要が ある。

(2)帳 票(ま たはオ ンライ ン ・メ ッセー ジ)調 査

各業界 における帳票(ま たはオ ンライ ン ・メ ッセージ)項 目の調査を行 う。

既 にあ る業界標準がベースとな って調査が進め られ ることか ら,業 界標準が いまだ確立 さ

れていない業界 は何 らかの対策が必要で ある。

又,対 象 となる帳票 の種類 は,上 記 の標準モデルで決定 され る。

(3)デ ー タ ・エ レメ ン ト・デ ィレク トリー(D.E,D.)の 調査

D.E.D.と シ ンタックス ・ルールとの関係を分析 し,シ ンタ ックス ・ル ール作成の為

に必要 な条件を明確 にす る。
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(4)運 用の分析

システ ム運用 と シンタ ックス ・ルールの相互関係を分析 し,シ ンタックス ・ルール作成時

に考慮すべ き事項を まとめる。

(5)EDIの ための標準規格の普及 とメンテナ ンス方法の検討

シンタ ックス ・ル ールを始め とす る多種類のEDIの ための規格のオーソライズ方法(J

IS化,業 界標準 …),普 及 ・啓蒙 の方法 と体制およびメ ンテナ ンスの方法 と体制 を確

立する必要が ある。
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■ EIAJ構 文 規 則

は じ め に

使用文字 コー ド

構 造

マルチ明細(セ グメ ン トの反復)

数値デー タ項 目値の表現

文字デー タ項 目におけ るブラ ンク

省 略 時 解 釈

メ ッセー ジ ・グループ ・トレーラー

付 録

レコ ー ドの 「トー タル項 目」 の算 出

EIAJ取 引情報化対応標準1Aデ ータ交換規約(平 成 元年5月)よ り抜粋



1 EIAJ構 文 規 則(ア プリケーシ・ン・レベル・シンタ。クス・ルール)

1は じ め に

デー タ項 目等の情報は、本章で示す構文規則に従 ってコーデ ィング(編 集)し 、送信者か ら受信

者へ送 らなければな らない。

本章で規定 するのは、アプ リケーシ ョン ・レベルの電文構成法で あ り、 これを送受信す るための

通信 システムの規約 については、電送方式に関す る規約 を参照す ること。

2使 用文字 コー ド

使用 文 字 コー ドは、JISXO201の 中 か ら32個 の機 能 キ ャ ラ クタ を除 いた もの を標 準 とす

る。漢 字 につ い て は、当面 使 用 しない こ と とす る。

表1使 用文字 コー ド(JISXO201か ら機能キ ャラクタを除 く)

上4ビ ッ ト

(2進)

(2進)

下4ピ ッ ト

b8 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1

b7 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1

b6 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1

b5 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1

b4 b3 b2 b1 16進 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

0 0 0 0 0

機能

キ
ャ

ラ
ク
タ

SP 0 @ P 、 P

未

定

義

未定義 一 タ ミ

未

定

義

0 0 0 1 1 ! 1 A Q a q o ア チ ム

0 0 1 0 2 "

2 B R b r 「 イ ツ メ

0 0 1 1 3 # 3 C S C S 」 ウ テ モ

0 1 0 0 4 $ 4 D T d t 、 工 ト ヤ

0 1 0 1 5 % 5 E u e u ・ オ ナ ユ

0 1 1 0 6 & 6 F V f V ヲ カ 二 ヨ

0 1 1 1 7
'

7 G W 9 w' ア キ ヌ ラ

1 0 0 0 8 ( 8 H X h X イ ク ネ リ

1 0 0 1 9 ) 9 1 Y i y ウ ケ ノ ル

1 0 1 0 A * : J Z j z 工 コ ノ 、 レ

1 0 1 1 B 十 : K 〔 k { オ サ ヒ 口

1 1 0 0 C , < L ¥ 1 1 ヤ シ フ ワ

1 1 0 1 D 一 = M 〕 m } ユ ス へ ン

1 1 1 0 E ・ 〉 N 〈 n 一 ヨ セ ホ "

1 1 1 1 F / .? O 一 O DEL ツ ソ マ
o

(注)機 能 キャラクタ及 び未定義部分 は使用禁止
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3構 造

3.1交 換 構 造

1伝 送単位 は、1つ また は複 数 の フ ァイル で構成 され 、1つ の フ ァイ ル は、1っ また は複 数 の メ

ッセ ー ジ ・グ ルー プで構 成 され る。

1つ の メッセー ジ ・グル ー プ は、図1の よ うに構 成 され 、 この順 番 を守 らなけれ ば な らな い。 ま

た、1つ の メ ッセー ジ ・グル ー プ内の各 レ コー ドは、受 信 者 コー ドが同 一 で、情 報 の種 類 が 同一 で

な けれ ば な らな い。

図1メ ッセー ジ ・グ ル ープ

メ ・セ ー ジ・グルー プ ・へ ・ダ ー ・レ コー ド+1デ ー タ … 一 ド1+… …+メ ・セ ー ジ ・グル ー プ ・ト・一 ラー … 一 ドー
デー タレコー ドは1つ また は複数

デ ー タ レコー ドは、可 変長 の レ コー ド と固 定長 の レコー ドが あ る。 可 変長 の レコー ドは、1つ の

レコー ド ・ヘ ッダー と、1つ また は複 数 の デ ータ ・セ グ メ ン トそ してミ1つ の レ コー ド ・トレー ラ

ーで構 成 され る。 固定長 レコー ドは、1つ の レ コー ド ・ヘ ッダ ー と、1つ の デー タ ・セ グ メ ン トで

構 成 され る。

可変 長 の レコー ドの交換 の階層 構 造 は 図2.1、 固定 長 の レ コー ドの交換 め階層 構 造 は図2.2を

参 照。
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図2.1可 変長のレコー ドの変換 の階層構造
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◆ノ

メ

ク

メ ツ セ ー ジ

グ ル ー プ

メ ッ七一 ジグループ メッセー ジ ・グループ

ヘ ッ ダー ・レ コー ド

トラ ンザ ク シ ョン

レ コー ド

メツセージ'グ ループ

トレーラー ・レコー ド

トラ ンザ クシ ョン

...

デ ー タ レ コ ー ド

1

デ ー タ レ コ ー ド

2

デ ー タ レ コ ー ド

n

デ ー タ レ コ ー ド
レ コ ー ド

ヘ ツ ダ ー

デ ー タ

セ グ メ ン ト

デ ー タ

セグ メ ン ト

ド

一

一
ラー

コ

レ

レ

ト

デー タセ グメ ン ト

',」工

頂 目NO レ ン グ ス デ ー タ

図2.2固 定長の レコー ドの交換の階層構造

伝 送 単 位 1フ ァイル

単 位

1フ ァイル

単 位

1フ ァイル

単 位

フ ァ イ ル 単 位 メ ツ セ ー ジ

グ ル ー プ

メ ツ セ ー ジ

グ ル ー プ

メ ツ セ ー ジ

グ ル ー プ

メ ッセージグループ メ ッセー ジ ・グル ープ

ヘ ッダ ー ・レ コー ド

トラ ン ザ ク シ ョ ン

レ コ ー ド

メ ツセ ー ジ ・グル ープ

トレー ラー ・レコー ド

トラ ンザ ク シ ョ' デ ー タ レ コ ー ド

1

デ ー タ レ コ ー ド

2

デ ー タ レ コ ー ド

n

可

変

長

レ

コ

ー

ド

・
固

定

長

レ

コ

ー

ド

と

も

同

じ

デ ー タ レ コー ド レ コ ー ド

ヘ ツ ダ ー

デ ー タ

セグ メン ト

ー タ セ グ メ ン ト デ ー タ
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3.2メ ッ セ ー ジ ・グ ル ー プ ・ヘ ッ ダ ー ・レ コ ー ド、 メ ッ セ ー ジ ・グ ル ー プ ・

トレ ー ラ ー ・レ コ ー ドの 構 造

(1)構 成

図3に 示 す よ うに1バ イ トの レコー ド・ヘ ッダー とデー タ部 か ら構 成 され、 全体 が250バ イ トの

固定 長 レコー ドで あ る。

図3メ ッセージ・グループ・ヘッダー・レコード、メッセージ・グループ・トレーラー・レコー ド

レ コー ド ・

ヘ ッ ダ ー
デ ー タ 部

レ

コ 区

|

ド 分

メ ッ セ ー ジ ・グ ル ー プ ・ヘ ッ ダ ー ・レ コ ー ド

又 は メ ッ セ ー ジ ・グ ル ー プ ・ トレ ー ラ ー ・レ コ ー ド

X

1

ト ー ー 一250バ 朴 一ー ー ー一一一 一ー一一ー－L-一 一

注;X… 文 字 デー タ項 目

9… 数値 デー タ項 目

B… バ イナ リー デー タ項 目

(2)レ コー ド ・ヘ ッダー

(2.1)レ コー ド区分

デー タ ・レコー ドの 識別 を 表 す。 レコー ド区 分 レコー ドにつ い て は、 標 準 デ ー タ コー ドに 関 す

る規定 を 参照 。

(3)デ ー タ 部

8ビ ッ トの 文字 で構 成 され る。

3.3デ ー タ ・レ コ ー ド(可 変 長)の 構 造

デ ー タ ・レ コー ドは、 レ コー ド ・ヘ ッダー 、セ グ メ ン トエ リア、 レ コー ド ・トレー ラー で構 成 さ

れ る。

(1)全 体 構 成

図4に 示 す よ うに8バ イ トの レ コー ド・ヘ ッダー 、 セ グ メ ン ト・エ リア 、1バ イ トの レ コー ド・

トレー ラー で構成 され、 全体 は可変長 で あ る。
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図4デ ー タ レコー ド

レ コ ー ド ・ヘ ッ ダ ー

セ グ メ ン ト エ リ ア

レ ト
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|
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長

X 9 B B

1 5 2 1

ト ー 一 一 ー ー 一 一 可 変 長 一 一 一 一ー一 三 ーー 一 一 ー ー一 ≒

(2)レ コー ド ・ヘ ッダー

(2.1)レ コー ド区分

3.2(2.1)の レ コー ド区分 と同 じ意 味 を表 す 。

(2.2)シ ー ケ ンスNα

1メ ッセ ー ジグル ー プ 内で デ ー タ レ コー ド単位 内 の一 連 番号 を表 す。

(2.3)レ コー ド長

デー タ ・レコー ド内 の レコー ド区分 か らレコー ド ・トレー ラー までの長 さを表 す。

(3)セ グメ ン トエ リア

セ グメ ン ト ・エ リア は、 セ グ メ ン ト制御 子 とデ一 夕 ・セ グ メ ン トで構 成 され る。

(3.1)セ グ メ ン ト制 御 子

1バ イ トのバ イ ナ リー数値 の制御 情 報 デー タで 、表2に 示 す通 りで あ る。

表2セ グ メ ン ト制御 子

HEX表 示 DEC表 示 内 容

FA

FB

FC

250

251

252

マルチ明細ヘ ッダー、マルチ明細 の先頭 を表す。

改行マーク、マルチ明細の中の1つ の明細の終 りを表す。

マルチ明細 トレーラー、マルチ明細 の終 りを表 す。

(3.2)デ ー タ ・セ グ メ ン ト

1バ イ トの項 目Noタ グ、1バ イ トの レ ング ス タグお よび1つ の デー タで構成 され る。

① 項 目Noタ グ

項 目No.タ グは、 デ ー タの種 類 を 表す 。項 目No.タ グ は1バ イ トのバ イ ナ リー数 値 で項 目No.を 表

し、 範 囲 は001～239の 値 が許 され る。

② レ ング ス ・タグ

レ ング ス ・タグ は、 デー タ の実長(タ グ部 分 を含 まず)を1バ イ トのバ イナ リー数 値 で表 す 。
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1～255の 数値 が許 され 、1は デー タ長1バ イ ト、255は デ ー タ長255バ イ トを表 す。

図4.1デ ー タ ・セ グ メ ン トの 構造

/「 タグ部 分 一＼/デ ータ部分 ＼

項 タ

目

Noグ

レ タ
ン
グ
ス グ

デ ー タ

ト ー レ ングス ・タグが 表 す長 さ 一

③ デ ー タ 部

3.2(3)の デー タ部 と同 じ意 味 を表 す。

(4)レ コー ド ・トレー ラー

セ グメ ン ト・エ リアの最 後 に、必 ず レ コー ド・トレー ラー(HEX;FE=DEC;254)を 置 か な

け れ ばな らない。

レ コー ド・トレー ラー は 、セ グ メ ン ト・エ リア の終 りを表 す と ともに、 レ コー ドの終 りを表 す。

図5レ コー ド ・ トレー ラー

項 夕

日

Noグ

レ タ

ン

グ
ス グ

デ ー タ 部

レ コ ー ド

ト レー ラ ー

`254'

ト一一一一 セグメント・エリアー

3.4デ ー タ ・レ コ ー ド(固 定 長)の 構 造

(1)構 成

固定 長 レ コー ドは、 図6に 示 す よ う に レ コー ド・ヘ ッダー とデ ー タ部 か ら構 成 され 、250バ イ ト

の 固 定長 レ コー ドで あ り受信 確認 レ コー ドが これ に該 当 す る。

図6固 定 長 レコー ド

トー ーー 一一 ー ーー ー 一 一250ノ こイ ト ー一一ーー一 一 一当
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(2)レ コ ー ド ・ヘ ッ ダ ー

(2.1)レ コ ー ド区 分

3.2(2.1)の レ コ ー ド区分 と同 じ意 味 を表 す 。

(2.2)シ ー ケ ン スNα

3.3(2.2)の シ ー ケ ン スNoと 同 じ意 味 を表 す。

(3)デ ー タ 部

3.2(3)の デ ー タ部 と同 じ意 味 を表 す 。

4マ ル チ明細(セ グメン トの反復)

4.1概 要

マ ルチ 明細 ヘ ッダ ー、改 行 マ ー ク、 マル チ明 細 トレー ラー の3つ の セ グ メ ン ト制御 子 を用 い るこ

とで 、二 次元 表型 式 の イメー ジの デー タ を編 集 で きる。 デー タ ・レ コー ドの セ グ メ ン ト ・エ リア内

で の み有効 で あ る。

4.2反 復 単 位

1つ また は複 数 の デ ー タ ・セ グ メ ン トで、 反復 単 位 を構 成 す る。

図7反 復 単 位

デ ー タ ・セ グ メ ン ト1デ ー タ ・セ グ メ ン ト2デ ー タ ・セ グ メ ン トn
◆ ● ●

タグ1 デー タ1 タグ2 デー タ2 タグn デー タn

トー ーー 一 反 復 単 位 一

4.3マ ル チ 明 細 の 構 造

(1)最 初の反復単位 の前に、マルチ明細ヘ ッダーを置 く。

(1バ イ トのセグメン ト、HEX;FA=DEC;250)

(2)反 復単位 と反復単位の間に、改行マークを置 く。

(1バ イ トのセグメン ト、HEX;FB=DEC;251)

(3)最 後の反復単位 の後 に、マルチ明細 トレー ラー を置 く。

(1バ イ トのセグメ ン ト、HEX;FC=DEC;252)

マルチ明細 トレー ラー を、改行 マークで置 き換 えることは、不 可 とす る。
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図8マ ルチ明細
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4.4補 足

(1)1つ のマルチ明細の反復単位

1つ のマルチ明細 に含 まれ る全ての反復単位の構造 は同一でなければな らない。長 さは同一 で

な くてもよい。

図9に 示すよ うに、反復単位の中のデータ ・セグメン トの順番は同一でな ければな らない。但

し、順番が把握で き、かつ受信側で省略時解釈 でデータを復元できる場合は、図10に 示す ように、

任意 のデータ ・セグメン トを省略 できる。

図91つ のマルチ明細の反復単位の構造
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Bn、Cn:デ ー タ ・セ グメ ン ト

図10マ ル チ明 細 内の デ ー タ ・セ グ メ ン トの省略
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(注)An、Bn、Cn:デ ータ ・セグメン ト
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(2)マ ルチ明細の右側の省 略

例 えば、30個 の反復単位 を予定 したにもかかわ らず、前半の20個 のみに実 データが あ り、後半

の10個 の反復単位 を省略す る時 は、前半20個 の反復単位の後 に、マルチ明細 トレーラー を置 くこ

とで、後半の10個 の反復単位 については、改行 マークを含 めて、全 てを省略できる。

(3)反 復単位が1個 の時 のマルチ明細

マルチ明細ヘ ッダー、マルチ明細 トレーラー を省略することはで きない。

(4)マ ルチ明細全体の省略

次の(5)で記す条件以外 の時 は、必要 に応 じてマル チ明細全体 を省略できる。

(5)複 数のマルチ明細

1つ のデータ ・レコー ド内(デ ータ ・セグメン ト部)に 複数のマルチ明細 を含 めることがで き

る。

但 し、メッセー ジ ・フォーマ ッ トー覧表で規定 されるマルチ明細 の順番 を必ず守 らなければな

らない。 また、前半のマルチ明細全体 を省略する時は、マルチ明細 ヘッダー とマルチ明細 トレー

ラーだけは、残 さな けれ ばならない。

図11マ ルチ明細の複数化

レ コ ー ド

ヘ ッ ダ ー

マルチ明細

X

マルチ明細

Y

レ コ ー ド

トレ ー ラ ー

注X、Yの 順序 を守 る必要が ある。

図12複 数マルチ明細の時のマルチ明細全体の省略

レ コ ー ド

ヘ ッ ダ ー

マルチ明細

ヘ ッ ダ ー

マル チ明細

トレー ラー

マルチ明細

Y

ト

ー

ド

ラ三
レ

レ

注;マ ルチ明細X全 体 を省略す る時 は、マルチ明細 ヘ ッダー とマルチ明細 トレー ラーだ けは残す。

5数 値データ項目値の表現

5.1概 要

数値 データ項 目は、0～9の 整数だけで表 され、小数点 は明示 されない。従って、小数点 の位置

は、メ ッセー ジ ・フ ォーマ ッ トの取 り決あによ り決定 され る。

5.20(ゼ ロ)の 省 略

数値 データ項 目内において、項 目の先頭桁(左 側)か ら順 番にみて、有効数字(1～9)が 現れ

るまでの0は 省略す る。
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6文 字 データ項 目におけるブランク

文字 データ項 目内において、項 目の最終桁(右 側)か ら順番 にみてブ ランク以外 の文字が現れ る

までのブランクは省略する。

図13右 側のブランク

△ABCD△EF△ △ △ △

u

△ABCD△EF

省略可

注;△(ブ ランク)

7省 略 時 解 釈

メ ッセー ジ ・フォーマ ッ トで示 され るデー タ項 目の うち、省略された項 目(省 略されて、送信

されないデータ ・セ グメ ン ト)に ついては、次のよ うなデータが送信 され たと解釈す る。

数値デー タ項 目……0

文字デー タ項 目……△(ブ ランク)

8メ ッセ ー ジ ・グ ル ー プ ・ トレー ラ ー ・レ コ ー ドの
「トー タル 項 目」 の 算 出

(1)合 計 値 の 算 出

十分な桁数 を持 った作業用の合計値 エ リアを用いて、指定項 目の数値 の合計 を計算する。 この

時、オーバ ー ・フロー、アンダー ・フロー は起 きない もの とす る。

(2)15桁 の 調 整

合計値の小数点以下3桁 と小 数点以上12桁 を取 り出 し、指定項 目数値 合計 とす る。

メ ッセージ ・グループ ・ヘ ッダー ・レコー ドの トータル項 目Nαで△(ブ ランク)が 指定 された時

は、 このエ リアの値 は不定 であ り、意味 を持 たない。'
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9付 録

9.1項 目Noの 拡 張(漢 字 使 用 の 場 合 を 含 む)

項 目Nα257以 降 を使 用 す る場 合 、 デー タ ・セ グ メ ン トにつ いて(1)項 の通 りで あ る。 また 、文 字 コー

ドは、2項 の文 字 コー ドとJISXO208で 示 され る文字(16ビ ッ ト)と す る。

(1)デ ー タ ・セ グメ ン ト

1バ イ ト項 目Nα拡 張子 、2バ イ トの項 目No.タ グ、1バ イ トの レング ス ・タ グ及 び1つ の デー タ

で構 成 され る。

(1.1)項 目Nα拡 張子

1バ イ トの 項 目Na拡 張子 で 、値 は、HEX;FO=DEC;240で あ る。

(1.2)項 目Nαタグ

2バ イ トの 符 号 な しバ イ ナ リー数値 で 表 す項 目Nαで 、値 は257～9999及 び10001～19999が 許 され、

デ ー タの種 類 を表 す。

(1.3)レ ング ス ・タ グ

3.3(3.2)の レ ングス ・タグ と同 じ意 味 を表 す。

(1.4)デ ー タ部

項 目No.が257～9999の 時 、 デー タ部 は8ビ ッ ト文字 で構成 され る。項 目Nαが10001～19999の 時 は、

デー タ部 は16ビ ッ トで構 成 され る。

図14デ ー タ ・セグ メ ン トの構造

タグ部分 データ部分

項 目Nα

拡 張 子
《240'

項 目No

タ グ

レ タ

膓
ス グ

デ ー タ 部

トー1バ イトー十 一2バ イトー ト1・ イトーート ー ー レ ン グ ス ・タ グが 表 す 長 さ 一 一 ー ヨ

(1.5)レ コ ー ド ・ トレ ー ラ ー

3.3(4)の レ コ ー ド ・ トレ ー ラ ー と 同 じ意 味 を表 す 。

(1.6)項 目No

セ グ メ ン ト属 性 お よ び意 味 を表 す 。 デ ー タ ・レ コ ー ドの セ グ メ ン ト ・エ リア 内 で の み有 効 で あ る。

表3の 値 を 用 い る。
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表3項 目No.

HEX表 示 項 目Nα 内 容

0100 256 使用禁止

0101 257 一

一 一般 デー タ項 目(8ビ ッ トキ ャ ラ ク ター)

2709 9999 一

2710 10000 使用禁止

2711 10001
一

一 一般 データ項 目(8ビ ッ トキ ャラ クター)

例:品 名 「22」:8bit

4EIF 19999
一 「

10022」:16bit漢 字

4E20 20000 一

一 将来の拡張のため リザーブ

7FFF 32767 一

8000 32768 一

一 将来の拡張のためリザーブ(制 御項 目Nα)

FFFF 6.5535 一
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序 文

ISO(国 際標準化機構)は 、各国標準化機関(ISOメ ンバ ー機関)の 世界的な連合

体で ある。国際規格作成の作業 は、通常ISO専 門委員会 にて行われ る。設立 され た専門

委員会のテーマに関心を持 つ各メ ンバ ー機関 は、 当該委員会の代表 とな る権利を有す る。

ISOに 関す る政府間および民間 の各国際機関 もまた、当該作業の役 割を負 う。ISO

は、全ての電子関係標準化事項 にっ いて、国際電気標準会議(IEC)と 密接 に共同 して

作業を行 う。

専門委員会で採択 された国 際規格案 は、ISO理 事会で国際規格 と して受諾 され る前 に

メ ンバー機 関の承認を得 るため回付 され る。国際規格案 は、メ ンバー機関の投票によ り少

な くと も75%の 承認を必要 とす るISO手 続 きに従 い承認 される。

UN/ECE貿 易局で(EDIFACTと して)用 意 された国際規格ISO9735は 、専門

委員会ISO/TC154(行 政 ・商業 ・工業用書式及 び記載項 目)に よ り特別の"フ ァース ト

トラ ック ・プ ロシー ジャ"の 下 でISOメ ンバー機関 による承認 と併行 して採択 された。

付属書AとBは 、本国際規格の肝要な部分を形成する。付属書Cは 、情報提供のための

ものである。
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は じ め に

本国際規格 には、開放型環境下での"メ ッセー ジ交換 にお けるユーザデータ及 び関連 サ

ー ビスデータの構造化 に関す るアプ リケーシ ョンレベル規則"の 要約 を記述 して いる。本

規則 は、EDIFACT(行 政、商業及び運輸の ための電子デー タ交換)に 関す る シンタ

ックスルールと して、 国連欧州経済委員会(UN/ECE)に よ り合意 された ものであ り

、且つ、 メッセージ設 計ガイ ドライ ン ω を も含んでい るところのECE貿 易データ交換

指針書(UNTDID)の 一 部で ある。 このガ イ ドライ ンは、本国際規格 と共 に使用 され

ねばな らない。

ISO7498の 参照モデル を基 に、ISO、CCITT、CEN/CENELECな どによ

り発表 された開放型 システム間相互 接続(OSI)の ためのサー ビス仕様 とプロ トコルは、

本国際規格 に基づ くメ ッセー ジ通信に使用す ることがで きる。そのよ うな仕様や プロ トコ

ル は、本 国際規格の範 囲外で ある。

機能的エラー指示/訂 正 は、本国際規格の シンタ ックスルール1ご従 う特別サー ビスメ ッ

セー ジにより処理で きる。

(*)現 在、ECE草 案
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Electronicdatainterchangeforadministration,commerceandtransport

(EDIFACT)

(行 政 、 商 業 及 び 運 輸 の た め の 電 子 デ ー タ 交 換 … … ア プ リケ ー シ ョ ン レベ ル ・シ ン タ ッ ク

ス ル ー ル)

1.適 用範囲

本国際規格 は、行政、商業及 び運輸分野の関係者間で交換す るメッセー ジの準備 に関

す るシンタ ックスルールを提供す るものであ る。

2.標 準 関 連 参 考

下 記 の 諸 規 格 は 、 本 国 際 規 格 の 規 定 を 構 成 し、 本 文 で 参 照 され る規 定 を 含 む も の で あ

る 。 本 書 発 行 の 時 点 に お い て 、 指 定 さ れ た 諸 版 は 、 有 効 で あ っ た 。 全 て の 規 格 は 、 改 定

の 条 件 付 で あ り、 且 つ 、 これ らの 国 際 規 格 に 基 づ く協 定 の 当 事 者 は 、 下 記 に 掲 げ る諸 規

格 の 最 新 版 適 用 の 可 能 性 に っ き研 究 す る よ う奨 励 さ れ る。IECお よ びISOの メ ンバ

ー は
、 現 在 有 効 で あ る 国 際 規 格 の 登 録 を 維 持 す る 。

ISO31-0:1981,Generalprinciplesconcerningquantities,unitsandsymbols.

ISO646:1983,Informationprocessing-ISO7-bitcoded'charactersetfor

informationinterchange.

ISO2382-1:1984,Dataprocessing-Vocabulary-PartO1:Fundamentalterms.

ISO2382-4:1987,Dataprocessing-Vocabulary-PartO4:0rganizationofdata.

ISO6523:1984,Datainterchange-Structuresfortheidentificationof

OrganiZatiOnS.

ISO6937-2:1983,Informationprocessing-Codedcharactersetsfortext

co㎜unication-Part2:Latinalphabeticandnon-alphabeticgraphic

characters.

ISO7372:1986,Tradedatainterchange-TradeDataElementsDirect《)ry.

ISO7498:1984,Informatioriprocessingsystems-OpenSystemsInterconnection-

BasicReferenceModel.
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ISO8859:1987,Informationprocessing-8bitsingle-bytecodedgraphic

charactersets-Part1:LatinalphabetNo.1.

Part2:LatinalphabetNo.2.

3.用 語の定義

本国際規格の目的のため、付属書Aに ある定義を適用する。

4.シ ンタ ックスの 水 準

本国際規格 は シンタ ックスの水準 と して水準Aお よび水準Bを 規定 している。 これ ら

は使用文字セ ッ トを除 く全ての点 において同一であ る。 シンタックス上 の機能 に関す る

追加の要請がある時、別の水準を加え ることがで きる。

交換 当事者が、他の若 しくは追加文字 の使用 にっ き合意 して いないか ぎり、水準Aは 、

5.1節 で規定 された文字 セ ッ トのみを使用すべ きで あ り、水準Bは 、5.2節 で 指定 さ

れた文字 セ ッ トのみを使用すべ きである。

条件付 サー ビスス トリング情報、UNA(付 属書B参 照)は 、交換で使用す る分離符

号や他のサー ビス符号が、第5節 で規定す るもの と異 なる場合 に、それ らを規定す る機

能を提供す る。

5.文 字 セ ッ ト

下記の文字 セ ッ トに関 して、ISO6937お よび8859の8ビ ッ トコー ドまたは他の ビッ ト

コー ドが交換当事者間で特 に合意 されていないか ぎ り、基本ISO646標 準 の7ビ ッ トコ

ー ドを使用す る。(第4節 参照)

5.1水 準Aの 文 字 セ ッ ト

文字(大 文字)

数字

間隔

ピリオ ド

コンマ

ハイフン/負 符号

Aか らZ

Oか ら9
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左小かっこ

右小かっこ

斜線

等号

ア ポ ス トロフ ィー

正 符 号

コ ロ ン

疑問符

(

)

/

下記の使用のため に指定 されてい る

'セ グメ ン ト終了符号

+セ グメン トタグやデータエ レメ ン トの分離符号

構成 データエ レメン ト分離符号

?リ リース指示符号

記号'+:お よび?の 直前 に置かれ る?は 、 それ らの記号が もっ通常の意味

に戻す働 きを持つ6

(例)10?+10=20は 、10+10=20を 意味す る。

疑問符 は、??で 表示す る。

下記の記号は、水準Aの 文字セ ットの1部 であるが、テ レックス伝送では国際的に

使用することができない。

感嘆符1

引用符

パーセ ン ト

アンパサ ン ド

アスタ リス ク

セ ミコロン

不等号(よ り小)

不等号(よ り大)

%

&

*

;

〈

〉

5.2水 準Bの 文字 セ ッ ト

文字(大 文字)

文字(小 文字)

数字

間隔

Aか らZ

aか らz

Oか ら9

一122一



ピリオ ド

コ ンマ

ハ イフン/負 符号

左小か っこ

右小か っこ

斜線

アポス トロフィー

正符号

コロン

等号

疑 問符

感 嘆符

引用符

パーセ ン ト

ア ンパ サ ン ド

アスタ リス ク

セ ミコロン

不等号(よ り小)

不等号(よ り大)

情報分離キ ャラクター

情報分離キ ャラクター

情報分離キ ャラクター

,

一

(

)

/

,

十

り
r
・

%

&

*

;

〈

>

IS4

1S3

1S1

セグメン ト終了符号

データエ レメン ト分離符号

構成 データエ レメ ン ト分離符号
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6.構 造

6.1交 換の構造

サー ビスス トリング情報UNAと サー ビスセグメ ン トUNBか らUNZは 、1回 の

交換 において下に述べ る順序 を とらなければな らない。1回 の交換 には、い くっかの

機能グループまたは メッセージがあ り、1っ の機能 グループ内には、 い くっかのメ ッ

セージがあ る。1っ の メ ッセージは、い くっかのセ グメン トか らな る。 セグメン ト構

造およびその中のデータエ レメ ン ト構造 は、6.2と6.3節 で示 されてい る。サー ビ、ス

セ グメ ン トの内容は、付属書Bで 示す。(図1も 参照)

交換 は、下記のよ うに構成 され る。

サー ビス ス トリ ング情 報

交 換 ヘ ッダー

機 能 グル ー プヘ ッダ ー

メ ッセ ー ジヘ ッダー

L
ユーザデー タセグメン ト

メ ッセー ジ トレーラ

機能 グループ トレーラ

交換 トレーラ

UNA

UNB

UNG

UNH

UNT

UNE

UNZ

条件付

必須

条件付

必須

必要なだけ

必須

条件付

必須

上記のサー ビスセ グメ ン トのほか、必要な場合、サ ー ビスセ グメ ン トUNSが 、1

っのメ ッセー ジをセ クシ ョンに分割す るため に使用 で きる。(付 属書B参 照)
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,
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'
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'
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ノ
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,

'
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"
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"
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"

'

二

'

ノ

UNG'メ,セ ー ジ メ,セ ー ジ メ ヲ 七 一 ジ UNE
,

UNH'1デ ータセグ川 デ一夕セグメン} デー駒 川UNTレ

TAG+ 単 一 デ一夕エレメン}+ 複 合 デ一夕エレメン}

,

・-F卜1デ タ 値 構成データ ・ 構成デ ータ

データ 司 エ レメ ン ト ・ エ レ メ ン ト

uiR巴b腰bR緩 ぴ
呈麗 まス註 《鰭 善旨参

戸タ値1デ ータ値

照)

鵠腰髄齢㌶ 図1交 換の階層構
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1接 続は1つ 以上のデータ交換を含む。

接続のための設定、維持および終了等

に関する技術的プロ トルコは本規格に

は含まない。

1つ の データ交換 は次の ものを含む。

-UNA
、 サ ー ビスス トリング情 報

(必要 によ り)

-UNB 、 交 換 ヘ ッダー

一機能 グループまたはメ ッセ ージのど

ち らか一方 のみ

－UNZ
、 交 換 トレーラ

1つ の機能 グループは次 の ものを含む。

-UNG 、 機 能 グループヘ ッダー

一同一 タイプのメ ッセー ジ

ーUNE
、 機 能 グループ トレーラ

1つ の メ ッセー ジは次の ものを含 む。

-UNH
、 メ ッセ ージヘ ッダー

ーデ一夕セグメ ン ト

ーUNT 、 メ ッセー ジ トレー ラ

1つ のセグメン トは次の ものを含む。

-1つ のセグメン トタグ

ー単一データエ レメント、または

複合データエ レメント、またはその

両方

一セグメント終了符号

セグメントタグは次のものを含む。

-1つ のセグメン トコー ド及びもし明

示的指示の場合、反復/ネ ス ト化値

(8.1と9.1参 照)

単一デー タエ レメ ン トは、1つ のデー

タエ レメン ト値を持つ。

複合 データエ レメン トは、構成 データ

エ レメ ン トを持つ。

構成 データエ レメ ン トは、単一 デ ータ

エ レメ ン ト値 を持 つ。



セグ メ ン ト順 序 の例

(a)機 能 グル ー プが あ る一 つ の メ ッセ ー ジ

UNA、UNB、UNG、UNH… … デ ー タセ グメ ン ト… …UNT、UNE、

UNZ

(b)機 能 グル ー プ化 のな い一 つ の メ ッセ ー ジ

UNA、UNB、UNH… … デ ー タセ グ メ ン ト… …UNT、.UNZ

(c)機 能 グル ー プ化 とUNAの な い一 つ の メ ッセ ー ジ

UNB、.UNH… … デー タセ グ メ ン ト… …UNT、UNZ

6.2メ ッセー ジ内のセグメ ン トの順序及びセ グメンン トグループ

メ ッセー ジ階層図 とECEメ ッセー ジ設計ガ イ ドラインの処理規 則に従 うセ グメン

ト順序 は、付属書Cに 示す。

6.3セ グメ ン ト構造

セ グメ ン トタグ

セ グメ ン トコー ド

構成データエ レメ ン ト分離符号

ネス ト化 と反復表示

データエ レメン ト分離符号

単一 または複合データエ レメ ン ト

セ グメ ン ト終了符号

必須

必須構成データエレメント

条件付

条件付構成データエレメント

必須

必須または条件付は関連するセグメント

集で規定される(6.4節 参照)

必須

・6.4デ ータエ レメン ト構造

単 一データエ レメン トまたは複合 必須 または条件付 は関連す るセグメン ト

デー タエ レメ ン ト(以 下 を伴 う)集 で規定 される

構成 データエ レメ ン トおよび

構成データエ レメ ン ト分離符号 必須(下 記規定参照)

データエ レメン ト分離符号 必須(下 記規定参照)

複 合データエ レメン トの最後 の構成 デー タエ レメ ン トの後 には、構成 データエ レメ
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ン ト分離符号 は不要。且つ、セ グメン トの最後のデータエ レメン トの後には、 データ

エ レメン ト分離符号 は不要。

7.圧 縮 化

デー タエ レメン ト集が可変長 として規定 し、且つ、他 に制約が ないデータエ レメン ト

において は、前 ゼ ロおよび後に続 くスペースのよ うな意味のない文字 は省略 され る。 し

か しなが ら、小数点 の前 の1っ のゼ ロは、必須であ り(10.1節 参照)且 つ、デー タエ レ

メン ト仕様で(ゼ ロが)必 須であ ると定め られてい る場 合のゼ ロもまた必須で あること

に注意。(例 えば、温度表示 における0度 の場合等)

圧縮化 メ ッセー ジの場合、次の規則 に従わねばな らない。

規則にっいての下 記の例で、Tagは セグメン トタグを、DEは データエ レメン ト、 そ し

てCEは 構成 データエ レメ ン トを示す。5.1節 の水準Aの 分離符号が使用 され る。

7.1セ グ メ ン トの 除 外

データのない条件付 セグメン トは、(そ のセグメ ン トタグを含めて)省 略すべ きで

あ る。

7.2省 略 によるデータエ レメ ン トの除外

データエ レメ ン トは、セグメ ン ト集 に定め られてい るセグメン ト内の連続 した位 置

でわか る。 もし、条件付データエ レメン トが省略 され、他 のデータエ レメン トが続 い

て いる場 合は、 その位置 はデータエ レメ ン ト分離符号の保持 によって示 されねばな ら

ない。

Tag十DE十DE十 十十DE十DE十DE'

llこ れ らの2っ の データエ レメ ン トが省略 され

て い る。

7、3切 りつ めによるデー タエ レメン トの除外

セ グメ ン トの最後で、1っ 以上の条件付データエ レメ ン トが省略 される場合、当該

セグメン トは、セ グメ ン ト終了符号'に よって短縮で きる。
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Tag十DE十DE十 十 十DE'

L__7 .2節 の例を用 い、最後 の2っ の デー タエ レ

メン トが省略され、当該セ グメン トは切 りつ

め られて いる。

7.4省 略 によ る構成データエ レメ ン トの除外

構成 データエ レメ ン トは、複合デ ータエ レメン ト内での所定 の連続 した位置によ り

識別 され る。

条件付構成 データエ レメ ン トが省 略され、そ して他の構成データエ レメ ン トが続 く

場 合、その所定の位置は、構成データエ レメン ト分離符号で表示 されなければな らな

い。(7.5参 照)

Tag十DE十 ℃E:CE十CE:::CE'

LL.最 後のwaデ ー タエ レメ ン トにお し、て、2つ

の構成データエ レメン トが省略 されている。

7.5切 りつめによる構成 データエ レメン トの除外

複合データエ レメ ン トの終端 にお ける1以 上の条件付構成 データエ レメン トは、デ

ータエ レメン ト分離符号、 または、 もしセグメン トの終端 の場合 には、セ グメン ト終

了符号 による切 りつめにより除外 で きる。

Tag十DE十CE十CE'

1
7.4節 の例を用 い、最初の複合データエ レメ

ン トの最後の構成 データエ レメ ン トが省略 さ

れ、最後の複合デー タエ レメ ン トの3っ の構

成データエ レメ ン トもまた省 略 されてい る。

両方の場合において、複合データエ レメ ン ト

は切 りつめ られ、最初の場合 は、データエ レ

メン ト分離符号 により、そ して、2番 目の場

合は、セ グメ ン ト終了符号 により示 されてい る。
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8.反 復

8.1セ グ メ ン トの 反 復

所定の メ ッセー ジタイプの中で、明示的若 しくは、暗示的反復技法の いずれかが使

用 されねばな らない。 そ して 、 この決定 は、 メ ッセー ジ設計の過程でなされ なければ

な らない。2っ の技法 は、同一 メ ッセージ内で混用 して はな らない。

反復の指示 は、 セグメ ン トの先頭にっ け られるセ グメ ン トタグ複合データエ レメ ン

トの一部をなす構成 データエ レメ ン トと して明示的であるか(8.1.1節 および9.1・節

参照)若 しくは、関連 メ ッセー ジ仕様で定め られたセ グメ ン トの連続か ら暗示的 に理

解 され るかのいず れかであ る。(8.1.2節 参照)

レベ ル0で のセ グメン ト(付 属書C参 照)は 反復で きず、そのタグは反復指示 を持

たない。

TXTを 除 くサー ビスセ グメン ト(付 属書B参 照)は 反復で きず、そのタ グは反復

指示を持 たない。

8.1.1明 示的反 復指示

セ グメン トタグにおいて、最初の構成データエ レメン トは、セグメン トコー ドで

あ り、それ に続 く構成 データエ レメン トで、反復構造における当該セ グメ ン トの位

置付 けを明示す る。(9.1節 参照)

8.1.2暗 示的反復指示

メ ッセー ジ内でのセ グメ ン トは、 メッセージタイプ仕様 に定め られた順序で表示

せねばな らない。 その結果、セ グメ ン トの順序 によ り、その反復 とセグメ ン トの位

置付 けを暗示的 に理解す ることがで きる。
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8.2デ ー タエ レメ ン トの反 復

デ ー タエ レメ ン ト(DE)は 、 関 連 セ グメ ン ト集 に定 め られ た回 数 以上 セ グ メ ン ト内

で 反 復 す る ことがで きな い。 も し規 定 反復 回 数 よ り少 な い と きは、7.2か ら7.5節 に

お け る除 外 ルー ル を適 用す る。

Tag十...十DE1十DE1十 十 十...'

UDE1に っ き4回 まで反復す ると規定 さ

れた うち2回 が省略 されて いる。

時 と して 、反 復 可能 な構 成 デ ー タエ レメ ン ト(CE)で 、複 合 デー タ エ レメ ン トを作

り、 これ らを デ ー タエ レメ ン ト分 離符 号 で 区切 る こ とが 実用 的 で あ る。

これ は、一 連 の デ ー タエ レメ ン トの繰 返 し(例 え ば、CE1:CE2:CE3の 繰 返 し)の

場 合 に も適用 で きる。

Tag十...十CE1:CE2:CE3:CE1:CE2:CE3十...'

L2回 繰返した後データ

エレメント分離符号に

よ り切 りつ め。

9.セ グメ ン トのネス ト化

あ るセグメン トは、メ ッセー ジ構造上の上位階層 レベルのセグメン トの影響下 に置 く

こと も可能であ る。その場合、そのセグメン ト内でのみネス ト化で きる。

所定の メッセー ジタイプ内で、明示的、 また は暗示的 ネス ト化技法のいずれかが使用

されねばな らず、 この決定 は、 メ ッセー ジ設計の過程で なされなければな らない。2っ

の技法 は、同一 メッセ ージ内で混用 して はな らない。

ネス ト化指示 は、セグメン トの先頭 につけ られ るセ グメン トタグ複合デー タエ レメン

ト(9.1節 参照)の 一部であ る構成 データエ レメ ン トと して明示的に示 され るか、関連

メッセー ジ仕様 ω で定 め られたセグメ ン トの連続か ら暗示的に理解 で きるかのいずれ

かであ る。(9.2節 参照)

サー ビスセグメン ト(付 属書B参 照)と 、他のセ グメン トの うち レベル0の セグメ ン

ト(付 属書C参 照)は 、ネス ト化で きず、その タグは、ネス ト化指示 を持たない。

(*)ECEメ ッセー ジ設計ガイ ドライ ン参照
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9.1ネ ス ト化の明示的指示

セグメ ン トタグにおいて、構成デー タエ レメ ン トは、最初 はセ グメ ン トコー ドであ

り、 レベル と8.1,1節 に定め られたセ グメ ン トの反復範 囲の両方を指示す る条件付構

成 データエ レメ ン トが後続 しなければな らない。

この目的のために使われ る構成 デー タエ レメン ト数 は、セ グメ ン トがメ ッセージ階

層 図で現れ る階層 的 レベル によって決 まる。(付 属書C参 照)

セ グメ ン トコー ドの後の、次の構成 データエ レメ ン ト(最 初のコ ン トロールカウ ン

トのための ものであ る)は 、 レベル1の セグメン トが あれば使用 され、 レベル2が あ

れば2番 目が、 レベル3で は3番 目の構成データエ レメ ン トが使用 され る。

よ り高 レベルの条件付セ グメン トがアプ リケー シ ョンで使用 されない時、 レベル指

示 は、不使用 レベルに関す る構成データエ レメン ト分離符号 を示すべ きであ り、そ し

てそのセグメン トは、使われなか った レベルの指示を待つセグメ ン トの前 に置かな け

ればな らない。(以 下 の例を参照)

反復及びネス ト化の明示的指示 を用いた メッセー ジの例

水準Aの 分離符号が例の中に用い られている。詳 しい階層図の説明 は、付属書C参

照。

(例1)1つ の レベ ルのネス ト化 された必須セグメ ン トを持つ メ ッセー ジ

レベル

0

1

2

メ ッセー ジ

UNT

M1

セグメント

UNH+data'

AAA+data'

BBB1十data,

BBB2十data'

CCC1十data,

DDD1:1十data'

DDD1:2十data'

CCC2+data'

DDD2:1+data'

EEE+data'

UNT+da'ta'

解説

ItemlofBBB

Item20fBBB

ItemlofCCC

Item'10fDDDinCCC(1)

Item20fDDDinCCC(1)

Item20fCCC

ItemlofDDDinCCC(2)

ス ト リ ン グ 形 式 で は:

UNH十data'AAA十data'BBB:1十data'BBB:2十data'CCC:1十data'DDD:1:1十data'

DDD:1:2十data'CCC:2↓data'DDD:2:1十data'EEE十data'UNT十data'
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(例2)2っ の レベ ル の ネ ス ト化 され た条 件 付 セ グ メ ン ト、即 ち、 コ ンテ ナ(CCC)、

ボ ックス(DDD)及 び 商 品項 目(EEE)を 持 つ メ ッセ ー ジ

レベル

0

1

2

3

UNHAAA

MlM1

メ ッセー ジ

BBBCCC

M2C1

DDO

C9

EEE

M9

セグメン ト

UNTUNH十data'

MIAAA十data'

B

B

B

E

C

D

E

E

D

E

C

E

田

田

田

日

㏄

加

班

田

加

圧

㏄

Ω

1+data'

2十data'

::1十data'

::2十data'

1十data'

1:1十data'

1:1:1+data,

1:1=2十data,

1:2十data'

1:2:1+data'

2十data'

2::1+data'

UNT十data,

解説

ItemlofBBB

Item20fBBB

ItemlofEEEwithoutDDD&CCC、

Item20fEEEwithoutDDD&CCC

lstoccurrenceofCCC

lstoccurrenceofDDDwithinCCC(1)

EEE(1)withnDDD(1)withinCCC(1)

EEE(2)wthnDDD(1)withinCCC(1)

DDD(2)wthnCCC(1)

EEE(1)wthnDDD(2)withinCCC(1}

CCC(2)

EEE(1)withinCCC(2)withoutDDD

ス ト リ ン グ 形 式 で は:

UNH十data'AAA十data'BBB:1↓data'BBB:2十data'EEE:::1十data'EEE:::2十data'

CCC:1十datalDDD:1:1十data'EEE:1:1:1十data'EEE:1:1:2十data'DDD:1:2十data'

EEE:1:2:1十data'CCC:2十data'EEE:2::1十data'UNT十data'

9.2ネ ス ト化の暗示的指示

メ ッセー ジ階層 図で規定 されたセグメ ン トの順番(上 か ら下へ、左 か ら右へ)は 厳

守 しなければな らない。 そ うすればセグメ ン ト間のネス ト化関係 は、 自明なので、処

理のための余計 な指示 は不 要で ある。

10.数 字データエ レメ ン ト値の表現

10.1小 数点記号

小数点記号のISO表 記 は、 コンマ(,)で あるが、 ピ リオ ド(.)も 許 され る・(ISO

31-O:1981参 照)

これ らの2つ の記号 は、第5節 の水準A及 び水準Bの 文字 セ ッ トの一部であ り、 ど

ち らを使用す ることもで きる。
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サ ー ビスス トリング情報UNAが 使用 され る時、そのUNAの3番 目の記号が小数

点記号 を表記す るために当該交換で使用 され る記号 として指定 され るので 、上記の代

替使用 は無視 され る。

小数 点記号 は、 データエ レメ ン トの最大 フィール ド長を計算す る場合、データ値の

1文 字 と してカ ウン トしないが、伝送 および受信上ではそれを記号 と して認め る。

小数点記号が伝送 され るとき、小数点記号の前後 に少 な くとも1桁 の数字がなけれ

ばな らな い。整数のみで表すデータ値に関 しては、正確さの度 合いを示す必要が無い

か ぎり、小数点記号 もしくは小数用ゼ ロのいずれ も使用 しない。

好 ま し い 表 現:0,5及 び2及 び2,0

許 さ れ る 表 現:0.5及 び2及 び2.0

許 されない表現:,5ま たは.5ま たは2,ま た は2.

10.2ト ライア ッ ド(3桁 毎の)区 切符号

交 換 上 は、3桁 毎 の 区 切符 号 は使 用 して はな らな い。

許 さ れ る 表 現:2500000

許 され な い表 現:2,500,000ま た は2.500.000ま た は2500000

10.3符 号

数 字データエ レメ ン ト値 は、正符号 とみな され る。概念的に控除す ることは負であ

るが、それは正 の値で表現 し、当該 ケースにっ きデータエ レメン ト集で指示す る。

デ ータ値が負 と して指示 される場合は、伝送上 一112の ごと く負符号(一)を 直前

に置かねばな らない。

負符号 はデ ータエ レメ ン トの最大 フィール ド長 を計算す る時、データ値の1文 字 と

して カ ウン トしないが、伝送及び受信上ではそれを記号 として認め る。
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付属書A.(標 準関連)用 語 の 定 義

本国際規格のい くつかの用語 は、他 のISO規 格で定義 されてお り、且つ、読者 の便宜

のために含 まれている ものである。 これ らの多 くの規格で示 された用語 に関す る責任 は、

本委員会にある。

本規格 に直接関係す る定義 は、広義の概念での制限事項であ る場合があ り、 これ にっい

て は"EDIFACT"の 表示を付す。

A.1英 字キ ャラク ターセ ッ ト

文字(欧 字)を 含み、場合 によ っては制御記 号や特殊記号を含むが、数字 は含まな

いキ ャラクターセ ッ ト(ISO2382-4)

A.2英 数字 キャラクターセ ッ ト

文字(欧 字)及 び数字を含み、場合 によって は制御記号や特殊記号を含むキ ャラク

ターセ ッ ト(ISO2382-4)

A.3ア プ リケー ションメッセー ジタイプ

一定のアプ リケー ション分野 に適合す る基本 メ ッセージタイプ

A.4キ ャラクターセ ッ ト

異 なる文字の限定 された集合であ って、所定 の目的のため に完全で あると考 え られ

るもの(ISO2382-4)

A.5共 通 ア クセス参照番号

同 じ取引に関す るデータで あ ることを関連づ けるためのキー

A.6構 成データエ レメン ト

複合デー タエ レメン トを構成す る単一の デー タエ レメン ト。交換において は複合 デ

ータエ レメン トの 中にあることで識別 され る。

A.'7構 成 データエ レメ ン ト分離符号

複合データエ レメン ト内の構成 データエ レメン トを分離す るために使用す る符号

A.8複 合データエ レメン ト

2以 上の構成 データエ レメ ン トを含むデータエ レメ ン ト

A.9条 件 付

セ グメン ト集及びメ ッセー ジ集 において、セ グメ ン ト、デー タエ レメ ン ト、複合 デ

ータエ レメン ト及び構成デー タエ レメン トの使用が条件付 きであ ると指定す る記述。
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("必須"参 照)

A.10接 続

デー タの伝送 のために確立 された リンク

A.11デ ー タ

人 的 または自動的手段 による通信、解釈または処理 に適 す るように形式化 された事

実、概念 または指令の表現(ISO2382-1)

A.12デ ータエ レメン ト

あ る一定の文脈で不可分 とみな されるデータの単位(ISO2382-4)

EDIFACT:識 別、記述及び値の表現が明記 されたデー タの単位

A.13デ ータエ レメ ン ト集

デ ータエ レメ ン ト値 の表現方法 にっいての仕様の リス トで、データエ レメン ト属性、

識別、名称及び解説が記述 され る。

A.14デ ータエ レメ ン ト名

データエ レメ ン ト概念を識別す る自然言語による1以 上の語

A.15デ ータエ レメ ン ト分離符号

セグメ ン ト内の データエ レメ ン トを分離す るために使用 され る符号

A.16デ ータエ レメ ン トタグ

データエ レメ ン ト集 におけるデータエ レメ ン トのための一意の識別名

A.17デ ータエ レメ ン ト値

データエ レメ ン ト集で指定 されたデータエ レメ ン トの固有 の記入事項

A.18機 能 グループ

機能 グループヘ ッダー ・サー ビスセグメン トで開始 され、機 能グループ トレー ラ ・

サー ビスセ グメン トで終了す る1以 上の同一タイプメ ッセー ジ群

A.19機 能 グループヘ ッダー

機能 グルー プを開始 し、識別す るサー ビスセグメ ン ト

A.20機 能 グループ トレーラ

機能 グループを終了す るサー ビスセグメン ト
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A.21識 別 子

データ項 目を特定 し・ または・名称づ けるために・及 び可能な らばそのデータの性

格 を表示す るた めに使用 され る文字、また は、文 字群(ISO2382-4)

A.22交 換

交換 コン トロールヘ ッダーで開始 し、交換 コン トロール トレーラで終了す るメ ッセ

ージとサー ビスセ グメ ン トの構造化 された組合せか ら成 る当事者間の通信

A.23交 換 コン トロールヘ ッダー

交換を開始 し、識別す るサー ビスセグメン ト

A.24交 換 コン トロール トレーラ

交換 を終了す るサ ー ビスセグメ ン ト

A.25必 須

セグメン ト集及 びメ ッセー ジ集 において、 セグメ ン ト、 データエ レメ ン ト、複合 デ

ータエ レメ ン ト及 び構成デー タエ レメン トが使用 されねばな らないと指定 す る記述

("条 件付"を 参照)

A.26メ ッセー ジ

情 報を伝えよ うと意図す る文字の秩序正 しい連続(ISO2382-16)

EDIFACT:メ ッセー ジへ ・yダーで始 ま り、 メッセージ トレーラで終了す る、

メ ッセー ジ集 に規定 され た順序 による1組 のセグメ ン ト群

A.27メ ッセー ジ集

メ ッセー ジタイ プの一覧表であ り識別,名 称,説 明,指 定方法が記述 され る。

A.28メ ッセー ジヘ ッダー

メッセー ジを開始 し、識別す るサー ビスセ グメン ト

A.29メ ッセー ジ トレー ラ

メッセー ジを終了す るサー ビスセグメン ト

A.30メ ッセー ジタイプ

特定業務 タイプ(例 えばイ ンボイス)に 対す る要求 を満たすためデータエ レメ ン ト

が識別 され、構造化 された集合

A.31ネ ス ト化 セグメ ン ト

特定の メ ッセー ジタイプに対す る要求を満 たす ために、構造化 されたセグメン トグ

ループにおいて、他のセ グメ ン トに直接関係す るセグメ ン ト
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A.32数 字キ ャラクターセ ッ ト

数字 を含み、文字以外 の制御記号と特殊記号 を含む ことがで きるキ ャラクターセ ッ

ト(ISO2382-4)

A.33省 略

メ ッセー ジタイプ仕様で条件付 と して指定 されてい る1っ 以上のデータ単位の実際

の メ ッセージ上 での除外

A.34修 飾 子

別のデータエ レメン ト、または、セグメ ン トの機能 に特別の意味を与 えるコー ドと

して値が表現 され るデータエ レメン ト

A.35リ リース符号

シンタ ックス上分離符号や指示符号 と して使用 され る記号 を、 その本来の意味 に戻

す ため に使用 され る符号

A.36反 復 セグメ ン ト

関連 メ ッセー ジタイプ仕様に指定 され、 メ ッセー ジ内で反復で きるセ グメ ン ト

A.37セ グメ ン ト

機能的 に関係す るデータエ レメ ン トの、予 め定義 され識別 されるセ ッ トであ り、当

該 データエ レメ ン トはそのセ ヅ ト内で連続 した位置 によ り識別 され る。

1っ のセグメン トは、セグメン トタグで開始 し、セグメ ン ト終 了符号で終わ る。

それはサー ビスセ グメン ト、 またはユ ーザーデー タセグメ ン トであ りうる。

A.38セ グメ ン トコー ド

セ グメン ト集 にその仕様が記述 され、各セ グメ ン トをユニークに識別す るコー ド

A.39セ グメ ン トタ グ

セ グメン トタグは複合データエ レメン トであ る。最初の構成デー汐 エ レメ ン トは、

関連セグメ ン ト集 に収録 されたセ グメン トをユニー クに識別す るコー ドで ある。

(即ち、セグメ ン トコー ドで ある。)後続す る構成 データエ レメ ン トは、1っ の メ ッ

セージ中の階層 レベル とネス ト化関係およびセグメ ン ト反復の位置付 けを指示す る

ため に条件付で使用で きる。

A.40セ グメン ト終了符号

セグメ ン トの終了 を示す符号
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A.41セ グメ ン ト集

セグメ ン トの仕様の リス トで あ り、識別,名 称,説 明および指定方法が記述 され る。

A.42分 離 符 号

データを分離す るため に使用 す る符号

A.43サ ー ビスデー タエ レメ ン ト

サ ー ビスセグメ ン トの中で使用す るデータエ レメン ト

A.44サ ーービスセグメ ン ト

ユーザーデごタの交換 を行 な うための コン トロールセ グメン ト

A.45サ ー ビスス トリング情報

交換の冒頭 におけ る文字ス トリングで、交換で使用す るシンタ ックス上の分離符号

と指示符号 を定義す る。

A.46単 一データエ レメン ト

単一の データ値 か ら成 るデータエ レメン ト

A.47シ ンタ ックスルール

機能 グループ、 メッセージ、セ グメ ン ト及びデータエ レメン トで構成 され る交換の

構造を管理す る規則

A.48転 送

当事者間の一方 か ら他方 への通信

A.49ユ ーザ ーデ一夕セグメ ン ト

ァプ リケー ションデ一夕か ら成 るセグメ ン ト
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付属書B. (標準関連) サ ー ビスセグメ ン ト仕様

サー ビスセ グメ ン ト内のデータエ レメ ン トの完全表記は、ISO7372貿 易データエ レメ ン ト

集(UNTDED)ω に記述 されている。

凡 例

Ref.

Name

Repr.

ISO7372/UNTDEDで 記述 されているデータエ レメン トに関す る数字参照番号 タ

グ、及 びS付 きの場合は、サー ビスセグメン トで使用 されてい る複合 データエ

レメ ン トのための参照番号

複合 データエ レメ ン ト名

データエ レメン ト名

構成 データエ レメン ト名

データ値の説明

a

n

an

a3

n3

an3

a..3

n..3

an,.3

M

C

RemarksIA

英字

数字

英数字

3桁 の英字、固定長

3桁 の数字、固定長

3桁 の英数字、固定長

最大3桁 の英字

最大3桁 の数字

最大3桁 の英数字

必須エ レメン ト

条件付エレメント

(注)条 件付複合データエ レメ ン ト内 の必須構成 データエ レメン ト

は、複合データエ レメン トを使 う時 にはなければな らない。

交換当事者間の交換協定

(*)サ ー ビスデータエ レメ ン トは、現在の ところECE草 案であ る。
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UNA、 サ ー ビス ス トリング情 報(ServlceStrlngAdvlce)

機能:1っ の交換(UNA～UNZ)に おいて分離符号や指示符号 と して使用す る記号を

定義す ること。

サー ビスス トリング情報における指定 は、セグメ ン トUNBで の分離符号等に関す る指

定に優先す る。(第4節 参照)

伝送時、サ ー ビスス トリング情報 は、交換ヘ ッダー(UNB)セ グメン トの直前 になけ

ればな らない。そ して大文字のUNAで 始 まり、次の順序 で送信者が指定 した6っ の記号

を記述 しなければな らない。

Repr.NameRemarks

anlM構 成 データエ レメ ン ト分離符号

anlMデ ータエ レメ ン ト分離符号

anlM小 数点表記法 コンマか ピリオ ド

anlMリ リース指示符号 使用 しない時 は、"間 隔"

を入れ る。

anlM今 後の使用 のための予備"間 隔"を 入れ る。

anlMセ グメ ン ト終了符号

セ グ メ ン ト:UNB、 交 換 ヘ ッ ダ ー(InterchangeHeader)

機能:交 換 を開 始 し、識 別 し、 そ して 特 定 す る こと。

Ref.Repr.NameRemarks

SOO1

0001a4

0002n1

M
川

M

M

シンタックス識 別 記号

シンタックス識 別 記号

シンタックスバージョン番 号

3桁 の英字 は、管理機関(例UNO・UN/ECE)

を、残 り1桁 は水準 を示す。(例 で はUNOA

とな る)

各新 バー ジョン毎に1ず っ増加
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SOO2 M 交換送信者

0004 an..35 M 送信者識別 コー ド IA(交 換協定)で 規定 された コー ドまた

は名前

0007 an..4 C 識別 コー ド修飾子 送信者識別 コー ドと共に使用 され る。

0008 an..14 C 戻 り経 路用 のアドレス

SOO3 M 交換受信者

0010 an..35 M 受信者識別 コー ド IAで 規定 された コー ドまた は名前

0007 an..4 C 識 別 コー ド修飾子 受信者識別 コー ドと共 に使用 される。

0014 an..14 C 経 路ア ドレス 使用する時は、通常送信経路のためのコ

'

一 ド化 されたサ ブア ドレろ

SOO4 M 作成日時

0017 n6 M 日付 YYMMDD

0019 n4 M 時間 llHMM

0020 an..14 M 交 換 コントロール参 照 番号 送信者が付けたユニークな参照番号

SOO5 q 受信者参照番号 パスワード

0022 an..14 M 受信者参照番号がスワード IAに 規定 され た通 り、受信者 システム、

または、第3者 ネ ッ トワー クに対す るパ

ス ワー ドで もよ い。

0025 an2 C 受信者参照番号/パスワード IAに 規定 されて いる場合使用 される。

修飾子

0026 an,.14 C が リケーション参 照 番号 交換が1っ のメ ッセー ジタイプのみを も

っ場合 は、任意の メッセー ジ識別記号

0029al C 処理優先順位コニ ド lAで 規定 されて いる時使用 され る。

0031nl C 受信確認要求 送信者が受信確認(例 えばUNBとUNZセ グ

メ ン トが受信 され、確認 された)を 要求

す る場合 は、"1"を セ ッ トす る。

0032an..35C 通信協定識別 交換を管理 す る通信協定の タイプ。例 え

ば、税関 またはECE協 定の タイプを識

別す ること。IAに 規定 された コー ドまた

は名称
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0035nl C テスト指示記号 その交換がテス トの時 は、"1"を セ ッ

トす る。それ以外 の場合 は使用 しない。

セ グ メ ン ト:UNZ、 交 換 トレ ー ラ(InterchangeTralier)

機能:交 換 を終了 し、 その完全性 を検査す ること。

旦L8epr.

0036n..6M

廻

交 換 コントロール・カウン}

Remarks

メ ッセー ジ総数のカ ウン ト、 または、 そ

の交換の機能 グループの数の うちいず れ

か1っ がなければな らない。

0020an..14M 交換コントロール参 照番号 UNBに お ける0020と 同一でなければな ら

ない。

セ グ メ ン ト:UNG、 機 能 グル ー プ ヘ ッター(FunctlonalGroupHeader)

機能:機 能 グループを開始 し、識別 し、'特定す ること。

Ref.Repr.

0038an..6M

Name

機能グループ識別符号

Remarks

機 能 グル ー プ にお け る1っ の メ ッセ ー

ジタ イ プを 確定 す る。

SOO6M

OO40an..35M

OOO7an..4C

アプリケーション送信者識別符号

送信者識別符号

送信者識別修飾子

原(最 初の)送 信者組織内の部門を識別

するコー ドまたは名前

送信者識別符号がコー ドである場合使用

できる。

SOO7M

OO44an..35M

アプリケーション受信 者識 別符号

受信者識別符号
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0007 an..4 C 受信者識別修飾子 受信者識別符号がコードの場合使用でき

る 。

SOO4 M 作成日時

0017 n6 M 日付 YYMMDD

0019 n4 M 時間 HHMM

0048 an..14 M 機能グループ参照番号 送信者の部門 によってっ け られたユニー

クな参照番号

0051 an..2 M 管理機関 コー ド メ ッセージタイプの仕様、維持お よび公

表を管理する機関を識別するコード

SOO8 M メッセージバージョン

0052 n..3 M メッセージバージョン番 号 機能 グループにおけるメ ッセー ジタイプ

のバ ージ ョン番号

0054 n..3 C メッセージリリース 番 号 現バ ー ジ ョン内 の り リー ス番 号

0057 an..6 C 協会指定 コー ド 関係メ ッセー ジタイプの設計 や維持 に責

任を持 つ協会によ り指定 された コー ド

0058 an..」4 C が リケーション・パスワード 受信者の部門または課内システムのため

のパス ワー ド(も し必要であれば)

セグメン ト: UNE、 機能グループ トレーラ (FunctionalGroupTrailer)

機能 :機能グループを終了し、その完全性を検査すること。

Ref.Repr.

0060n..6M

廻

メッセージ数

Remarks

機 能 グル ープ 内 の メ ッセ ー ジ数 の カ ウ ン

ト

0048an..14M 機能グルづ参照番号 UNGの0048と 同 一で な けれ ばな らな い。
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セ グ メ ン ト:UNH、 メ ッセ ー ジヘ ッター(MessageHeader)

機能:メ ッセー ジを開始 し、識別 し、特定す ること。

Ref.Repr.

0062an..14M

廻

メッセージ参照番号

Remarks

送 信 者 の ユニ ー クな メ ッセ ー ジ参 照 番号

SOOgM

OO65an..6M

OO52n..3M

メ ッセ ー ジ識 別 子

メ ッセ ー ジ タ イ プ

メヲセージノ{一ジョン番 号

0054n..3Cω メッセージリIJ－ス 番 号

0051an..2C{')管 理 機 関 コ ー ド

0057an..6C("}協 会 指 定 コ ー ド

伝送 されるメッセ ー ジのタイプ

メ ッセー ジタイプのバ ージ ョン番号。UN

Gが 使用 され る時 、0052は 同一でなけれ

ばな らない。

現行バー ジ ョン番 号内の リリー ス番号 メ

ッセージタイプの仕様 、維持お よび公表

を管理す る機関を識別す るコー ド

メ ッセージタイプの設計や維持 に責任を

持つ協会 により指定 された コー ド

0068an..35C 共通アクセス参照番号 同一の業務 フ ァイルに対す る数次更新型デ

ータ伝送のすべてに共通す るキーで、同 じ

取引に関す るデータであ ることを関連づけ

るために使用す る。IAに よ りこの キーを

35桁 以内で構成 データエ レメン トとして規

定で きる。

SO10 C 数次更新型データの伝送状況

0070 n..2 M 伝送 の シーケ ンス 1か ら始 まり伝送毎に1つ っ増加す る。

0073 a1 C 初回伝送か最終伝送か C・Creation、1回 以 上 の 伝送 が 見 込 まれ

る場合、初回の伝送に付与されなければ

な らな い。

F・Final、 最 終 の伝 送 に付 与 され な け れ

ばな らない。

(*) UNGで 提供されている場合不要
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セ グ メ ン ト:UNT,メ ッ セ ー ジ ト レー ラ(MessageTrailer)

機 能

Ref.
-

0074

0062

:メ ッセ ー ジを 終 了 し、 そ の完 全 性 を検 査 す る こと。

Repr.NameRemarks一 －

n..6Mメ ッセージ内 の セグ〃 卜数UNHとUNTを 含 む コン}ロールカウント

an..14Mメ ッセージ参 照 番 号UNHの0062と 同 一 で あ る こ と。

セ グメ ン ト:TXT,テ キ ス ト(Text)

機 能

(注)

Ref;
-

0077

0078

:必 要 に応 じて、サ ー ビスメッセージ内の他のセグメント内の情報 に加 えて情報 を提供す

ること。

機械で処 理す ることはで きない。必ず しも必要で ない時 は、 回避すべ きであ る。

通常 は条件付セ グメン トで ある。

メ ッセー ジ仕様 に指示 された回数(5回 以下)ま で反復で きる。

Repr.Name8emarks一 －

an3Cテ キスト参 照 コード メッセージ 仕 様 に指 示 され て い る場 合 、セグメント

の 目的 と機 能 を 限定 し、 確 定 す る。

an..70M自 由形 式 テキスト 機械 処 理 しな い情報
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セ グ メ ン ト:UNS、 セ ク シ ョ ン コ ン トロ ー ル(SectionControl)

機能:1っ の メッセー ジをヘ ッダー、詳細 および要約の各セクシ ョンに分離す る。

(注)暖 昧 さを避 ける必要がある時、 メ ッセー ジ設計者 が使用す る。

関係 メ ッセー ジタイ プを規定す る場合のみ必須。

Ref.Repr.NameRemarks

0081a1 M セクション識 別符 号 下 記 コー ドの1っ に よ りメ ッセ ー ジを セ

ク シ ョ ンに分 離 す る。

"D"は
、 ヘ ッダ ーセ ク シ ョン と詳 細 セ ク

シ ョンに分 離 す る。

"S"は
、詳 細 セ ク シ ョンと要 約 セ ク シ ョ

ンに分離 す る。
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付属書C.(補 足説 明)メ ッセー ジ内のセグメン トの順序 とセグメ ン トグループ

メッセー ジ内で使用す るセグメ ン トは、 メッセー ジ階層図で規定 される順序(上 か ら下

へ、左 か ら右へ)で 発生せ ねばな らない。

セグメン トはその コー ドによ り表示 され る。 メ ッセー ジに含まれ る要件、すなわちステ

ータスは必須が"M"、 条件付 が"C."と いう文字で表示 され る。 そのセグメ ン トが発生

で きる回数 は、そのす ぐ後 に表示 され る。必須セグメン トは少な くとも1回 、指定回数を

超えない範囲で発生す る。

条件付 セグメ ン トは除外で きるか、 もしくは指定回数 まで発生で きる。

セ グメン トが他のセ グメン ト内でネス ト化す る場合、そのセグメ ン トは、階層図の1っ

下の レベルに置かれ る。 レベル0の セ グメン トは反復で きず、且つ、ネス ト化セグメ ン ト

を持つ ことができな い。

2っ 以上のセ グメ ン トを グループ化す ることがで きる。 これ は階層図では、 ボ ックスで

示 され る。 ボ ックス内のグループ及 びセ グメ ン トは、必須 または条件付であ ることがで き、

且つ指定回数 まで発生で きる。1っ のグループは他の下位 レベル グループ(1っ また は複

数)を 包含で きる。(例 のGr.3とGr.4)

1っ の メッセージはメッセー ジヘ ッダーセグメン トUNHで 始 まり、 メ ッセージ トレーラ

セ グメ ン トUNTで 終了す る。
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(例)あ るメ ッセージタイプの部分

レベル

0

1

2

3

UNHAAA

MlM1

セグメン}は 、次の

よ うに表記で きる。

圃

BBBCCCDDD

C10C10Ml

EEEFFFCGC

C10C5C5

セグメン}グループ1

条 件付

200回 まで反復

可能

HHH

C5

iK・l
IIILしL

MlC5

JJJ

M1

KKK

C1

Gr.3

C10

Gr.4

C10

グルーア4の 中 の

セグメン}グ ルーア3

セ グ メ ン トの処 理/配 列 順 序 は、 下 記 の通 りで あ る。(グ ル ー プ1は2回 、 他 の グル ー

プ は1回 発生 し、 そ して セ グ メ ン トは反 復 して いな い)

UNH,AAA,BBB,CCC,DDD,EEE,FFF,GGG,DDD,EEE,FFF,GGG,HHH,..,IILJJJ,KKK,..,LLL,UNT
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Standard
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電子データ交換のための米国国内規格

アプリケーション制御構造

ANSIX12.6-1986

-

り
白

3

目的と範囲

参考および関連米国国内規格

定義と概念

-

り
白

0
0

4

只
U

C
U

7

3

a

a

a

a

a

q
仏

基本構造

構文記号

キ ャラクタセ ッ ト

データエ レメ ン ト構成

デ一夕セグメ ン ト

トランザ クシ ョンセ ッ ト

機能 グループ

目

4.意 味解 釈

一4,1ト ラ ンザ ク シ ョンセ ッ トの 文 節

4.2デ ータ セ グ メ ン トの優 先 性

5.制 御 セ グ メ ン ト解 説

5.1 ..ル ー プ制 御 セ グ メ ン ト

5.2∴ トラ ンザ ク シ ョンセ ッ ト制 御 セ グメ ン ト

5.3機 能 グル ープ制 御 セ グ メ ン ト

5.4制 御 セ グ メ ン ト間 の 関係

次
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1.目 的 と範囲

この米国国内規格 は、 コンピュータ間の通信のための、商用取引 きの構造 と内容を定

義す るのに使 われ る。 この規格 は、データセグメン トのループ、 トランザ クシ ョンセ ッ

ト,関 連 トラ ンザ クシ ョンセ ッ トのグループを包むの に使 われ る制御 セグメ ン トを規定

す る。 この規格 は具体的な トランザ クシ ョンまた は規格化すべ き トランザ クシ ョングル

ー プを定義 す る もの で はな い。 この規格の実際のデー タセ グメ ン トは、本 シ リーズの

ANSIX12.22-1986の"デ ー タセ グメ ン ト集"に 図解 されている。 これ らの制御 セグメ

ン トの規定 は、本規格 に含 まれている。

2.参 考および関連米国国内規格

本規格 は、電子 データ交換 に関す る以下の米国国内規格 と共 に、用 い られ る。

・ANSIX12 .3-1986、 データエ レメ ン ト集

・ANSIX12 .20-1986、 受信確認通知

・ANSIX12 .22-1986、 デ ータセ グメン ト集

これ らの規格 が米国規格協会の承認 を受けた改訂版 に取 って替 られた場合、その改訂

版が適用 され る。

3.定 義 と概念

3.1基 本構 造

X12委 員会で使用 され るフ ォーマ ッ トで は、商用取引きは、 トラ ンザ クシ ョンセ ッ ト

によ って定義 され る。1っ の トラ ンザ クションセ ッ トは、任意の数 の可変長のデータセ

グメ ン トで構成 され る。そ して各 データセグメ ン トは、多 くの可変長のデー タエ レメ ン

トで構成 され る。 これ らのデータエ レメン トは、一つのまとまった意味を規定す るため

にグループ化す ることがで きる。

機能 グループは、類似の トランザ クシ ョンセ ッ トの集 まりで ある。開始 と終了のセグ

メ ン トは、 トラ ンザ ク ションセ ッ トの一揃 の機能 グループを包むのに用 い られ る。

1個 の トラ ンザ クシ ョンセ ッ トは、1つ の完全な商用取 引 きに相当す る。米国国内規

格 のX12グ ル ープに基 いて作成 された トランザ クションセ ッ トは、通常使用 され る企業

間取 引 きに対応す る もの と して定義 され る。設定 された開始 と終了のセグメ ン トは、当

該 トランザ クションセ ッ トの一部 であ り、当該商用取 引きを表す データセグメ ン トを包

一153一



む ことによ り、境界を示す。開始セ グメ ン トは、 コー ド化 された商用取引 きのタイプを

識別す る情報、および固有の定義 に翻訳す るための翻訳 ルーチ ンが使用で きる情報を も

って いる。

データセグメン トは、一般のデータ処理用語 における レコー ドに相当す る。データセ

グメン トは、データセ グメン トIDで始 ま り、データセグメン ト終了符号 で終 る。データ

セグメン トIDの働 きは、そのセグメ ン トに含まれ るデータエ レメ ン トを定義す る。個 々

のデータセ グメ ン トの定義 を規定 し、当該データエ レメン トが必要 かど うかをユーザー

に伝え、そのセグメン ト内のエ レメ ン トの順序を列挙す ることであ る。

データエ レメ ン トのグループが、デー タエ レメン トの存在や内容 に基本的に依存す る

ことがあ る。 これ らのエ レメ ン トグループが、ひ とまとま りとな って情報を伝え る。

データエ レメ ン トは、一般のデータ処理用語におけるデ一 夕フィニル ドに相 当す る。

トラ ンザ クションセ ッ トに用い られ る各 データエ レメ ン トは、データエ レメン ト集(AN

SIX12.3-1986)か ら取 り出 され る。 データエ レメ ン ト参照番号順 に並べ られ たデー タ

エ レメン ト集 は、デー タエ レメン トの定義を提供 し、それ らが想定で きる値 に対す る特

有の コー ドや タイプを列挙す る。

3.2構 文 記 号

構文 は、BackusNormalForm(BNF)で 定 義 す る。 以 下3.2.1.～3.2.8.に お いて説 明す

る。

3.2.1山 か っ こで 囲 まれ た小 文字 の文 字 列

山 か っ こで 囲 まれ た小 文 字 の文 字 列 は、 構 文上 の構 成 体 を示 す 。 この 表 記 の た め下

線 が有 効 文 字 と して 含 まれ る。

{列:〈tranSaCtiOnSet>

3.2.2構 成 体 と構 成 体 の 区切 り

定 義 され る構 成 体 を ス テ ー トメ ン トの左 側 に置 き、 右側 に その 定 義 を書 き2っ の コ

ロ ンと1っ の等 号(::=)に よ って 区切 る。

例:〈oneconstruct>::ニ 〈anotherconstruct>

3.2.3構 成 体 の 間 の スペ ース

ステ ー トメ ン ト内 の 、構 文 上 の 構成 体 の 間 の スペ ー ス に は特別 の意 味 は な いが 分 り

やす くす るため に入 れて もよい 。 構 文 を定 義 す る上 で使 用 され る意 味 の あ る スペ ー ス
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や他 の記 号 を 、 それ らを 引用 符 で 囲 む こ とに よ りステ ー トメ ン トに挿 入 して もよ い。

例 え ば 、""や"<"の よ うにす る。 他 の記 号 も、分 りやす い よ うに引用 符 で 囲

って もよ い。 ス テ ー トメ ン トの 右 側 を次 の 行 に続 け る こと もで き、.その 場 合 、構 文 構

成 体 を1っ の単 位 と して 区切 る。省 略符 号(…)は 、論 理 的進 行 が 認 識 され る場 合 、

省 略項 目を表 現 す るた め に使 用 され る。

3.2.4代 替 定 義

代 替 定 義 が あ る時 は、垂 直線1で 区切 って示 す こ とが で きる。

例:〈signedinteger>::=〈unsignedinteger>1-〈unsignedinteger>1

十〈unsignedinteger>

3.2.5事 前 定義 ラベ ル

あ る文 字 列(例 え ば"ST"な ど)は 、 事前 定 義 ラベ ルで あ り、 常 に指 定 の と お りに用.

い る。 句 読 記号 は、 デ ー タの伝 送 にお い て あ る よ うに発 生す る;た とえ ば、"1.2"の

小 数 点 は次 の よ うに規 定 せ ね ば な らな い。

<digit>.〈digit>

3.2.6大 か っ こ

大 か っ こ は、 オ プ シ ョ ン項 目を囲 む の に用 い る。 た とえ ばオ プ シ ョンの 負 符 号 は、

[一]と な る。

3.2.7プ レー ス({})

ブ レー ス は、 省 略 また は一 回 以 上反 復 され る項 目を 囲 むの に用 い る。

S　(1:〈unsignedinteger>::=〈digit>{〈digit>}

3.2.8構 成 体

あ る構 文 上 の 構 成 体 に使 用 す る こ との で き る最 小 お よび最 大 文字 数 は、 そ れ ぞ れ の

数値 を(最 小/最 大)の よ うにか っ こ内 に入 れ、 そ の構 文 上 の構 成 体 の 後 に付 け て指

定 す る。 これ はデ ー タエ レメ ン ト集 にお け るデ ー タエ レメ ン トの最 小 長 と最 大長 を示

す の に用 い る。

〈id>(02/03)::ニ 〈letterordigit>〈letterordigit>[<letterordigit>]

3.3キ ャ ラ クタ セ ッ ト

す べ て の デ ー タ エ レメ ン トは、3.3.1か ら3.3.3に 規 定 され た キ ャラ ク タセ ッ トを用

いて 作 成 され ね ば な らな い。
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本規格のキ ャラ クタセ ッ トは共通 した特性に よってグル ープ化 されている。

注)こ のX12規 格 は、 グラフィック文字向 きなので、 この規格 に規定 された以外 の一

般的なデザイ ン文字で も共通 のマ ッピングが可能で あれば使用で きる。 この規格

において使用 され るいかな る定義 で も照合順序を規定す ることはで きない。 なぜ

な ら単一 の文字 コー ドの規定がな く、 そ して順序 を規定す る他の手段 も提供 され

て いな いか らで ある。

訳者注)上 記 は「㊦」或 いは会社 マーク等 も交換 当事者双方 の取決めで使用す ることが出

来 ることを意味 してい る。

また、文字 コー ドの規定 はな く、例えば"A"と"B"の コー ド大小の記述 もない

3.3.1基 本 キ ャ ラ ク タ セ ッ ト

本 規 格 の 基 本 キ ャ ラ ク タ セ ッ トに は 大 文 字 、 数 字 、 特 殊 文 字 、 ス ペ ー ス か ら選 ば れ

た も の が 含 ま れ る。

(1)Aか らZま で の 大 文 字

〈upPercaseletter>::ニ"A"1...1"Z"

②0か ら9ま で の 数 字

〈digit>::="0"1...1"9"

(3)以 下 の 特 殊 文 字

〈specialchar>::="!"1"""1"#"1"&"1"'"1"("1")"1"*"1"十"1

"
,"1"一"1"."1"/"1":"1";"1"?"1"・"1

注)こ れ らの 特 殊 文 字 の 一 部 は ユ ー ザ ー に よ って 取 り除 か れ た り 、 区 切 り符 号

に 使 わ れ る場 合 が あ る。

(4)ス ペ ー ス

""
〈space>::=

3.3.2拡 張 キ ャ ラ クタセ ッ ト

デ ー タ交換 を行 う当 時者 の 合 意 によ って 拡 張 キ ャ ラ クタセ ッ トを使 うこ とが で きる。

これ らは小 文字 や その 他 の特 殊 文 字 を 含 む。

(1)aか らzま での 小文 字

〈10werCaSeletter>::="a"1...1``z"
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(2)以 下 に示 す そ の 他 の 特殊 文字

〈otherspecialchar>::ニ"%"1"$"1"@"1"]"1`["1" _"1"{"1

"}"1へ"1"ド1"ぐ1"〉"1

注)こ れ ら特 殊 文 字 の 一 部 はユ ーザ ー に よ って取 り除 かれ た り、区切 り符 号 に

使 われ る場 合 が あ る。

3.3.3区 切 り符 号

区切 り符 号 に は分 離 符 号 と終 了符 号 の2つ の レベ ル が あ る。 区切 り符号 は、伝 送 デ

ー タス トリー ム内 に含 まれ る。 区切 り符 号 を使 うこ とは 、伝 送 デ ー タ文字 数 を増 加 さ

せ る こ と とな るが 、 可 変 長 の エ レメ ン トや セ グ メ ン トが使 用 で き る こと とな る。

これ らの 区切 り符 号 は、 現 在 開 発中 で次 のX12規 格 に取 込 み予 定 の交 換 ヘ ッダ ー

にセ ッ トされ る。

最 高 位 か ら最 低 位 まで の 分 離 符号 と 夕終 了 符 号 は以 下 の通 りで あ る。

〈tr>::・terminator(終 了 符 号)

〈gs>::ニdataelementseparator(デ ー タエ レメ ン ト分離 符 号)

〈us>::ニsubelementseparator(サ ブエ レメ ン ト分 離符 号)

3.4デ ー タエ レメ ン ト構 成

構 文 の 最 低 レベ ル に は 、語 彙 要 素 が あ る。 語彙 要 素 に は、2つ の レベル が あ る。低 い

方 の レベ ル の語 彙 要 素 は1っ の値 の デ ー タエ レメ ン トで 構 成 され る。値 の意 味 を よ り明

確 にす るた め に追 加 の デ ー タが 必 要 な時 は、 完全 な意 味 の エ レメ ン トグル ー プ とす るた

め に修 飾 子(こ れ 自体 が デ ー タエ レメ ン トで あ る)を 当該 値 に結 合 で き る。 これ が 、 高 .

い方 の レベ ル の 語彙 要 素 で あ る。

3.4.1デ ー一口タエ レメ ン ト

デ 一 夕エ レメ ン トは、本 規 格 の 中 で規 定 され て い る最 小 の項 目で あ る。 修 飾 子 とす

る こ と も、 値 とす る こ と もで きる。 すべ て の エ レメ ン トは、3.4.2で 規定 す る基 本 デ

ー タエ レメ ン トタイ プで構 成 す る
。

〈dataelement>::=〈numeric>1〈decimalnumber>1〈id>1〈string>1〈date>1

〈time>

3.4.2デ ー タエ レメ ン トタ イ プ

有 効 な デ ー タエ レメ ン トタ イ プ と、 それ ぞ れ の タ イ プ の デ ー タエ レメ ン トの長 さは 、
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3.4.2.1～3.4.2.6に 規定の とお りであ る。

3.4.2.1数 値

数値 は、10進 法 における値 を表現す るため、任意 の符号(+、 一)付 の数字 の列で

表現す る。

<numeric>::=[十1-]〈unsignedinteger>

〈unsignedinteger>::=<digit>{〈digit>}

データエ レメン ト内の小数点 の位 置が固定 され、小数点がデー タと共 に送信 され な

い時 は、数値 フィール ドが、米 国国内規格X12シ リーズで は使われ る。小数点 はデー

タス トリーム内にはないので 、小数点 の位置を知 るためには、デー タエ レメ ン ト集 を

見 る必要 がある。X12規 格 にお ける当該データエ レメ ン トの表現 は、Nnで あ る。 これ

は、固定小数点 フォーマ ッ トにおけ るデータエ レメ ン トの中で右か ら左へ数えてn桁

の小数位置を持つ数値であ ることを示す。小数点 は、文字ス トリーム内には現れない。

nが0の 時は、仕様の中で指定す る必要 はない。"N"は"NO"と 等 しい。任意の符号

(+ま た は一)を 頭に付 けて もよい。 この符号が付 いてない時 は、正(+)と みな さ

れ る。デ ータエ レメン ト集 に指定 されている最大長が、実際に用 いる値よ りも大 きい

場合 は、 この値 はフィール ド内で右詰めすべきである。必要に応 じて、左側 にゼ ロが

挿入 され る。

このデータエ レメ ン トの長 さは、使用す る桁数であ る。任意 の符号 は、 この長 さに

は含まれ ない。

例:

値 が一123.45の場 合、数値 タイプの記号 はN2で あ る。

"2"は
、小数部が右か ら2桁 であ ることを示す。

入出力値(伝 送 中の値)は 、"-12345"と な る。

この値 の長 さは5桁 であ る。

3.4.2.2ノ 」、数値

少数値 は、小数点 の後の少数桁数が分 らな いフィール ドを考慮 に入れ る必要が ある。

データエ レメン トの少数値 は、Rで 表 される。小数点が右端以外 の位置 にあ る場合 は、

少数点 は常に文字ス トリーム内 に現れ る。値が整数(小 数点 は右端)の 場合 は、小数

点 は任意であ る。任意の符号(+ま た は一)を使 うこともで きる。 この符号がない場

合 は、正(+)と みな される。値 はフィール ド内で右諾せねばな らない。必要 に応 じ

一158一



て 、左 端 はゼ ロが 埋 め られ る。

この デ ー タ エ レメ ン トの長 さは、 使用 す る桁 数 で あ る。 任 意 の符 号 と小 数点 は、 こ

の 長 さ に は含 まれ な い。

〈decimalnumber>::ニ[十1-]〈unsigneddecimalnumber>

〈unsigneddecimalnumber>::=〈unsignedinteger>1

{〈digit>}.〈unsignedinteger>1

〈unsignedinteger>.{〈digit>}

例A:

値 が 一123.45の 場合

小 数 タ イプ記 号 はR

入 出力 値 は、"-123.45"

長 さ は5桁 で あ る。

例B:

値 が"12345"の 場 合

小 数 タ イ プ記 号 はR

入 出力 値 は、"12345."ま た は"12345"

ど ち らの 場 合 で も、長 さ は5桁 で あ る。

3.4.2.3識 別 子

識 別 子 は、IDタ イプ エ レメ ン トと も呼 ば れ 、IDと 指 定 す る。IDエ レメ ン トはX12委

員 会 ま た はX12委 員 会 の 承 認 す る団 体 が維 持 管理 す る事前 定 義 値 リス トか らの 値 の み

を と る。 双 方 で 定 義 され た値 をデ ー タ辞 書 と して用 い るた め には、 交 換 当事 者 は交 換

を始 め る前 に、 値 の リス トに合 意 して お く必要 が あ る。

値 は フ ィー ル ド内で 左詰 め とす る。 もし必 要 な ら、 空 きの 部 分 に は スペ ー スを挿 入 す

る こ と。 リス トは大 文字 の英 字 、数 字 、特 殊 文字 か ら選 ぶ こ と。

〈id>::=〈letterordigit>{〈letterordigit>}{〈space>}

〈letterordigit>::=〈upPercaseletter>1〈digit>1〈specialchar>

この デ ー タエ レメ ン トの長 さは、 使 用 され る文 字 位 置 の桁 数 で あ る。

3.4.2.4ス トリング(文 字列)

ス トリ ングは 、分 離 符 号 文字 を除 いた 、一 連 の 印字 可能 文 字 で あ る。 米 国 国 内規 格

のX12シ リーズ で は、 コー ドは、 この エ レメ ン トに は割 り当て られ な い。 デ ー タエ レ
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メ ン トは 、 フ ィー ル ド内で は左 詰 め とす る。 も し必 要 な ら、空 い た部 分 に は スペ ー ス

を挿入 す る。 ス トリン グはANで 示 され る。

〈string>::ニ 〈character>{〈character>1〈space>}

〈character>::ニ 〈uppercaseletter>1〈digit>1〈specialchar>1

〈lowercaseletter>1〈otherspecialchar>

この デ ー タエ レメ ン トの長 さ は、使 用 され る文字 位 置の 桁数 で あ る。

3.4.2.5日 付

日付 は、ISO規 格 のYYMMDDフ ォー マ ッ トに よ る 日付 を表現 す るた め に使 用 され る

一 連 の数 字 で あ る。

YYは 西 暦 に よ る年(00～99)で 、 剛 は月(01～12)、DDは 日(01～31)で あ る。

日付 はDTで 指 定 され る。

〈date>::=〈year>〈month>〈day>

〈year>::ニ 〈digit><digit>

〈month>::=〈digit>〈digit>

〈day>::=〈digit><digit>

この デ ー タエ レメ ン トの長 さ は6桁 で あ る。

3.4.2.6時 間

時 間 は、ISO規 格 のHHMMフ ォーマ ッ トに よ る時 間 を 表す た め に使 用 され る一 連 の

数字 で あ る。HHは24時 間制 の 時 間(00～23)で 、MMは 分(00～59)で あ る。 時 間 はTM

で指 定 され る。

〈time>::=〈hour>〈minute>

〈hour>::ニ 〈digit>〈digit>

〈minute>::=〈digit>〈digit>

この フ ォー ム に よ るデ ー タエ レメ ン トの長 さ は4桁 で あ る。

時 間の 別 の フ ォー ムが 以下 の よ う に定 義 で き るが 、 これ は分 よ り も詳 しい表 示 が 必

要 な時 に使 え る。 この フ ォー ムで は、秒 が表 示 で き、 オ プ シ ョンで 秒 の 小 数値 まで 可

能 で あ る。

一160一



〈time>::=〈hour>〈minute>〈second>

〈hour>::=〈digit>〈digit>

〈minute>::=〈digit>〈digit>

〈second>::ニ 〈digit><digit>[.〈digit>{〈digit>}]

この フ ォーム に よ るデ ー タエ レメ ン トの長 さは、使 用 され る文 字 位 置 の桁 数 で あ る。

3.4.3デ ー タエ レメ ン ト集

デ ー タ エ レメ ン ト集(ANSIX12.3-1986)内 のデ ー タエ レメ ン トは、 参 照 番号 に

よ って参 照 され る。 この デ ー タエ レメ ン ト集 は、 デ ー タ エ レメ ン トタ イプ と、 長 さを

規 定す る。

3.4.3.1デ ー タエ レメ ン ト参 照 番号

デ ー タエ レメ ン トに は、 デ ー タエ レメ ン ト集 内の位 置 を示 す た めの 、 参 照 番号(固

有 の もの)が 割 り当 て られ る。

3.4、3.2デ 一 夕エ レメ ン トタ イ プ

以 下 の よ うな デー タエ レメ ン トの タイ プ(3.4.2参 照)が デー タ エ レメ ン ト集 に存

在 す る。

タ イ プ 記 号,

umer1C数 値)nnハI」 不

Decimal(小 数 値)R

Identifier(識 別 子)ID

String(文 字 列)AN

Date(日 付)DT(YYMMDD)

Time(時 間)TM(HHMM)

3.4.3.3長 さ(桁 数)

各 デ ー タエ レメ ン トに は、 最小 と最 大 の桁 数 が割 り当 て られ る。 固 定 長 エ レメ ン ト

の 場合 は、 これ らは 同一 で あ る。 各 デー タエ レメ ン トタ イ プの長 さ特 性 は、3.4.2で

定 義 され た とお りで あ る。

3.4.4関 連 エ レメ ン トグル ー プ

エ レメ ン トグル ー プ は 、単 一 セ グ メ ン ト内 の全 て の条 件 付 情報 を解 決 しよ う とす る

もの で あ る。

デ ー タセ グ メ ン トは、 エ レメ ン トグル ー プを もっ もの と して 考 え られ る。 これ らの

グル ー プ内 の構 造 は、 デ ー タ エ レメ ン ト間 の 情報 の 依 存性(デ ー タエ レメ ン ト間 の関

係)を 記述 す る必要があ る。 エ レメン トグループは、以 下のよ うに表現 され る。
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〈groupelem>::ニ 〈gs>[〈elemqualifier>〈us>]〈dataelement>{〈us>

〈dataelement>}[〈uom>]

〈elemqualifier>::ニ 〈id>

〈uom>::=〈us>〈unitofmeasure>[〈us>〈descriptivestring>]

〈unitofmeasure>::ニ 〈id>

〈descriptivestring>::=〈string>

注)こ の 例 で 分 る よ う に 通 常 、 修 飾 子 は 修 飾 され る もの の 前 に 置 か れ る。 慣 用 的 に 、

寸 法 単 位 は 、 例 え ば"25feet"の よ う に 、 値 の 後 に付 く。

3.5デ ー タ セ グ メ ン ト

デ ー タセ グメ ン トはセ グ メ ン トIDと 通 常 意 味上 の 関 連 性 を もっ デ ー タエ レメ ン トグル

ー プで 構 成 され る。 デ ー タ セ グ メ ン トは、 決 ま った数 の デ ー タ エ レメ ン トで 定 義 す べ き

で あ るが 、 セ グ メ ン トの終 りにあ る不 使 用 の エ レメ ン トは送 信 す る必 要 は な い。

3.5.1デ ー タ セ グ メ ン ト構 成

デ ー タセ グ メ ン トは、 以 下 の よ うに構 成 す る。

〈datasegtient>::=〈segid>〈groupelem>{〈groupelem>}〈tr>

3.5.2デ ー タ セ グ メ ン ト識 別 子

各 デー タセ グ メ ン トに は、 固 有 の識 別 子 が必 要 で あ る。 この識 別 子 は 、 デ ー タエ レ

メ ン トと はみ な され な い。 これ は構 文 規 則 の一 部 で あ り、 デ ー タセ グ メ ン トの ラベ ル

と して機 能 す る。

〈segid>(02/03)::={〈uppercaseletter>|〈digit>}

3.5.3セ グ メ ン ト内 の デ ー タエ レメ ン ト

複 数 の デ ー タエ レメ ン トが 組 合 わ され て 、1個 のデ ー タセ グ メ ン トが構 成 され る場

合 、 次 の 高 い レベ ル の構 成 、 追加 特 性 が 、使 用 の際 にそ の デ ー タエ レメ ン トに適 用 さ

れ る。 これ らの 特 性 は3.5.3.1～3.5.3.4に 定 義 され て い る。

3.5.3.1デ ー タエ レメ ン トの 位 置

デ ー タエ レメ ン トは、 デ ー タセ グメ ン ト内 で特 定 の 位 置 を もつ 。 この 位 置 は、 デ ー

タ セ グ メ ン トが 定義 され る時 に、設 定 され る。

3.5.3.2要 件 指 示 符号

デ ー タエ レメ ン トは、 デ ー タセ グ メ ン ト内 にお け る 出現 を 定 義す る以 下 の3つ の 要
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件指示符号の内の1っ を、 もたねばな らない。 これ らの要件指示符号の記述の後 ろに

は、か っこに入 った コー ド略号が付 く。

必 須(M:mandatory)

条件 付(C:conditionaD

オ プ シ ョン(0:0ptional)

3.5.3.3参 照 指 示 符 号

このデータエ レメン トは、デー タセグメン ト内に含ま

れなければな らな い。

このデータエ レメン トの存在 は、データ交換 トランザ

クシ ョン内のその他の データエ レメン トの値 あるい

は有無、あるいはこれ らの両方 によ って決 まる。

これ は通常、重 さと計量単位の ように2っ 以上のデ ー

タエ レメン ト間の依存性 に基 いて生 じる。

このデータエ レメ ン トの存在 は、送信側の 自由選択 か、

もしくは、交換当事者間の相互取 り決めのいずれか に

よ る。 これは情報 を解釈す る上で必要な ものではない

が、情報 に意味上 の修飾を加 え るものである。

データセグメン ト内の各デ ータエ レメ ン トには構造化 コー ド(こ れが使用 され るセ グ

メン トと、 そのセ グメン ト内の順序位置 を示す)が 与 え られ る。 この コー ドは、デー タ

セ グメン ト識別子 と、その後の2桁 の数字(当 該データセグメ ン ト内のデータエ レメ ン

トの位置を示す)で 構成 される。位置のカウン トは、 データセ グメン ト内の最初の デー

タエ レメ ン トが01と して始まる。例えば、参照指示符号 のGSO1は 、GSデ ータセ グメ ン ト

内の最初のデータエ レメ ン トであることを示す。

3.5.3.4関 係条件

多 くの場合、 データエ レメン トは情報を独 自に伝え ることがで きるが、情報を伝 え る

ために、 ひとっ以上 の他のデー タエ レメン トに依存 して いる場 合 もあ る。 この場合 には、

修飾子 データエ レメ ン トが別のデータエ レメン トに対 して指定 される。例 えば、重 さに

関す るデータエ レメ ン トは、 ポ ン ド、kgの よ うな重量単位 を指定す るデータエ レメ ン ト

がなけれ ば、十分 な意味が表現で きない。 これ らの関係条件(依 存性)は 、データセグ

メン トの定義 とい っ しょに定義 され る。

3.5.4デ ータの省略

必須 と指示 されて いるデータエ レメン トは、送信 され るデータセ グメ ン ト内 になけれ

ばな らない。オ プシ ョンのデータエ レメン トと、必要で はない前 にっ く分離符号 は、そ
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れがセ グメ ン トの終 りにある時 は省略す ることがで きる。データエ レメン トがセ グメン

トの終 りにない時で もデータエ レメ ン トを省略す る ことがで きるが、その欠落 は分離符

号の出現 によって指示 され る。

3.6ト ラ ンザ ク シ ョ ンセ ッ ト

トラ ンザ ク シ ョンセ ッ トは一揃 い の商 用 取 引 きを定 義 す る。X12規 格 に基 づ い た各 トラ

ンザ ク シ ョンセ ッ トは 、通 常 取 引 きに 関与 す る各 組 織 間 で交 換 され る商 用 取 引 きに対 応 す

る よ うに生 成 され ねば な らな い。 数 個 の関 連 す る トラ ンザ クシ ョ ンセ ッ トを 、 ひ とつ の 機

能 グル ー プに入 れ る こ とが で き るが 、 各 トラ ンザ ク シ ョンセ ッ トは、 トラ ンザ ク シ ョンセ

ッ ト制御 番 号 と、 識別 コー ドを もた ね ば な らな い。

3.6.1構 造

トラ ンザ ク シ ョンセ ッ トは、 以 下 の よ うに組 み立 て る。

〈transactionset>::ニ 〈transsetheader>〈beginningsegment>

〈datasegmentgroup>{〈datasegmentgroup>}

〈tranSSettrailer>

3.6.2開 始 お よび終 了 セ グ メ ン ト

トラ ンザ ク シ ョンセ ッ トの 開始 セ グメ ン トと終 了 セ グメ ン トは以下 の よ うに 組立 て る。

〈transsetheader>::=ST<gs><transsetid>〈gs>

〈transsetcontrolnumber>〈tr>

〈transsettrailer>::ニSE〈gs>〈numberofincludedsegments>〈gs>

<transsetcontrolnumber>〈tr>

〈numberofincludedsegments>::ニ<unsignedinteger>

トラ ンザ ク シ ョンセ ッ ト識 別 子 は、 トラ ンザ ク シ ョンセ ッ トの タイ プを定 義 す る。 こ

の 識 別 子〈transsetid>は 、 トラ ンザ ク シ ョンセ ッ ト ・ヘ ッダー セ グ メ ン トの最 初

の デ ー タエ レメ ン トで な けれ ば な らな い。 この識 別 子 は、 各 トラ ンザ ク シ ョ ンセ ッ ト ・

タイ プ に固有 の もので な けれ ば な らな い。

〈transsetid>と 〈transsetcontrolnumber>エ レメ ン トは、 ひ とま とめ

に して 、 長期 間 どの送 信 者 か ら もユ ニ ー クに識 別 で きる もの で な けれ ば な らな い。 これ

は、 制御 目的 に使 え る よ うにす る ため で あ る。
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〈transsetid>::=〈id>

〈transsetcontrolnumber>::ニ 〈string>

3.6.3ト ラ ンザ ク シ ョ ンセ ッ トの 開 始 セ グメ ン ト

トラ ンザ ク シ ョ ンセ ッ トの 開始 セ グ メ ン トは、 以下 の構 造 に よ る こと。

<beginningsegment>::ニ 〈begsegid>〈groupelem>{〈group _elem>}〈tr>

<begsegid>::ニ 〈segid>

3.6.4デ ー タセ グ メ ン ト ・グル ー プ

トラ ンザ ク シ ョ ンセ ッ ト内の セ グ メ ン トは、反 復す る こ と もで き、 また 、 ル ー プ内 に

入 れ る こ と もで き る。 これ は有 限 ル ー プ も可能 で あ る。

〈data _segment_group>::ニ 〈data_segment_repeat>1

〈datasegmentlooP>1〈boundedlooP>

3.6.4.1デ ー タ セ グ メ ン トの反 復 発 生

有 意構 成体 の複 数 回の 発 生 が必 要 な時 は、1個 の デー タセ グ メ ン ト、 あ るい はデ ー タ

セ グ メ ン ト ・グル ー プ を繰 り返 す こ とに よ って 供 給す る。 単 一 の デ ー タセ グ メ ン トを連

続 的 に反 復 す る場 合 、最 大 使 用 回 数(反 復 され る発生 数に 上 限 を設 定 す る)は 、 個 々 の

トラ ンザ クシ ョ ンセ ッ ト規 格で 定 義 され た とお りとす る。

〈data'segmentrepeat>::=〈d6tasegment>{〈datasegment>}

3.6.4.2デ ー タ セ グ メ ン ト ・ル ー プ

デ ー タセ グ メ ン ト ・ル ー プ は 、以 下 の よ うに組 み立 て る。

ル ー プの反 復 を設 定 す る に は、 ル ー プ内 の最 初 の デー タ セ グ メ ン トを 出現 させ る。 各

ル ー プ は特 定 の トラ ンザ クシ ョンセ ッ ト規 格 で定 義 され る、反 復 の 最 大 回 数 の カ ウ ン ト

を も って お り、 これ が ル ー プ反 復 カ ウ ン トを行 う。 各 ルー プ は トラ ンザ ク シ ョンセ ッ ト

内で ネ ス ト化 す る こ と もで きる。 ネ ス ト化 され た場 合、 内 側 の ル ー プ はす べ て 、外 側 の

ル ー プが 終 了 す る前 に、終 了 しな けれ ば な らな い。

〈datasegmentlooP>::ニ 〈looP _beg_seg>{〈data_segment>}

〈loopbegseg>::ニ<loopsegid>〈groupelem>{〈groupelem>}〈tr>

<loopsegid>::ニ 〈segid>

開 始 お よび終 了 ル ー プ制 御 セ グ メ ン トは、本 規 則 を使 用 して 規 格 を設 定 す る団 体 によ

って 指 定 され て い る場 合 は、 ル ー プの範 囲 の た め に必 須 で あ る。 ル ー プ 自体 が オ プ シ ョ

ンの 場 合 で 、 か つ この ル ー プ内 の セ グメ ン トが現 れ な い場 合 は、 これ らの ル ー プ 開始 お

一165一



よび終 了 セ グ メ ン トは現 れ て は い けな い 。

〈boundedlooP>::ニ 〈loopheader>〈datasegmentlooP>〈looptrailer>

〈loopheader>::=LS〈gs>〈loopid>〈tr>

〈looptraller>::=LE〈gs>〈loopid>〈tr>

〈loopid>::=〈id>

3.6.5ト ラ ンザ ク シ ョ ンセ ッ ト内 の デ ー タセ グ メ ン ト

複数 の デ ー タセ グメ ン トを組 合 わ せ て1個 の トラ ンザ クシ ョンセ ッ ト、次 の よ り高 い

構 成 体 を作 る時 、 デ ー タセ グ メ ン トの 使 い方 に関す る2っ の特 性 、 す な わ ち要 件 指 示 符

号 と、 トラ ンザ ク シ ョンセ ッ ト内 の位 置 が デ ー タセ グ メ ン トに与 え られ る。

3.6.5.1デ ー タセ グ メ ン ト要件 指 示 符 号

デー タセ グ メ ン トは、 トラ ンザ ク シ ョンセ ッ トで の 現 れ方 を 定義 す る、 以下 の要 件 指

示 符号 の 内 の ひ とっ を もたね ばな らな い。 要 件 指 示 符 号 の定 義 の後 に は、 か っ こに入 っ

た コー ド略号 が付 く。

必須(M)

オプ シ ョン(0)

このデータセ グメン トは、 トラ ンザ クションセ ッ ト内 に含 まれ

る。 データセ グメン ト・ループ内 には、 データセグメ ン トが必

須であ るが、ループ 自体 はオプ ションで ある。

このデータセグメン トの存在 は、送信側 の自由選択 とす るか、

交換当事者 間の相互合意 に基 くかの いず れかによる。

フローテ ィング(F)こ れ は、データセ グメ ン トに使用 され、 トラ ンザ クシ ョンセ ッ

トのなかで開始 セグメ ン トと トランザ クシ ョンセ ッ ト・トレー

ラの間の どこにで も出現で きる。 これ は一般 的に、主 と して人

間にわか る様 な注釈 をや りと りす る為 に用い られ る。

3.6.5.2デ ータセ グメン ト位置

当該 トラ ンザ クシ ョンセ ッ トの設計者 は、その トラ ンザ クシ ョンセ ッ ト内のデ ータセ

グメン トの相対位置 を指定す る。 このデータセグメ ン トのオプ ションおよびフローテ ィ

ング型要件指示符号で規定 される融通性を条件 と して、 この位置決 めはな されね ばな ら

ない。

3.7機 能 グループ

機能 グループは、類 似 した トラ ンザ クシ ョンセ ッ トの集 まりで ある。例 えば、発注関
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連の トラ ンザ クションセ ッ トの グループは、一 つの機能 グループで ある。機能 グループ

は、機能 グループヘ ッダーで始ま り、機能 グループ トレー ラで終 わる。

〈functionalgroup>::=〈functionheader>〈transactionset>

{〈transact亘onset>}〈functiontrailer>

〈functionheader>::=GS〈gs>〈function>〈gs>〈apPconnect三 〇nid>〈gs>

〈fgdate>〈gs>〈fgtime>〈gs>

<functioncontrolnumber>〈gs>〈standard>〈gs>

〈version>〈tr>

こ の 機 能 は 、 機 能 グ ル ー プ 内 に 含 む こ と の で き る トラ ンザ ク シ ョ ン ・グ ル ー プ を 定 義 す る

〈function>::ニ 〈id>

〈apPconnectionid>::=<apPsenderid>〈gs>〈apPreceiverid>

〈apPreceiverid>::=〈id>

〈appsenderid>::ニ 〈id>

〈fgdate>::=〈date>

〈fgtime>::=<time>

〈functioncontrolnumber>::=〈numeric>

〈standard>::ニ 〈id>

〈version>::=〈id>

〈functiontrailer>::ニGE<gs><noincludedsets>〈gs>

〈functioncontrolnumber>〈tr>

〈noincludedsets>::=〈numeric>

4.意 味 解 釈

4.1ト ラ ンザ ク シ ョ ン セ ッ トの 文 節

多 くの トラ ンザ ク シ ョ ン セ ッ トは 、 全 体 の ドキ ュ メ ン トに 共 通 す る 情 報 が 置 か れ る ヘ

ッデ ィ ン グ エ リア に よ って 定 義 さ れ る。 詳 細 エ リア は 大 きな ル ー プ を 形 成 す る もの で 、

そ の 中 で デ ー タ セ グ メ ン トが 反 復 で き る 。 要 約 エ リア は 要 約 情 報 が 置 か れ る。

4.2デ ー タ セ グ メ ン トの 優 先 性

デ ー タ セ グ メ ン トの 優 先 性 に 関 す る以 下 の ル ー ル は 、 次 の 場 合 に 適 用 さ れ る。 す な わ
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ち、データセ グメ ン ト識別子 によ って識別 されたあるデータセ グメン トと同 じデータセ

グメ ン トが、1っ の トラ ンザ クシ ョンセ ッ ト内で複数 の位置 に出現 し、 どち らのセ グメ

ン トを適用す るかで意味が変わ る場 合であ る。ヘ ッデ ィングエ リアに現れ るセグメ ン ト

は、 トラ ンザ クション全体 に適用 され る。 しか し、変 更 され た意味を もつ同 じセグメ ン

トが、ル ープ中に存在す る時 は、そのループの範囲内で は、その よ うには適用 されな い。

同様 に、ネス ト化 されたループの場合、内側のルー プ内にある同 じセ グメ ン トは、外

側のループ内のそのセ グメン トに優先す る。

5.制 御セグメ ン ト解説

制御データセグメ ン トについて は5.1か ら5.3に 解説す る通 りであ る。 このセグメ ン

トの実際の説明 はANSIX12.22-1986に あ る通 りで ある。制御 セグメ ン トは、データセグ

メ ン トと同 じ構造を もっが、商用取引データで はな く、制御情報 を伝え るのに使用 され

る。

5.1ル ープ制御セグメ ン ト

ループエ ンベ ロープは、ループヘ ッダー(LSセ グメ ン ト)と 、ルー プ トレー ラ(LEセ

グメン ト)で 構成 され る。 ループのヘ ッダーは、デー タセ グメン トのループの開始 を定

義 し、 このループのループ識別子 を提供す る。ループ トレーラは、データセグメン トの

ループの最後を定義す る。

5.2ト ラ ンザ ク シ ョンセ ッ ト制 御 セ グメ ン ト

トラ ンザ ク シ ョンセ ッ ト ・エ ンベ ロー プ は、 トラ ンザ ク シ ョンセ ッ ト ・ヘ ッダー(ST

セ グ メ ン ト)と 、 トラ ンザ ク シ ョ ンセ ッ ト ・ トレー ラ(SEセ グ メ ン ト)で 構 成 され る。

トラ ンザ ク シ ョ ンセ ッ ト ・ヘ ッダ ー は、 各 トラ ンザ ク シ ョ ンセ ッ トの 開 始 とIDを 識 別

す る。 トラ ンザ ク シ ョ ンセ ッ ト ・ トレー ラ は、 トラ ンザ ク シ ョ ンセ ッ トの終 了 を定 義 し、

デ ー タセ グメ ン トの 数 を 表 示 す る。

5.3機 能 グループ制御 セグメ ン ト

機能 グループエ ンベ ロープは、機能 グループヘ ッダー(GSセ グメ ン ト)と 、機能 グル

ープ トレーラ(GEセ グメ ン ト)で 構成 される。機能 グループヘ ッダーは関連 トランザ ク
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ションセ ッ トのグループを開始 、識別 し、そ して制御番号 とアプ リケー ション識 別情報

を提供す る。機能 グループ トレー ラは、関連 トラ ンザ クシ ョンセ ッ トの機能 グループの

終了を定義 し、 これに含まれ る トランザ クシ ョンセ ッ トの数を表示す る。

5.4制 御 セ グ メ ン ト間 の 関係

本規 格 の 制 御 セ グ メ ン トは 、以 下 で注 釈 し示す よ うな ネ ス ト化 関係 を もっ。 制 御 セ グ

メ ン ト名 の 前 に あ る文 字 は 、 その デ ー タ セ グ メ ン トの デ ー タ セ グ メ ン ト識 別子 で あ る。

GS機 能 グ ル ー プヘ ッダ 一 一 一一関 連 トラ ンザ クシ ョンセ ッ トの グル ー プの 開始 。

STト ラ ンザ ク シ ョンセ ッ ト ・ヘ ッダ ーーー一・一ーーーー トラ ンザ クシ ョンセ ッ トの 開始 。

LSル ー プヘ ッダ一 一 ーーデ ー タセ グ メ ン トの有 限 ル ー プの 開始 。

LSル ー プヘ ッダー ー一 一内側 の ネ ス ト化 され た有 限 ル ー プの 開 始 。

LEル ー プ トレー ラ ー一 一内側 の ネス ト化 され た有 限 ル ー プの 終 了 。

LEル ー プ トレー ラ ー 一 一デ 一 夕セ グ メ ン トの 有 限 ル ー プの 終 了。

SEト ラ ンザ ク シ ョンセ ッ ト ・トレー ラ ーー ー トラ ンザ ク シ ョンセ ッ トの 終 了 。

GE機 能 グ ル ー プ トレー ラ ー 一一関連 トラ ンザ クシ ョンセ ッ トの グル ー プの終 了 。

そ れ ぞ れ が トラ ンザ ク シ ョンセ ッ トを 表 わ して い る複数 のST/SEペ ア は1つ の機 能 グ

ル ー プ内 で使 用 で き る。 また 、 そ れ ぞれ が有 限 ル ー プを 表 して い る複数 のLS/LEペ ア は、

1つ の トラ ンザ ク シ ョンセ ッ ト内 で使 用 で き る。
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EIAJ標 準,ISO9735,ANSIXl2の 仕 様 の比 較

比 較 項 目 ISO9735 ANSIX12 EIAJ

規 定 シンタ ックスルー ル(ISO9735) コ ン トロールス トラ クチ ャ(ANSIX12.6) EIAJ取 引情報化対応標準

デー タエ レメ ン ト集(ISO7372) デ ー タエ レメン ト集(ANSIX12.3)

受 信 確認通知(ANSIX12.20)

デ ー タセグ メン ト集(ANSIX12.22)

標 準 メ ッセー ジ(ISO下 記) 標 準 メ ッセー ジ(ANSI下 記)

機 関 ISO(国 際標準化機構) ANSIASCX12(米 国規格協会 ㈱日本電子機械工業会

UNECE(国 連欧州経済委員会) 信任標準化委員会X12)

キャラクタビッ ト構成 ISO646標 準7ビ ッ トコー ド JISXO201

ISO6937テ キ ス ト通 信用 コー ド

ISO88598ビ ッ ト コ ー ド

キャラクタセ ッ ト レベルA

A～Z A～Z A～Z

0～9 0～9 0～9

ス ペー ス スペー ス スペ ース

.,-o/= .,-o/= !"#$%&'o*+,一./:;

1"%&*;〈 〉(Telexで は使 用不可) !"#&*;'+:? 〈=〉?@〔¥〕 _、{1}一.「

拡張キ ャラ クタセ ッ ト 」 、'

a～Z ア～ ン

%$@〔 〕」}＼1〈 〉 a～Z

リザーブ文字
'セ グメン ト終了符号

「

+セ グ メ ン トタグとデー タエ レメ ン ト

分離符号

:構 成データエ レメン ト分離符号 .

?リ リース文字(リ ザー ブ機能解除),
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比 較 項 目 ISO9735 ANSIX12 EIAJ

レベルB

A～Z

a～Z
、

0～9

ス ペ ース

.,-o/'+:=?

!"%&*;〈 〉

IS4セ グ メ ン ト終 了符号

IS3デ ー タエ レメン ト分離符号

IS1構 成データエレメン ト分離符号
、

交 換 の 構 造 UNAサ ー ビスス トリング(条 件付)

UNB交 換 ヘ ッダー(必 須) ISA送 達 コン トロールヘ ッダー (全銀協手順のヘッダー レコー ド)

UNG機 能 グループヘ ッダー(条 件付) GS機 能 グルー プヘ ッダー Cメ ッセー ジヘ ッダー レコー ド

UNHメ ッセー ジヘ ッダー(必 須) STト ラ ンザ クシ ョンセ ッ トヘ ッダー

XXXデ ータセグメン ト(必 須/条 件付) XXXデ ー タセ グメ ン ト Dデ ータ レコー ド

LSル ー プヘ ッダー 250マ ル チ明細ヘ ッダー

LSル ー プヘ ッダー 251マ ルチ明細改行

LEル ー プ トレーラ 252マ ル チ明細 トレーラ

LEル ー プ トレーラ

UNTメ ッセー ジ トレーラ(必 須) SE『 トラ ンザ クションセ ッ トトレーラ

UNE機 能グループ トレーラ(条 件付) GE機 能 グループ トレー ラ Eメ ッセー ジ トレー ラ レコー ド

UNZ交 換 トレーラ(必 須) IEA送 達 コン トロール トレー ラ (全 銀協手順の トレー ラ レコー ド)

交換 レコー ドの構成
一(レ コー ド概念が ない) 同 左 1メ ッセ ー ジ,1レ コ ー ド

レコー ドは固定長と可変長

レコー ドヘ ッダー

データ項目

:

マルチ明細 ヘ ッダー
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比 較 項 目 ISO9735 ANSIX12 EIAJ

交換レコー ドの構成 データ項目

:

マルチ明細改行

:

マルチ明細 トレーラ

レ コ ー ド ト レー ラ

デ一夕セグメントの構成 関連するデータ項目を集めて一つのセグメ 関連するデータ項 目を集めて一つのセグメ
一つのデー タセ グメ ン トは一 つのデータ項

ン トを構成す る。UNAを 除 く各セグメン ントを構成す る。各セグメン トは可変長。 目か ら成 る。

トは可変長。 データ項目No

デー タエ レメ ン ト セグメ ン ト識別 コー ド(2～3桁) データ長

データエ レメン ト分離符号 データエレメン ト分離符号 データの内容

デー タエ レメ ン ト データエ レメン ト

データエ レメ ント分離符号 データエレメン ト分離符号
-

: :

セグメント終了符号 セグメン ト終了符号

セ グメ ン トの最初の デー タエ レメ ン トはセ

グメントの種類を識別するセグメントタグ

データエ レメ ン ト 単一デ ータエ レメ ン トと複 合デ 一夕エ レメ 単一 データエ レメン トのみ 単一デ ータエ レメ ン トのみ

ン トの2種 類 があ る。

(1)単 一 デー タエ レメ ン ト

単一 デー タエ レメン ト

データエ レメント分離符号

(2)複 合 デー タエ レメ ン ト

構 成デ ータエ レメン ト

構成データエレメン ト分離符号

構 成デー タエ レメ ン ト

構成データエレメント分離符号

:



比 較 項 目 ISO9735 ANSIX12 EIAJ

データエ レメン ト 構成 データエ レメン ト

データエレメン ト分離符号
,

データセ グメ ン トのエ リ ヘ ッデ ィングセ クシ ョン ヘ ッデ ィングエ リア
一(エ リア分 け していない)

ア構成 デ ィテイルセ クシ ョン デ ィテ イルエ リア

サ マ リセ クション サマ リエ リア

セグメントの構成内容 レコー ドの構成内容

サー ビスセ グメ ン ト ISO9735で 規 定 ANSIX12.6で は規定 していな い EIAJ標 準で規定

(交換運営用)

データセグメ ン ト 標準メッセージで規定 標準メッセージで規定 EIAJ標 準で規定

}
デー タセグメ ン トの配 列 標準メッセージで規定 標準メッセージで規定

一

芸
順序

1
データセ グメン トの優先 同一セグメント(除 く反復セグメント)が 同 左

一

順位 一メッセージに複数出現 した場合の優先順

位

(Dネ ス ト内のセ グメ ン ト

(2)ル ー プ内のセ グメ ン ト

(3)デ ィテイルセ ク ション内のセ グメン ト

データエ レメン トの配列 標準メッセージで規定 標準メッセージで規定
一

順序 データエ レメントで伝達する内容を明確に 同 左

す るため に,他 のデー タエ レメ ン トで 修飾

する方法を採用 している。

例えば,日 付データの場合,注 文月日とか

納入月 日の項 目名を示す 「日付修飾エレメ

ン ト」 と日付その ものを示す 「日付エ レメ

ン ト」の二 つのエ レメ ン トを使用す る。

一



一
品

ー

比 較 項 目 ISO9735 ANSIX12 EIAJ

セグメント要件 必須(M) 必須(M) 必 須

条件付(C) 条件付(C) 任 意

コメ ン ト(F)

データ項目要件 必須(M) 必須(M)
一

条件付(C) 条件付(C)

オプ シ ョン(0)

関係条件(セ グメン トで定義)

データ項目属性 数字(N) 数字(N) 数字(N)

英字(A) 小数点表示の数字(R) 文字(X)

英数字(AN) 文字タイプ(AN) 2バ イ ト文字(K)… 当面使用 しない

日付(DT)

時刻(TM)

コー ド(ID)

デ ー タ項 目長 固定長又は可変長(最 大長の範囲で左ゼロ, 固定長又は可変長(最 大長の範囲で左ゼロ, 固定長又は可変長(最 大長の範囲で左ゼロ,

右スペースの削除) 右スペースの挿入可) 右スペースの削除)

数字項目の表現

小数点記号 N=小 数 点の位置 にr.』 又 は 『,』 N=小 数点表現不要 N=小 数点表現不要

小数点の前後に最低1数 字が必要 データエ レメント集の定義による EIAJ標 準の定義による

({列)0.52.03 R=小 数 点の位 置に 『.』

(例).52.3

正負符号 データが負の場合直前にr-』 必要ならば先頭にr+or-』 使用 しない

3桁 区切り記号 使用 しない 使用 しない

小数点記号,正 負符号はデータ長には含め 小数点記号,正 負符号はデータ長には含め

ない ない



一
ぶ

比 較 項 目 ISO9735 ANSIX12 EIAJ

制 御 符 号 +デ ー タエ レメ ン ト分離符号 ロ データエ レメン ト分離符号 250マ ル チ明細ヘ ッダー

:構 成データエレメン ト分離符号 ロ サプデ一夕エレメン ト分離符号 251マ ルチ明細改行

'セ グ メ ン ト終了符 号
ロ セグメント終了符号 252マ ル チ明細 トレーラ

?リ リース指示符号 253使 用禁止

以上の符号は指定されていない 254レ コ ー ド ト レ ー ラ

符号はUNAセ グメン トで変更が可能 符号を交換ヘッダーで指示できるよう標準

を改訂中

データセ グメン トの省略 必須データセグメン トは省略で きない 同 左 同 左

必須以外のデータセグメン トは省略 して も

良い

データエ レメン トの省略 必須データエレメン トは省略で きない 同 左 一

条件付データエレメン トでデータが存在し

ない場合は,デ ータエ レメント分離符号の

み を置 くことで,デ ー タエ レメ ン トを省略

できる。セグメン トの終わ りにある時には

データエ レメント分離符号 も省略できる。

ループ(反 復使用)

データエ レメ ン ト 可
一

デ一夕エレメン}グルづ 可
一

デ ータセ グメン ト 可 可 可

セ グメン トグループ 可 可 可

ネス ト(入 れ子) 可 可
一

ループの識別 1メ ッセージ内での明示,暗 示の混在は不 明示的識別による

明示的識別 可 マルチ明細制御符号

暗示的識別 セグメン トタグにレベルを表示 ループ開始,終 了セ グメ ン ト
一

標準メッセージの規定により認識 標準メッセージの規定により認識



一ミ

比 較 項 目 ISO9735 ANSIX12 EIAJ

サー ビスセグメ ン ト

交換ヘ ッダー 送信者

受信者

作成 日時

交換コントロール参照番号

受信者パスワー ド

アプリケーション参照番号

処理優先順位

受領確認要求

テス ト指示

送信者

受信者

交換 日時

交換 コン トロールNo

交換標準識別

受領確認要求

テス ト指示

全銀(相 手 セ ンターコー ド)

通 信(当 方 セ ンターコー ド)

(通 信 日時)

(パ ス ワー ド,モ ー ド)

全 銀(フ ァイル名)

フ ァイル(フ ァイルア クセスキー)

(テ キ ス ト ・レコー ド数)

(レ コー ド長)

(送受 信 モー ド,パ スワー ド)

機 能 グルー プヘ ッダー

,

メッセージタイプ

アプリケーション送信者

アプリケーション受信者

作成日時

機能グループ参照番号

メッセージタイプ管理機関

メッセージタイプ ・バージョン

機能識別コー ド

アプ リケーション送信者

アプ リケーション受信者

作成日時

バージョンリリース番号

交換コン トロール番号

機関コー ド(TDCCorASC)

情報種類コード

送信者

受信者

日 時

機 関
、、 、 、、

ハ ー ソヨン

テス ト ・本番区分

経 由VANコ ー ド

ハ ッシュ トー タル項 目NO

メ ッセ ージヘ ッダー メ ッセー ジ参照 番号

メ ッセー ジタイプ

メ ッセー ジタイプ ・バー ジ ョン

メッセー ジタイプ管理機関

トラ ンザ クシ ョンセ ッ トコン トロール番号

トラ ンザ クションセ ッ トID

一

メ ッ セ ー ジ ト レ ー ラ セグメント数

メッセージ参照番号

セグメ ン ト数

トラ ンザ クションセ ッ トコン トロール番号

一

"



比 較 項 目 ISO9735 ANSIX12 EIAJ

機能 グループ トレー ラ

,

メッセージ数

機能グループ参照番号

トラ ンザ クシ ョンセ ッ ト数

交換 コン トロール番号

データ レコー ド数

ハ ッシュ トータル

交換 トレー ラ メッセージ総数

交換 コントロール参照番号

一

ミ

◎◎



メ ッ セ ー ジ 例 の 詳 細
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メ ッセージ例の詳細

注 文書 を 例 と して,EIAJ標 準,ISO9735,ANSI

ール によ る メ ッセ ー ジの コ ーデ ィ ン グ例 の詳 細 説 明 を以 下 に示 す 。

1.ElAJメ ッセ ー ジ例 の 詳 細

*ヘ ッダー レコー ド*

〔デ ー タ項 目〕

レコー ド区 分

運 用 モ ー ド

発信VANコ ー ド

発信 セ ン ター コー ド

発信 者 コー ド

受信VANコ ー ド

受 信 セ ンター コー ド

受 信者 コー ド

プ ロ トコル識 別 コ ー ド

(空 白)

デ ー タ識 別

トー タル 項 目1

トー タル 項 目2

フ ォー マ ッ トID

(空 白)

作 成 日付

*デ ー タ レコー ド*

〔デ ー タ項 目〕

レコー ド区 分

シー ケ ンスNO

レコー ド長

X12の 各 シ ン タ ック ス ・ル

〔デ ー タの 内 容 〕'

C

O(運 用)

108400● ● ● ●.・

108400171●.・

108420171…(A電 機B製 作 所)

108400● ・ ・

999999● ◆ ・ ● ● ・

999999999・ ● ・ ・

EIAJOllA(EIAJ標 準1A)

0501

015(注 文書)

016(注 文金額)

10(可 変長 レングスタグ方式)

891110

〔デ ー タの 内容 〕

D

OOOO1

一181一



001デ ータ処理NO

OO2情 報区分

003作 成 日付

004発 注者 コー ド

005注 文先

006発 注部門 コー ド

007注 文番号

008製 造番号

009訂 正 コー ド

010コ ック区分

Ol1注 文年月 日

Ol2単 位

Ol3'単 価

Ol4単 価区分

015注 文数

Ol6注 文金額

Ol7支 給 区分

018購 買担 当

019材 質 ・規格 ・寸法

020仕 様書有無

021版 数

022品 名

023受 注者側品名 コー ド

024受 注者側品名 コー ド

025図 面 ・仕様書部数

026荷 姿

027直 納 区分

028受 渡場所

00493

0501

891110.

108420171・.●

999999999● ● ●

● ● ■ ● ● ● ● ●

5761MFUG835・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ■..●.●

1

●

891110

PC・

0000000035000

1

000000610000

0000021350

●

E9・ ・ ◆ ・ ・

JISC5141C16EL(Z)100

1

● ■ ●

アル ミデ ンカイ コ ンデ ンサ16VDC,1

00μF,十 一20%

● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ◆ ● ● ● ● ● ● ● ◆ ・.

532QDOI・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

● ●

● ● ● ■ ● ● ●

●

● ■ ◆ ● ● ◆ ◆ ●

-182一



029検 査 区 分

030納 入 指 示 有 無 サ イ ン

031納 期(1)

032納 入指 示 数(1)

034納 入NO(1)

031納 期(2)

032納 入 指 示数(2)

034納 入NO(2)

031納 期(3)

032納 入 指 示 数(3)

034納 入NO(3)

031納 期 則

032納 入 指示 数(31)

034納 入NO(31)

055自 由使 用 欄

056備 考

057消 費税区分

059課 税区分

060消 費税額

061合 計額

◆ ◆ ■

●

891205

000000300000

● ● ● ● ● ● ● ●

891220

000000310000

● ● ● ■ ● ● ● ●

■ ● ● ● ● ●

● ● ● ● ◆ ● ● ● ● ● ● ●

● ● ■ ● ■ ● ● ●

● ● ● ● ■ ●

● ● ● ● ■ ● ● ● ■ ● ●.

● ● ● ● ● ● ● ●

1・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

● ● ● ■ ● ● ● ● ■ ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ●.

■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ◆ ■ ● ■ ■ ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ●

・ ・ …Eコ ウ ギ ヨ ウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

S761MFOOIUG835A10…

● ■ ● ● ● ■ ● ● ● ■

2

1

● ■ ● ● ■ ■ ◆ ● ■ ●

● ● ● ● ● ● ■ ■ ● ●

一183一



*ト レー ラ レ コー ド*

〔デ ー タ項 目〕

レコー ド区分

最終 シー ケ ンス

トー タル項 目1

トー タ ル項 目2

〔デ ー タの 内容 〕

E

OOOO1

000000000610000

000000021350000

一184一



2.ISO9735メ ッセー ジ例の詳細

一
〇。
O
ー

(1}UNB十UNOA:1十108420171

L_].F
(A電 機の企業コ
ー ドとB製 作所

の事業所コード)

:ZZ:108400十999999:ZZ+891110:2032十1110-001十 十 十 十1'

Lご ∵ 論 鵠三ぽ 間蜜

シ ンタ ックスバー ジ ョン番号

構成 デ一一タエ レメ ン ト分離 符号

文字セットの水準

管理機関(UNO=UN/ECE)

データエレメン ト分離符号

交換 ヘ ッダー

(2)UNH+493+ORDERS.2:2:JP'

[、L∴1踏 警
メ ッセ ー ジ ヘ ッ ダ ー

じ壕 當 号

(3)BGM十105十5761MFUG835十891110十 旦'

L(ごlll…:1蹴1ま▲:㍍=⊂



(4)CTA+PD+E9:ノ ダ+078-652-0000:エ 旦'

L掃 灘鐵 撫ご… 勧
ContactFunction,Coded(購 買 部 門)

ContactSegment

(5)NAD+BY十108420171:ZZ'

】
o。
O

L識耀ぷ∋㌧
NameandAddress

(6)NAD+SE十999999999:.ZZ'

[識1闇∴㌶=∴
NameandAddress

(7)DTM十 〇 〇4十891110'

L∴;;三 漂 …)
(8}UNS+D'

LL㌘;鷲 号(へ ・ダーセ・シ・ンと詳細セクシ・ンに分離)



(9)LIN十1十4十JIS C5141C16EL(Z)100:JIS+532QDO1:且 且+』 」≧:610:コ+35.00:≦ ≧エ:1:コ++21350'

L_
(JIS品 名)

ActionRequest,Coded(NoChange)

LineItemNo.

LineItem

l
ArticleNo.

(JIS)

ID,Coded

繊 …謹:罐 ㌣勧
UnitPrice(単 価)

MeasureUnitSpecifier(個)

Quantity(発 注 数 量)

QuantityQualifier(NormalDelivery)

ArticleNo.ID,Coded(Buyer'sPartNo.)

ArticleNo.

(A電 機B製 作 所 の 資 材i]一 ド)

一
。。
べ
ー

00)IMD+F+08++ア ル ミデ ン カ イ コ ン デ ン サ ー:16VDC,100μ 『F,z+-20%:ハ イ ニ ップ ルD10,H12.5,P5,MO.6

L_∴ 一
(Product),

ItemDescriptionType,Coded
(FreeForm)

ItemDescription

L次 のプラス符号を分編 号でなく本来のプラス符号として

Description(了 ルミ電 解 コンデンサー 使 用 す る た め の リ リー ス 文 字

16VDC,100μF,十 一20%

ハ仁 ップルD10,H12.5,P5,MO.6

製 造 メ ー カE工 業

S761MFOOIUG835A10)

:セ イ ゾウメーカEコ ウギ ョウ:S761MFOOlUG835A10'

(IDSCC+1'

L
LD,liveryPlanst、 、usl、di,a,。,(ス ケ ジ ュ ー ル の 練 の ・べ ・レ)

SchedulingConditions

q2)QTY+44:300:コ'

L己 己;蕊蹴::llll:三



一
〇。
o。
-

⑬DTM十 〇〇2十8912051

L∴ 監蕊 ㍑▲M㎞ 蜘
04)QTY+44:310:コ'

L々 己;ご欝:::1∴:ご
⑮DTM十 〇 〇2十891220'

L」 蕊ill㍑㌦ 囲－
G6)UNS十S'

Lセク已:鞠 符号(言羊細セクシb・と要約セクシ・ンに分離)

⑰TMA十21350'

L▲ 麟 ㍗ ・一 ・(合言+額)

08UNT+17+493'

[
Lメ 。k」 ジ参囎 号

(UNHに お け るもの と同一)

メ ッセー ジ内セグ メン ト数

(UNHとUNTを 含 む)

メ ッセー ジ トレーラー



09UNZ十1十1110-001』'

L十遵㌫灘

一
◎。
㊤



3.ANSIX12メ ッセー ジ例の詳細

(1)ST*850*0493NL

Lム 麟欝 ご ・-
TransactionSetHeader

(2)BEG*00*NE*5761・MFUG835*2**891110NL

L_」 識1聯ピ …　湘
TransactionSetPurpose(Original)

BeginningSegmentforPurchaseOrderApPIications

－
〇
〇
1

(3)N1*BY*ZZ*108420171NL

LLし 聯 嘉ご 　 陀　 』 　Name

(4)PER*BD*ノ ダ*TE*078-652-0000NL

L㎏ 論織lil:li鷲i欝
AdministrativeCo㎜unicationsContact

＼

(5)N1*SE**ZZ*999999999NL

L▲L憲i岬 　　 ⌒D



－
q⊃
一

(6)Po1**610*コ コ*35.oo*cT*JI*Jlsc5141cl6EL(z)100*IN*532QDo1NL

L__し 罐_L麗 己ll罐蒜鼎6『c㍗
BasisUnitPriceCode(Contract)

UnitPrice(単 価)

UnitofMeasureCode(個)

QuantityOrderd(発 注 数 量)

PurchaseOrderBaselineItemData

(7)PID*F**ER*ZZZZ*ア ル ミデ ン カ イ コ ン デ ン サ ー,16VDC,100μF,十 一20%,ハ イ ニ ッ プ ルD10,H12.5,P5,MO.6NL

L十1翻 撫li嶽i纏:1:ご　 　 蝋巳　 　…田㎜
Product/ItemDescription'

(8)PID*F**ER*ZZZZ*セ イ ゾ ウメーカEコ ウギ ョウ,S761MFOOlUG835A10NL

LＬlli竃ill　i竃i聯::㍍　 　 ㎜ ㎜㎜
Product/ItemDescription

(9)SCH*300*コ コ****002*891205NL

∴ ㌶ト;;:ly瀞㎞ 一一励
LineItemSchedule



aQ)SCH*310*コ コ****002*891220NL

L㍍ ㌶』 鹸≧ ・…一城
LineItemSchedule

a"CTT*1*610NL

1∴ 蕊}ill二:

一
〇
N

02)SE*12*0493NL

L▲ 蕊1螢(ControlNo.(STセ グメントにおけるものと同－STセグメントとSEセグメントを含む))
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